
 

 

 

 

 

 

令和２年度 
 

福 島 町 議 会 
 

定例会３月会議会議録 
 

 

 

 

 

 

令和３年３月８日 開会 

令和３年３月１１日 休会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

福 島 町 議 会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           会議録の作成にあたっては、誤りのないよう留意 

          しておりますが、時間の関係上原稿校正は初校より 

          できなく、誤字、脱字がありますことを深くお詫び 

          申し上げます。 

           まことに恐れ入りますが、ご了承のうえご判読い 

          ただきたくお願いいたします。 

               福島町議会議長 溝 部 幸 基 
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  日程第29  議案第59号 令和３年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 

  日程第30  議案第60号 令和３年度福島町水道事業会計予算 

  日程第31  同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の避妊について 

  日程第32  同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

  日程第33  諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 

  日程第34  令和３年度定例会開会中の正・副議長及び常任委員の出張承認について 
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 日程第17  議案第68号 令和２年度福島町水道事業会計補正予算（第４号） 

  日程第19  議案第51号 第５次福島町総合計画の変更について 

  日程第20  議案第53号 第８期福島町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の決定について 

  日程第21  議案第47号 福島町ふるさと暮らし応援条例の一部改正について 

  日程第22  議案第48号 福島町介護保険条例の一部改正について 

  日程第23  議案第61号 福島町財政調整基金の積立金の処分について 

  日程第24  議案第54号 令和３年度福島町一般会計予算 

  日程第25  議案第55号 令和３年度福島町国民健康保険特別会計予算 

  日程第26  議案第56号 令和３年度福島町介護保険特別会計予算 

  日程第27  議案第57号 令和３年度福島町後期高齢者医療特別会計予算 

  日程第28  議案第58号 令和３年度福島町浄化槽整備特別会計予算 

  日程第29  議案第59号 令和３年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 

  日程第30  議案第60号 令和３年度福島町水道事業会計予算 

 日程第18  一般質問 

 

◎出席議員（１０名） 

   議 長 １０番  溝 部 幸 基     副議長  ９番  平 野 隆 雄 

        １番  花 田   勇          ２番  佐 藤 孝 男 

        ３番  平 沼 昌 平          ４番  木 村   隆 

        ５番  川 村 明 雄          ６番  杉 村 志 朗 

        ７番  藤 山   大          ８番  小 鹿 昭 義 

 

◎欠席議員（０名） 
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◎出席説明員 

 町 長  鳴 海 清 春      副 町 長  工 藤   泰 

 総 務 課 長  小 鹿 一 彦      企 画 課 長  住 吉 英 之 

 産 業 課 長  川 合 力 哉      会 計 管 理 者  西 田 啓 晃 

 町民課長兼吉岡支所長  福 原 貴 之      福 祉 課 長  鍋 谷 浩 行 

 建 設 課 長  紙 谷   一      認定こども園福島保育所園長  吉 能 佳 織 

 福祉センター次長 （石 岡 大 志）     農業委員会事務局長 （川 合 力 哉） 

       

 教 育 長  小野寺 則 之      事務局長兼給食センター所長  石 岡 大 志 

  

 監 査 委 員  本庄屋   誠       

 

◎職務のため議場に出席した議会事務局職員 

 議会事務局長  阿 部 憲 一      議会事務局議事係長  福 井 理 央 

 議会事務局主査  中 島 和 俊      議会事務局書記  秋 本 文 子 

 

  



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

（開会 ９時５８分） 

 

  ◎開 会 ・ 開 議 宣 告 

 

○議長（溝部幸基）  

おはようございます。 

令和２年度定例会３月会議の開会にあたり、ご挨拶を申し上げます。 

新型コロナウィルス感染症の猛威に翻弄された苦悩は、変異株の出現もあり、未だ収束する気配が見

られず、更にワクチン接種計画についても、搬入の遅延により明確な予定が示されず、厳しい状況が続い

ております。 

感染予防の基本となる三密をできるだけ避け、手洗い、うがい、消毒の連衡をさらに周知徹底し、引

き続き細心の注意を払って、冷静沈着に対処していかなければなりません。 

今３月会議は町政執行方針に示された、重要案件に係る各会計の新年度予算を審議する重要な議会で

あり、活発な議論が展開されますことを願っております。 

政策については、行政評価に繋がることを意識し、計画精度を一段と高めることが重要であり、今後

予測される厳しい財政状況に十分配慮し、「最小の経費で、最大の効果」を念頭に算定根拠を明確にし、

理解を得て共通の認識を持つことも大切です。議会・行政ともに政策の過程をさらにわかりやすく町民の

皆様に示していく努力も必要です。 

国政の状況は、なお新型コロナウィルス感染症一色の感がしますが、鶏卵関連会社増収賄事件総務省

高級官僚接待問題、多額現金買収公選法違反事件等々、誠実に答弁をせず、自浄作用が機能せず、事件の

真相解明にはほど遠く、残念ながら相変わらず地方行政、議会の模範にもならない憂慮すべき状況が続い

ております。 

町づくり、議会両基本条例に基づき、町民との協働のまちづくりを目指す、行政・議会は、町民の模

範となるよう規律を遵守し、情報を適確に発信し、共有することをあらためて心掛けなければなりません。 

福島町議会としても、町民の信頼を裏切ることなく、負託に応えるため一層研鑽に励み、課題に向か

って着実果敢に活動を続けていかなければならないと思っております。 

例年にない厳しい低温が続き、過去最高の除排雪予算を計上する状況となり、異常気象による生態系

の変化や、農作物漁獲量への影響等不安な状況が続きますが、３月５日の啓蟄の次、春の便りが聞かれる

時節となりました。 

出席者各位には、健康に留意され、お体ご自愛の上、本定例会の議事運営にご協力をいただきますよ

うお願いを申し上げ、開会の挨拶といたします。 

ただいまから、令和２年度福島町議会定例会３月会議を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 

  ◎会 議 録署 名議 員の指 名 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 １番花田勇議員、２番佐藤孝男議員を指名いたします。 

 

  ◎諸 般 の 報 告 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第２ 諸般の報告を行います。 

 はじめに、議会運営委員会の報告を行います。 

 ３番平沼昌平議会運営委員長。 

○３番（平沼昌平） 

 令和２年度定例会３月会議の開会に際し、去る３月１日に開会いたしました議会運営委員会の協議結果
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について、報告いたします。 

 まず、議事日程につきましては、お手元に配付のとおりでございます。 

 次に、審議日数については、本日から３月１６日までの７日間といたしました。 

議案につきましては、報告１件、条例関係６件、計画関係３件、積立金の処分１件、令和２年度福島

町一般会計ほか６会計の補正予算、また令和３年度福島町一般会計ほか６会計の予算、人事案件３件の計

２８件となりますが、令和３年度予算関連の議案につきましては、議長を除く全議員で構成する予算審査

特別委員会を設置のうえ、休会中に審査することといたしました。 

以上のとおり、本３月会議は審議も長期に亘るところから、議員の皆様には議事運営に特段のご協力

をいただきますようお願いを申し上げ、議会運営委員会の報告を終わります。 

○議長（溝部幸基） 

 議会運営委員会の報告を終わります。 

 本定例会３月会議の議事は、ただいま平沼昌平議会運営委員長から報告がありましたように進めてまい

ります。 

 また、諸般の報告も既に印刷のうえ、皆様のお手元に配付のとおりでございますので、ご了承願います。 

 次に広報広聴常任委員会の報告を行います。 

 ９番平野隆雄副議長。 

○９番（平野隆雄） 

 諸般の報告の８ページをお開きください。 

 それでは令和２年度、町民と議員との懇談会の結果を報告いたします。 

 説明は、主な内容といたしますので、ご了承願います。 

 ２月２日（火）から２月９日（火）まで延べ６日間にわたり、議員が３班に分かれ、１日３会場、延べ

１７会場で懇談会を実施いたしました。参加状況につきましては、１７会場で９８人の出席、１会場最大

で９人、最小で１人でございました。１会場の平均出席者数は、５．７人となりました。 

 各会場では、「岩部クルーズ事業」や「新型コロナウィルス感染症対策」など、町政全般、また町内会

活動における後継者対策など多岐にわたる質問や意見が出されました。なかでも、「第２青函トンネル」

関係につきましては出席者から町民に対して、大々的に情報を発信すべきと意見が出され、議会としても

積極的に内容を説明したところであります。 

 意見の概要につきましては８ページから１０ページに、また各会場での意見等については、１１ページ

から２３ページまで詳しく記載しております。後ほどご覧いただきたいと思います。 

 懇談会の実施報告書につきましては、３月３日に町長、教育長に手交し、内容を説明するとともに今後

のまちづくりの重要な意見として、情報の共有を図ったところでございます。 

 以上で、町民と議員との懇談会の報告を終わります。 

○議長（溝部幸基） 

 以上で、広報広聴常任委員会の報告を終わります。 

 次に、渡島西部広域事務組合議会の報告を行います。 

 ６番杉村志朗議員。 

○６番（杉村志朗） 

 それでは、諸般の報告の２５ページをお開き願います。 

 ２月２６日に開催された令和２年第１回渡島西部広域事務組合議会定例会の報告をいたします。 

主な内容を説明しますので、ご了解いただきたいと思います。 

１、定例会の内容について 

 審議した議案は、条例改正や令和３年度当初予算関係２件など計４件でございます。 

２、行政報告の内容について 

 行政報告では、消防関係で北海道電力㈱知内発電所内の重油漏れ事故など２件の報告がありました。 

 詳しい内容については、後ほど事務局の方にありますので、ご覧ください。 

３、審議した議案の内容について 

 審議した４件の議案を説明します。 

 議案第１号は、職員の給与に関する条例の一部改正です。 
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構成町から派遣を受けた職員の給与について、支払い方法を変更しました。 

 議案第２号は、今年度の一般会計補正予算（第５号）です。 

 年度末に向けた予算精査により、３，３８７万６千円を減額し、予算総額を１５億４，７２５万７千円

としました。 

 議案第３号は、積立金の処分です。 

 令和３年度実施の粗大系選別コンベア更新工事など、事業の財源とするため、基金積立金３，６５４万

７千円を一般会計に繰り入れることにいたしました。 

 議案第４号は、令和３年度渡島西部広域事務組合一般会計予算です。 

 令和３年度当初予算を、歳入歳出それぞれ１５億３，９５３万８千円と定めました。 

令和２年度当初予算と比較すると、３５１万６千円の増となりました。 

詳しい内容については、議会事務局で議案等を保管しておりますので、ご参照ください。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（溝部幸基） 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本日は、午後６時から夜間議会を予定しておりますので、夜間議会が終了するまで、予め会議時間を延

長したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 ご異議なしと認め、本日の会議時間は夜間議会が終了するまで延長することに決定いたしました。 

 

  ◎行 政 報 告 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第３ 申し出がありますので、行政報告を行います。 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

改めまして、おはようございます。 

令和２年度福島町議会定例会３月会議の開催にあたり、定例会２月会議以降の行政報告を申し上げま

す。 

 １点目の新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金対象事業について、国の第３次補正予算に

伴う「新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金対象事業」については、先の２月会議において

飲食店の対応を中心に早急に実施が必要な事業について、臨時交付金限度額の一部を補正計上したところ

でございますが、追加の対策として「福島町元気プロジェクト」、「介護サービス事業者支援事業」、

「吉岡温泉指定管理者支援事業」、「外国人技能実習生受入事業者支援事業」及び「学校再開支援事業」

の５事業を本３月会議に補正計上してございます。 

 また、これらの事業に係る事業費を差し引いた残りの交付金については、国の本省繰越とし、令和３年

度に交付されることとなりますので、予めご理解ください。 

 町では、引き続き本交付金を活用し、今必要とする対策をスピード感をもって推進するとともに、感染

予防対策及び町内経済の活性化に向けた事業の実施に取り組んでまいります。 

 続きまして、各課所管事項について、ご報告いたします。 

 １点となります、建設課の所管事項について。 

 当町の空き家対策については、代執行に向けた手続きを進めるとしていた特定空家１件について、所有

者との交渉により自己解体の意思を確認し承諾を得られたため、現在、手続きを凍結しております。 

 また、新たに特定空家に認定した５件については、所有者に対する通知などを順次進めてございます。 

 町の主な主催事業ならびに行事等につきましては、別途記載してございますので、参照いただきたいと

思います。 

 以上で行政報告を終わります。 
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◎令和３年度町政執行方針及び教育行政執行方針の説明 

 

○議長（溝部幸基） 

 次に、教育行政報告を行います。 

 小野寺則之教育長。 

○教育長（小野寺則之） 

 令和２年度福島町議会定例会３月会議の開催にあたり、定例会２月会議以降の教育行政報告を申し上げ

ます。 

１ 学校教育について。 

（１）高等学校について 

令和３年度公立高校入学の出願変更状況が２月１２日に公表され、福島商業高等学校は「１１名」と

なり、２年連続で１０名未満という道立学校としての募集停止は回避できる見込みとなりました。 

高校存続の対策に関しましては、２月２４日に「高校の在り方に関する協議会」を開催し、道立高校

として全国募集に向けた展開を図る方向で最終報告書を取りまとめたところであり、今後、北海道教育委

員会など関係機関と、具体的な対応について協議を進めてまいります。 

２ 社会教育、青少年の育成について。 

（１）「北海道ふくしま歴史物語」の発行について。 

 平成３０年度から歴史図書編集委員会を中心に、資料調査や原案の執筆等を進めてきたところですが、

このほど「北海道ふくしま歴史物語」として完成することができました。 

 この間、編集委員をはじめ、編集関係者、取材等にご協力頂きました関係各位に厚くお礼を申し上げま

す。今後は、３月下旬頃に町内全世帯をはじめ、ふるさと会や関係者に配布する予定となっています。 

 また、小学校４年生から高校生までの児童・生徒にも配布し、福島町に縁のある著名な人物の挑戦と活

躍、かけがえのない文化や産業の成り立ちを紹介しながら、ふるさと福島町に愛着を持つような取り組み

を推進してまいります。 

（２）スポーツ・文化賞表彰式について。 

 令和２年度福島町スポーツ・文化賞の受賞者を、１月２８日の教育委員会議で決定いたしました。 

 今年度は、新型コロナウィルスの影響により、各種大会の多くが中止となったため、スポーツ活動関係

で個人２名の受賞となっており、３月上旬に福島小学校で表彰を予定しております。 

 以上で、令和２年度定例会２月会議以降の教育行政の報告を終わります。 

○議長（溝部幸基） 

 以上で、行政報告を終わります。 

 

報告第４号 専決した事件の報告について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第４ 報告第４号 専決した事件の報告についてを議題といたします。 

 内容の説明を求めます。 

 小鹿一彦総務課長。 

○総務課長（小鹿一彦） 

それでは、お手元に１の議案と別冊７をご用意願います。 

まず、議案の１７７ページをお開き願います。 

報告第４号 専決した事件の報告について 

次のとおり専決処分したので、地方自治法第１８０条第２項の規定により報告する。 

令和３年３月８日提出、福島町長。 

次のページをお開き願います。 

専決処分書でございます。 

今回の専決処分につきましては、令和３年１月１３日に発生した三岳１町内会館の屋根からの落雪に
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よる物置への被害に対する損害賠償に係る専決処分について、地方自治法第１８０条第１項並びに福島町

長の専決処分事項指定条例第１号の規定に基づき、令和３年２月２４日付けにて行っております。 

１の和解の相手方。 

松前郡福島町字三岳２００番地１ 

生活協同組合コープさっぽろ福島支店であります。 

２の和解の要旨及び損害賠償の額について。 

令和３年１月１３日発生の事故で破損した物置の損害賠償金として、町が９８，３７３円支払うこと

として和解しております。 

詳細につきましてご説明いたしますので、別冊７の１２７ページをお開きください。 

報告第４号関係でございます。内容についてご説明いたします。 

 令和３年１月１３日（水）、福島町字三岳２００番地１地内（生活協同組合コープさっぽろ ふくしま

店借用地）において、三岳１町内会館の屋根からの落雪により相手方の物置を破損する事故が発生しまし

たが、損害に係る和解が令和３年２月２４日に成立し、損害賠償の額が決定したものであります。 

1の事故の状況。 

（１）発生日時 令和３年１月１３日（水）時間不明であります。 

（２）発生場所 福島町字三岳２００番地１地内（生活協同組合コープさっぽろ ふくしま店借用地） 

（３）事故内容 令和２年１２月から屋根に堆雪していた大量の雪が、気温上昇により一度に落雪したた

め、約３．５ｍ離れた相手方の物置の右側面を押しつぶしたものです。 

 ２の和解の内容及び損害賠償の額。 

 和解の相手方である生活協同組合コープさっぽろ ふくしま店と町の過失割合は、落雪事故の発生状況

から町の過失が１００パーセントであることから、破損させた相手方の物置を原型復帰することで和解が

成立したものであります。額については、先ほど申し上げました９８，３７３円となります。 

 ３の事故発生個所位置図でございますが、三岳１町内会館の右側にコープさっぽろの組み立て式の市販

の物置が３台設置されておりましたが、そのうちの１台の右側面の壁を破損させたものでございます。 

 なお、賠償額につきましては、町が加入しております全国町村会相互賠償保証保険により補填されるこ

ととなっております。 

 以上、専決処分の内容についてご報告いたします。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

内容の説明が終わりました。 

特に確認したい事項等ございますか。 

○議長（溝部幸基） 

２番佐藤孝男議員。 

○２番（佐藤孝男） 

 雪の原因でこのような結果になったわけですが、今後の対策として、どのように考えているのかお願い

します。 

○議長（溝部幸基） 

 小鹿一彦総務課長。 

○総務課長（小鹿一彦） 

 今回は先ほど申し上げました通り、年末年始、今年は特に２、３週間程マイナスの真冬日が続きまして、

雪が通常であれば何回か落ちたりするところですね、大量に溜まったままこの１月１３日まできて、それ

で前後に暖気が入って一気に崩れたという状況でございました。 

 それで、町内会館等につきましては総務課の管轄ですので、今年は特に千軒から松浦までですけども確

認しながら、窓ガラス割れないかとかいう事でベニヤを張ったり、職員一同見回りはしてたんですけども、

今回このように突然ですね、午前中だったんですけども連絡きて落ちてきたと、それで、通常３．５ｍ以

上離れてましたので届くような距離でもございませんでしたけども、このようの大量に積もった時はです

ね今回みたいな事もあるという事で、課員一同ちょっと見回りの強化と定期的に雪下しをするようにとい

う事で、我々も今後努めて参りたいと思います。 
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○議長（溝部幸基） 

 そのほか無いですか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 以上で、報告を終わります。 

 

令和３年度町政執行方針及び教育行政執行方針の説明について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第５ 令和３年度町政執行方針、教育行政執行方針の説明を行います。 

 最初に、町政執行方針の説明を求めます。 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 町民の皆様、町議会の皆様、令和２年度福島町議会定例会３月会議の開催にあたり、令和３年度の町政

執行に対する基本姿勢と施策の方針を申し述べますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 令和３年３月８日 福島町長。 

 令和３年のスタートは、昨年から爆発的な感染の広がりを見せている新型コロナウィルス感染症との闘

いで幕を開けております。 

首都圏を中心に、二度目となる緊急事態宣言が発出されるなど、大変厳しい状況が続いてございます。 

町では、いち早く感染予防対策の徹底を図り、町民のご理解とご協力により、これまで町内から一人

も感染者を出すことなく、現在に至っております。 

 引き続き、町民の皆様の健康と安全を最優先に、高齢者などへのワクチン接種の早期実施に向けた準備

に努めて参ります。 

 今、日本全体の人口が減少していく中にあって、当町においても人口減少が続いており、過疎化も顕著

となっているため、如何に“まち”を繋いで行くかが、大きな課題となっております。 

 町においては、「第５次福島町総合計画・後期実施計画」の２年目となり、若者の定住促進住宅建設、

吉岡温泉の建て替え、福島商業高校の全国募集に向けた魅力づくりなど、様々な大型事業が動き出す年度

でもあります。 

 私は、町長に就任以来、一貫して町の最高規範である「まちづくり基本条例」の基本理念である「町民

との協働によるまちづくり」と「思いやりのある行政」を政治姿勢の基軸とし、基幹産業である水産振興

や子育て支援を重点に町政を推進しております。 

 政府は、新型コロナウィルス感染症を踏まえ、令和３年度の一般会計予算の総額を、１０６兆円規模と

し、３年連続１００兆円の大台を突破してございます。また、地方財政計画では、地方交付税の出口ベー

スで１７．４兆円を計上しておりますが、新型コロナウィルス感染症などの影響により全国的に経済が落

ち込んでおり、当町においても町税などの大幅な減少が見込まれ、厳しい財政見通しとなっております。 

 町では、まちづくりの柱である「第５次福島町総合計画・後期実施計画」及び「第２期福島町人口ビジ

ョン・総合戦略」の着実な推進を図るとともに、次の新たな時代へ“まち”を繋ぐ重要な年と位置付け、

様々な産業支援策等を講ずることとしてございます。 

 当町に住む全ての町民が課題の克服にあたって、自律の精神をしっかりと持ち、地域がもっている資源

である歴史、文化、豊かな自然、人材を最大限に生かし、誇りと勇気をもって新たなものに挑戦する。そ

うしたことが地域の魅力を高め、地域経済を循環させ、“まち”の発展へと繋がっていきます。 

 当町においては、昨年のコロナ禍の厳しい状況下にあって、若い人たちが中心となって立ち上げた「福

島町元気プロジェクト」が、各方面で大変な反響を呼び、「青の洞窟」など地域の魅力が全国的にＰＲさ

れ、ピンチをチャンスに変えることができました。 

 若い人たちの力と可能性を信じ、行政がしっかりサポートすることで、交流人口の増加など、町の活性

化に繋がってまいります。 

 福島町には、これまで先人たちが脈々と築き上げてきた“まち”があり、町民が共に力を合わせ、知恵

を出し合い、お互いに助け合い、絆を深めることで、新型コロナウィルス感染症という新たな困難の克服
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に向け、町民の英知を結集し、この難局を乗り越えることができると信じております。 

 令和３年度の新たな時代にあたり、私たち町民は“ふるさと「福島町」”を、これから生まれてくる子

供たちの明日と未来へ伝える役割があります。 

 私は今の時代を生きていく一人として、その責任において、この厳しい時代から逃げることなく、常に

挑戦する姿勢を貫き、福島町の明日が花開くことを信じ、思いやりのある行政を行うため職員とともに全

力で取り組んでまいります。 

 はじめに、町政運営に対する基本姿勢について申し上げます。 

 令和３年度は、「第５次福島町総合計画・後期実施計画」の２年目となります。当計画で掲げたテーマ

の「力を合わせ 新たな時代を築き時代につなぐ福島」の実現に向けて、全力で政策の実現に取り組んで

まいります。 

 町政に臨む基本姿勢につきましては、第５次福島町総合計画の基本計画及び実施計画を基本とし、引き

続き、産業振興など町の生産基盤を成す予算を中心に、若者定住や子育て支援の充実を図るとともに、高

齢者が安心して住み暮らせる政策予算を積極的に措置しております。 

 町の人口が、３，８００人台で推移する中、高齢者の健康寿命の延伸とともに、若者の定住促進が必要

であり、そのためには、若い人たちや子育て世代の働く場所と住環境の整備が重要であることから、令和

３年度から若者の定住促進に向けた住宅整備を促進してまいります。 

 また、人口減少が続く中で、如何に町をコンパクトにしていくかが大切であり、公共施設の再編、長寿

命化など、限られた財源の中で、将来に向けて効率良い行政運営が必要であり、現状に甘んじることなく

常に改革、改善を行い、今できる最善の行政サービスの維持に努めてまいります。 

 次に、令和３年度におけるまちづくりについて、「第５次福島町総合計画」の「７つのまちづくりの目

標」の実現に向け、次の重点施策に沿って申し上げます。 

 １点目、次世代を担うリーダー等の育成。 

 私は、町長に就任以来「まちづくりは人づくりから」を基本理念にまちづくりに取り組むとともに、産

業・福祉・教育・行政などの幅広い分野で、「人財」の育成に努めてまいりました。 

 人財育成基金は、町民のあらゆる年代を対象に、仕事に必要な資格取得や研修会への参加、児童生徒の

スキルアップに必要な検定等を支援し、これまで多くの方に基金を活用していただいているところであり

ます。 

 まちづくりを支える「人財」が、当町の未来を創造する大きな力となりますので、引き続き「次代を担

う人づくり」を基本とし、「福島町人財育成支援事業補助金」の積極的な活用を促し、町の将来を担うあ

らゆる分野での「人財」の育成を図ってまいります。 

 地方公共団体を取り巻く環境は、厳しい財政状況をはじめ、少子高齢化・過疎化の進行、住民の価値

観・生活環境の多様化などで、目まぐるしい変化を遂げております。 

 こうした状況に柔軟に対応し、質の高い行政サービスを維持するためには、職員の政策立案及び政策法

務能力の向上に加え、専門的知識の向上が不可欠であり、個々の能力を高められるよう積極的に改革する

意識や指導力・協調性を兼ね備えた職員育成が必要なことから、研修の機会を通じて職員の能力開発を進

めてまいります。 

 包括連携協定を締結している各大学等との連携事業については、引き続きそれぞれの大学の強みを活か

した事業に取り組み、まちづくりに活かしてまいります。なお、連携協定を結んだ当初に比べて、連携の

あり方が大分変化してきておりますので、今後の方向性について協議を進めてまいりたいと思ってござい

ます。 

 北海道福島商業高等学校については、道立高校として存続することがベストな選択であると考えており

ますので、全国からの生徒募集などの取り組みを進めるとともに、高校の魅力度アップに努めてまいりま

す。 

 ２点目の産業の再生による雇用の創出について。 

 当町の基幹産業である水産業を中心に、コンブ養殖事業の安定的な生産体制を支援するとともに、地域

経済の循環を促しながら地域産業の活性化を図ってまいります。 

 なお、将来的なコンブ等の安定的な種苗確保を目的とした「新たな種苗生産等施設事業」につきまして

は、令和３年度予算には計上してございませんが、国などと協議をしながら逐次、実施設計に向けた準備



- 12 - 

 

を進めてまいります。 

 また、新型コロナウィルス感染症の拡大は、地域経済に大きな影響を及ぼすことから、感染状況に応じ

た経済対策について、今後も必要な支援に努めてまいります。 

 新たに企業する事業者や事業を継承する若者などの担い手に対する支援を目的とした「福島町チャレン

ジスピリット応援条例」は、漁業後継者を中心に活用が進んでいるところであります。 

 本事業は、産業の活性化のみならず、若者等の転出抑制にも繋がることから、引き続き支援に取り組ん

でまいります。 

 水産業振興の基盤となる漁港整備は、北海道が事業主体となる第２種吉岡漁港について、漁港機能保全

事業として整備が進められております。また、キタムラサキウニ等の増産及び根付魚類の資源増大を目的

に、藻場造成や魚礁整備が行われることとなっております。 

 「新たな陸上養殖技術の開発による蝦夷アワビブランド化事業」は、町民向け即売会やふるさと納税の

返礼品としての取り扱いをはじめ、本格的な販売を進めてきたところであります。 

 また、食品加工会社からの問い合わせ等もあり、販売サイズや価格面の折り合いなどの課題もあります

が、販売の拡大に向け、加工品など幅広く協議を進めてまいります。 

 全国的なイカの不漁は、一向に回復の兆しが見えず、水産加工業者は大変厳しい状況におかれておりま

す。不漁の要因の一つとして、外国船の違法操業が要因とみられることから、関係団体と連携を図りなが

ら、国際的な資源管理の枠組みの検討などについて、国や北海道などへ働きかけるとともに、町としては

「産業振興資金預託融資枠」などの支援を継続してまいります。 

 当町の農業は、１戸当たりの経営面積が小さく、また、経営規模が零細で農協への出荷体制も整備され

ていないため、流通面でも不利な状況にありますが、新たな担い手として農業に着業されている若者がお

りますので、農業協同組合等の関係団体と連携しながら支援してまいります。 

 林業につきましては、福島町森林組合の再建計画が１年前倒しで終了いたしましたが、財政基盤の安定

及び事業継続を確保するため、引き続き事業支援してまいります。 

 また、将来の森林の有効活用を図るため、「森林環境譲与税」を財源に、令和２年度から実施している

森林所有者の意向調査を引き続き実施するとともに、路網整備や林道等の維持補修などを計画的に進めて

まいります。 

 北海道の特用林産物のうち、きのこ類の生産量は全国第４位のシェアを占めており、福島町産「横綱椎

茸」は、道内の「きのこ品評会」で高い評価を得ております。 

 ふるさと納税の返礼品にも活用し、知名度の向上を目指して取り組んでいるところでありますが、原木

の調達に苦慮している現状にあることから、安定的な原木の確保を目的に、白符地区の原木採取可能箇所

での作業道を開設し、特産品の増産が図られるよう生産者を支援してまいります。 

 北海道が事業主体の「広域基幹林道島前線改良事業」については、令和３年度も引き続き事業実施され

る予定となっており、早期に安全な通行が可能となるよう、町としても働きかけてまいります。 

 町内商工業者は、人口減少を起因とする購買力の低下に加え、新型コロナウィルス感染症拡大の影響に

より、大変厳しい状況となっております。 

 新型コロナウィルス感染症対応については、町内消費の喚起を目的に各種の対策を講じてまいりました

が、令和３年度においても感染状況の影響を注視しながら、必要な対策を講じてまいります。 

 また、商工会が実施する事業に対する支援を継続し、町内の消費拡大と小規模事業者の事業継続が図ら

れるよう、企業活動を支援してまいります。 

 地場産品の消費拡大の取り組みとして、ふるさと納税の返礼品は大変有効な取り組みであり、令和２年

度は、全国の多くの方から寄付金が寄せられ、そのうち「するめ」が高い評価を得ております。 

 令和３年度においても、ふるさと納税制度を活用して地場産品のＰＲ・消費拡大に取り組みながら、納

税額の増額と町の知名度向上に努めるとともに、貴重な財源としてまちづくりに資する事業に活用してま

いります。 

 令和２年度のコロナ禍の状況にあって、「岩部クルーズ」については、「福島町元気プロジェクト」を

第３弾まで事業展開したことにより話題性を集め、多くのマスメディアに取り上げられたことから、乗船

者は、令和元年度を上回る実績となったところであります。 

 新型コロナウィルス感染症拡大の影響による地域間の移動自粛が懸念されるところではありますが、感
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染予防を徹底するとともに、利用者の安全を最優先にしながら、当町の地域資源の魅力を町内外に広く発

信してまいります。 

 また、体験型観光や特産品の開発を行う一般社団法人福島町まちづくり工房の運営費及び観光振興の事

業活動等の経費を支援し、運営基盤を確立するとともに、当町の観光振興の推進と、交流人口・関係人口

の拡大を図ってまいります。 

 ３点目、若者等の定住対策・子育て環境の充実。 

 民間事業者が実施したアンケートで「移住定住施策として最も効果がある。」と回答された項目の一つ

は、「子育て支援」となっております。 

 若者・子育て世代が当町での生活に希望を持ちながら暮らしていけるよう、国に先駆けて実施した保育

料や給食費等の無償化、定住促進住宅等奨励事業、出産祝金及び高校生までの医療費無料化等、子育て世

代の経済的負担の軽減などに引き続き取り組み、定住に繋げていくことが必要であります。 

 また、これらの取り組みは出生者数の増加にも繋がることから、人口減少の鈍化を目指しながら人口の

維持を図るための重要な施策として、引き続き取り組んでまいります。 

 認定こども園については、幼児期の保育・教育の一体的な提供を図り、保育機能と教育機能の充実に努

め、質の高い特色ある保育・教育サービスの提供と住民ニーズへ柔軟に対応してまいります。 

 子育て支援センターについては、その機能の充実に努め、子育ての拠点施設として、子育て世帯が安心

して子育てができる環境の構築に努めてまいります。 

 学童保育については、子育て中の保護者が仕事と子育てを両立できるよう支援するとともに、子どもた

ちが安全・安心に過ごせる環境を整備し、子供の健全な育成を図ってまいります。 

 なお、近年、認定こども園及び学童保育において、保育士の確保が厳しい状況が続いておりますが、安

定的な保育サービスの提供を確保するため、引き続き保育士の確保に努めてまいります。 

 町では、子ども・若者からお年寄りまで誰もが福島町に住みたくなる・住み続けようと思える快適な住

環境の形成を目的に、「福島町住生活基本計画」を策定し、若者・子育て賃貸住宅整備プロジェクトと定

住促進住宅整備プロジェクトの２つの柱で、住宅環境の充実を図ることとしております。 

 なお、若者・子育て賃貸住宅整備プロジェクトにおいては、新栄町の改良住宅の既存住宅２棟８戸の改

修及び３棟１２戸の解体工事を実施してまいります。 

 また、住宅促進住宅整備プロジェクトにおいては、三岳地区における宅地造成に係る実施設計業務と開

発許可申請に必要な事務手続きを進めてまいります。 

 ４点目、がん予防対策の充実についてであります。 

 令和２年度は、世界中に新型コロナウィルス感染症が爆発的に拡大し、我が国においても、感染予防の

徹底や経済対策等に追われた一年となりました。 

 感染予防については、「こまめな手洗い」、「マスクの着用」、「安全な距離を保つ」等の徹底が重要

であるとしております。 

 その結果、例年冬期間に流行する感染症の一つであります「インフルエンザ」の感染者数が激減してい

る状況にあります。 

 このことについては、感染予防の行動様式が国民に浸透したことが、要因と考えられております。感染

症の予防のみならず、予防対策は糖尿病や高血圧、肥満などの生活習慣病においても大変重要な対策であ

ることから、特定健診による予防医療をはじめ、栄養や食生活、運動などの生活習慣全般の改善に向け、

健康相談、健康料理教室などを引き続き実施してまいります。 

 やまゆりクリニックについては、開業から２年を経過し、町民の身近な「かかりつけ医」として、徐々

に浸透が図られております。 

 しかし、経営面では収支不足の状態が続いており、経営の健全化に向けた取り組みとして、町内介護事

業所との連携強化を図るなど、高齢者の地域ケアの推進に取り組むとともに、各種がん検診に加え、特定

健診の個別受診の積極的なＰＲを実施してまいります。 

 当町は、がん予防対策の取り組みとして「福島町がんなんかに負けない基本条例」を制定し、健診費用

の無料化をはじめ、健康ポイント制度等により検診率の向上に努めているところでありますが、新型コロ

ナウィルス感染症拡大の影響により、令和２年度は、がん検診のみならず各種検診の受診率が低くなって

おります。 
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 町民の健康増進は、医療費の抑制に繋がるとともに、町の健全な財政運営にもつながることから、引き

続き関係機関と連携を図り、受診意識高揚に向けた個別勧奨や再勧奨などの普及啓発に取り組み、町民一

人ひとりの健康寿命の延伸をめざしてまいります。 

 当町では、受動喫煙防止の一層の強化を図るため、町内会館等も含めた公共施設の敷地内禁煙に取り組

み、健康フェスティバルにおける講演会の開催や役場庁舎の懸垂幕を利用するなどの、啓発活動に力をい

れながら、町全体で受動喫煙防止活動の強化を図ってまいります。 

 ５点目の高齢者等の安心安全な生活環境の充実についてございます。 

 高齢者福祉や障害者福祉のそれぞれの制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」、「受けて」という関

係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が、地域の課題などを「我が事」として参画し、人と人、人と

資源が世代や分野を超えて「丸ごと」繋がることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがいを大切にし、地

域を伴に創っていく「地域共生社会」の推進が一層重要になっております。 

 このため、「第３期地域福祉計画」に基づき、引き続き関係各機関とも連携を図りながら地域福祉の一

層の充実と、町民が主体となったまちづくりに努めてまいります。 

 地域福祉を担う行政の重要なパートナーである社会福祉法人福島町社会福祉協議会については、介護保

険制度の改正などにより大変運営が厳しい状況にあります。 

 町では、当協議会への財政支援として、令和２年度から概ね５年間を目途に財政支援することとしてお

り、引き続き安定的な財政運営が図られるよう支援してまいります。 

 当町の高齢化率は、令和３年１月末現在４９．１３パーセントと約２人に一人が高齢者という超高齢化

社会を迎えておりますが、高齢化が急速に進む中にあっても、健康で明るく生き生き暮らすことは大変重

要なことと認識しており、今後、高齢者の方々に担っていただく役割は一層大きくなってくるものと思っ

ております。 

 このため、町としては、長年町の発展のために寄与された高齢者の方々が、生きがいを持ちながら健康

で安心して生活が送れる地域を目指して、介護予防・生活支援・健康づくりや見守り活動等を引き続き実

施し、自立した生活が確保され、社会参加が促されるよう支援してまいります。 

 また、日本においても新型コロナウィルスワクチンが２月に承認され、当町においても３月中に対象者

へワクチン接種のクーポン券の配布を行い、４月から高齢者などへの優先接種が順次始まることとなって

おりますので、町民の方々が安心してワクチン接種を受けられるよう迅速に準備を進めてまいります。 

 温泉健康保養センターについては、建て替えに向けた基本構想を策定することとしており、より魅力あ

る温泉施設を目指し、利用者ニーズの把握に努めてまいります。 

 介護保険事業につきましては、「第８期介護保険事業計画」に基づき、要介護者が居宅や施設などで、

必要なサービスを受けられるよう、地域包括支援センターを中心に相談体制の充実と、「医療・介護・福

祉」の連携を図るとともに、引き続き健全な財政運営に努めてまいります。 

 なお、第８期介護保険事業計画期間における介護保険料につきましては、基金を繰入することにより、

これまでの水準を維持することとしてございます。 

 国民健康保険事業については、財政運営の主体を北海道が担う広域化から３年が経過し、安定的な事業

運営となっておりますが、当町の医療費は高止まりの傾向となっておりますので、生活習慣病予防事業を

はじめ、各種保険事業の実施により医療費の抑制に努めてまいります。 

 引き続き安定した制度が維持できるよう、北海道と連携しながら取り組んでまいります。 

 後期高齢者医療事業については、町民の２６パーセントが７５歳以上となり高齢化が進行している当町

において、高齢者の皆様が安心して必要な医療が受けられるよう、円滑な制度の運用に努めるとともに、

健康管理に重要な特定健診・各種がん検査等について、健診等の有効性を積極的に周知し、一人でも多く

の方が受診されるよう、受診勧奨を行ってまいります。 

 なお、運営主体である北海道後期高齢者医療広域連合に対して、令和３年度から２年間、職員１名を派

遣することが決まっておりますので、これまで以上に広域連合と連携を密にしながら、安定した運営に努

めてまいります。 

 障がい者福祉につきましては、「福島町第６期障がい福祉計画」及び「福島町第２期障がい児福祉計画」

に基づき、障がいのある方が自立して日常生活や社会生活を送ることができるよう、必要な福祉サービス

の提供、相談支援及び提供体制の確保に努めてまいります。 
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 水道事業については、国庫補助金及び地方交付税を活用し、安定した事業運営となっておりますが、人

口減少による給水収益の減少が近い将来見込まれていることから、さらなる経費削減及び事務の効率化を

図りながら、引き続き持続可能な事業運営に努めてまいります。 

 また、水道は、町民の方々の日常生活に欠くことのできない重要なインフラ施設であり、継続して老朽

配水管の更新及び浄水場設備の更新を適切に実施し、安全・安心な水の提供に努めてまいります。 

 合併浄化槽整備事業については、水洗化の普及による快適な居住環境の創出と大切な自然環境を守ると

ともに、公共水域の水質汚濁防止を図るため、より一層の利用促進に向けたＰＲを推進し、引き続き設置

に伴う補助金及び融資を実施してまいります。 

 家庭等から排出されるゴミについては、資源ゴミの回収について引き続き町内会の協力をいただきなが

ら、ゴミ減量化に向けた取り組みを進めてまいります。 

 また、不法投棄も後を絶たないことから、監視パトロールの強化や監視カメラの設置のほか、広報等に

よる啓発及び注意喚起の看板を設置するなど、引き続き不法投棄の未然防止に取り組んでまいります。 

 道路は、あらゆる方面で社会資本の基盤となるもので、安全・安心な暮らしに大きく寄与しております。

これらの、基幹となる国道及び道道については、各町内会から多様な要望があることから、関係機関に対

し適切な維持管理や道路改良の早期実施に向けて、引き続き要請してまいります。 

 また、町道の改良及び橋梁などについては、各地域からの要望を踏まえるとともに、緊急性と優先度を

勘案しながら、「第５次福島町総合計画後期実施計画」及び「長寿命化計画」に基づき、定期的な点検や

計画的な事業の実施により、安全・安心な交通の確保に努めてまいります。 

町営住宅については、入居者が安心して暮らせるよう、計画的な維持管理に努め、快適な住環境を提

供してまいります。 

町内の空き家対策については、「空家等の適正管理に関する条例」が有効に活用され、所有者による

解体が進んでおりますが、依然として放置されている危険な空家が存在し、各町内会から不安の声が上が

っております。 

 今後も、空き家の適正な管理の啓発に努めるとともに、所有者に対する指導・助言を行い、町民の不安

解消に努めてまいります。 

 近年は、全国各地でこれまでに例を見ない大きな自然災害が地域を問わず発生しており、各地に甚大な

被害をもたらしています。当町においては、大規模な災害は発生しておりませんが、いつ大きな災害に見

舞われるか予想もつかない現状となっております。 

 この様なことから、「国土強靭化計画」に基づき、防災・減災に向けて取り組むとともに、自然災害か

ら町民の生命と財産を守るため、災害に強いまちづくりを推進してまいります。 

 また、防災訓練については、町民の更なる防災意識の向上を図るため、引き続き効果的な実施に取り組

むとともに、全世帯に防災備蓄品として、非常食や保存水などの配布を行い、日頃から災害に備える体制

を支援してまいります。 

 地域コミュニティの活動拠点である、各町内会館等については、再編計画に基づき、順次、統廃合を進

めており、令和３年度においても、引き続き計画に基づき整理統合に取り組んでまいります。 

 新型コロナウィルス感染症対応のためのテレワークやオンライン授業等の「新たな日常」に必要な情報

通信基盤の整備を目的とした、民設民営方式で町内の光ファイバー未整備地区を整備する「高度無線環境

整備事業」については、令和３年度に繰越し、年度内に町内全世帯で利用可能になるよう取り組んでまい

ります。 

 ６点目の地域資源を活用した交流人口の促進についてであります。 

 当町は、日本が世界に誇る世紀の遺産「青函トンネル」、日本唯一の「二人の横綱が誕生した町」、道

南の秀峰「大千軒岳」や道南の秘境「岩部海岸」、「青の洞窟」等の素晴らしい自然や景観、「殿様街道」

をはじめとした歴史に基づく忠実、海や山からの特産品の数々等、地域資源が豊富な町であります。 

 年々進む人口減少に歯止めがかからない状況にありますが、定住対策を引き続き進めるとともに、こう

した豊富な地域資源を活用しながら交流人口や関係人口を増やし、地域の活性化に繋げてまいりたいと考

えております。 

 当町の魅力を広く町外に発信するため、観光ホームページやポスターをはじめ、様々な媒体を活用し町

のＰＲを実施するとともに、イベントや観光施設及び地域資源の積極的なプロモーション活動に取り組ん
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でまいります。また、イベントなどの来場者や、当町を応援してくださる「ふるさと納税の寄付者」など

との関係性を強め、全国各地からリピーター確保が図られるよう、事業の取り組みに努めてまいります。 

 ７点目、第２青函トンネル構想の実現についてであります。 

 昨年１１月に、北海道経済連合会主催、ＪＡＰＩＣ（一般社団法人日本プロジェクト産業協議会）共催

で開催されたシンポジウムで、これまでの構想案をさらに深化させた「津軽海峡トンネルプロジェクト」

をＪＡＰＩＣが発表しました。 

 北海道新幹線の速達性の課題及び青函物流問題に対する解決策としての第２青函トンネルの必要性をは

じめ、トンネルの構造・事業費、事業性などの具体的な説明が示され、第２青函トンネル実現に向けた道

内経済界の動きが、本格的に整いつつある状況となってまいりました。 

 当町としましては、新型コロナウィルス感染症の感染状況に最大限配慮しつつ、北海道経済連合会や関

係団体等とも連携を強め、「第２青函トンネル構想を実現する会」を中心に、機運醸成のための活動を展

開してまいります。 

 また、渡島西部地域のみならず、渡島全体、北海道全体の総意として取り組めるよう北海道などに働き

かけを行いながら、構想実現に向けた活動を進めてまいります。 

 令和３度予算概要について。 

 国の令和３年度予算編成は、新型コロナウィルス感染症への対応のために必要な要求を認める一方で、

経常的経費は、基本的に前年同額とし、歳出改革の強化や施策の重点事項の優先順位の洗い出しなど、無

駄の排除を求めております。 

 地方財政計画では、地方交付税が前年度比５．１パーセント、８，５００億円増の１７兆４千億円とな

り、臨時財政対策債については、前年度比７８．２パーセント、２兆３千億円増の５兆５千億円となって

おります。 

 また、新たな過疎法が４月から制定されるなど、状況が刻々と変化しており、今後も国の動向に注視し

ていく必要があります。 

 当町における予算編成については、第５次福島町総合計画を基軸とし、有利な財源の確保を図るととも

に、事業推進に向けた予算計上に努めております。 

 まず歳入では、町税の町民税において個人、法人とも新型コロナウィルス感染症や昆布養殖の所得減な

どの影響もあり前年度比１，３００万円の減としておりますが、固定資産税については、主に北海道電力

関連の新北海道本州間連携設備の運転開始による大臣配分の増を見込み、対前年２，８００万円の増で、

町税全体では１，２００万円の増となっております。 

 また、主要な財源である普通交付税については、国の出口ベースや前年度実績などを考慮し、当初予算

では２．２パーセント増としております。 

 歳出においては、定住向け町有住宅整備事業や旧給食センター前車庫等の整備及び老朽化している町内

会館等の再編整備、併せて各地区の生活道路の改修などを重点的に取り組んでいくこととしております。 

 また、産業基盤の充実を図るため農林水産業や商工業事業者へのチャレンジスピリット応援事業を継続

するとともに、引き続き少子高齢化に伴う定住対策や子育て支援に取り組んでまいります。 

 各会計の歳入歳出予算額は、一般会計４０億８，４８４万６千円、国民健康保険特別会計７億６，０７

６万円、介護保険特別会計５億４，１９１万９千円、うち保険事業勘定５億４，０１７万３千円、サービ

ス事業勘定１７４万６千円、後期高齢者医療特別会計７，１８９万７千円、浄化槽整備特別会計６，４１

０万円、町立診療所特別会計９，３２２万４千円、水道事業会計２億３，６４７万３千円、総合計として

５８億５，３２１万９千円となります。 

 むすびに、以上、令和３年度の町政執行に臨むにあたり私の所信を申し上げました。 

 令和の時代を迎え、私たちがこれまで経験したことのないような厳しい困難が立ちはだかっております。

３．１１東日本大震災から１０年を経過しようとしており、今もなお復興に向けて頑張っている方々がお

ります。また、金メダル候補と言われた競泳の池江璃花子さんは白血病と闘いながら「乗り越えられない

壁はない」と東京オリンピックを目指しております。この様に、目の前に立ちはだかる困難を乗り越えよ

うと必死に頑張っている方々がおり、人間は過去の歴史において、超えられなかった困難はなく、この新

型コロナウィルスという壁を至誠と行動をもって道を開いていくことといたします。 

 町長就任以来、私が常に心に刻んでいる思い、そして町政に向き合う姿勢として、町民の思いに寄り添
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い、真摯で思いやりのある行政に努めてまいります。 

 まちづくりは時間をかけるほど、良いまちづくりができると言われております。私は、町の最高規範で

ある「まちづくり基本条例」の基本理念を尊重し、まちづくりの主体である町民の声に耳を傾け、町民か

らまちづくりの仕事を託された議会と行政がしっかり議論し、「協働によるまちづくり」の実現を目指し

てまいります。 

 イタリアの思想家の言葉に、「力量は運命という岩にぶつかって、その波頭を高く上げる」とあります。 

私たちは、今、高く険しい岩に立ち向かっておりますが、町民皆さんの力で乗り越えた先に、新たな革新

が生まれると信じております。福島町で生活する一人ひとりの町民が笑顔で暮らすことができるよう、新

たな時代を町民と共に一歩一歩着実に歩みを進め、次世代の子供たちの未来に向け、勇気をもって次の時

代へ道を切り開くため、町のリーダーとしてその責任を果たしてまいります。 

 これまで、町民並びに町議会議員の皆様から様々な機会を通じて、いただいた多くの意見や提言に、真

摯に耳を傾け、町民の皆様の思いに誠実に向き合い、町民の思いに寄り添った政策の実現に向けて、職員

一丸となってさらなる町政の推進に邁進する所存であります。 

 最後に、町民の皆様の深いご理解とご協力並びに町議会議員の皆様のご指導とご支援を引き続き賜りま

すようお願い申し上げ、町政執行方針とさせていただきます。 

○議長（溝部幸基） 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １１時０６分） 

（再開 １１時１８分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 何箇所か読み間違えておりますので、修正をお願いしたいと思います。 

 ９ページのところの次世代を担うリーダー等の育成の２行目、産業と言うべきところを漁業と読み間違

えましたので訂正をお願いします。 

 ２３ページになります。下から４行目、定期的と言うところを安定と読み間違えましたので同じく修正

をお願いします。 

 ２９ページになります。予算概要の中で２行目となります。経常的経費を経済と読み間違えてますので

修正をよろしくお願いいたします 

○議長（溝部幸基） 

そのように訂正をしておきます。 

○議長（溝部幸基） 

次に、教育行政執行方針の説明を求めます。 

小野寺則之教育長。 

○教育長（小野寺則之） 

 令和３年度教育行政執行方針。 

1、はじめに。 

令和２年度福島町議会定例会３月会議の開会にあたり、町民の皆様をはじめ町議会議員の皆様に、教

育行政の執行に関する主要な方針について申し上げます。 

 新しい学習指導要領では、情報化やグローバル化など急激な社会的変化の中でも、未来の創り手となる

子どもたちのために、社会で生きていく必要な資質・能力を確実に備えることのできる、教育の実現が求

められています。 

「よりよい教育を通じて、よりよい社会を作る」という目標を学校と地域が共有して、その達成に向けて

共に努力していくことが重要であります。 

 新型コロナウィルスへの対処という課題の中にあって、感性を豊かに働かせながら、どのような未来を
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創っていくのかを主体的に考え、学び続けることを希求していくことが必要となっています。 

 全ての人が「学びを止めない」よう、引き続き、町民の信頼に応える、心のこもった教育行政を推進し

てまいります。 

 以下、教育委員会として令和３年度に重点的に取り組む施策について申し述べます。 

２、福島商業高校の在り方について。 

 福島商業高校の令和３年度入学者の出願状況は１１人となっており、「２年連続の１０名未満」という

道立高校の再編整備基準は、かろうじて回避できる見込みとなっております。しかしながら福島町の生徒

数の推移を見ると、次年度以降も大変厳しい状況が続きます。 

 町では、「福島町高校の在り方に関する協議会」において、今後の方向性を協議してまいりましたが、

抜本的な考え方として、「寮を建設して全道・全国から生徒募集を行う」、「地域密着型で魅力ある教育

課程づくりを行う」という２つの大きな柱を提言いただきました。 

 令和３年度においてはこの提言に沿い、道立高校としての存続を目指し、早急に北海道教育委員会と新

しい高校づくりについて協議してまいります。 

 また、ホームページ等での情報発信・ＰＲ活動や、全国募集の方策について調整研究するとともに、奥

尻高校など先進の高校と情報交換を行うなど、新しい福島商業高校の魅力づくりを実践してまいります。 

 さらに、これまで行ってきた各種支援策を継続しながら、令和５年度入学生の全国募集に向けて、新規

に行うもの、継続するもの、内容を変更するものなど、生徒確保のために本当に必要な支援策を見直して

まいります。 

３、学校教育について。 

 （１）コロナに負けない学校運営 

 令和２年度は、まさに新型コロナウィルスとの闘いの年でした。 

 当町においては、児童生徒一人ひとりに消毒液、マスク等を配布し、家庭へは非接触型の体温計を配布

するなど、児童生徒のコロナ感染予防、体調管理に最大限努めてきたところです。 

 また、各教室には自動消毒液噴霧器、大型の空気清浄機、手洗い用の給湯器などを設置し、環境面から

も感染予防に努めてまいりました。 

 コロナとの闘いは、長期にわたることを覚悟し、令和３年度においても昨年度実践してきた「学校の新

しい生活様式」の取り組みを継続するとともに、学校行事、授業の方法などを工夫し、なお一層感染予防

に努めてまいります。 

（２）新しい時代に対応できる子どもの育成。 

 令和２年度に小学校の新しい学習指導要領に基づいた教育が始まりましたが、令和３年度は中学校の新

学習指導要領が実施されます。 

今回の改訂では、国語、数学など主要５教科の授業時数が１割程度増加することと、道徳や体育の充

実がポイントとなっており、知・徳・体の調和がとれた児童生徒の育成が求められております。 

 子どもたちに基礎的な知識・技能を身に付けさせ、それらを活用し、自ら考え、表現する力を育むこと

が、確かな学力の定着につながります。 

「わかる授業」を構築するための学力向上研修会の開催や、渡島教育局主催の研修への参加を促し、さら

に学校内での研修の充実を図りながら、授業改善の取り組みを推進いたします。 

 （３）ＩＣＴ教育の推進。 

 これまでは実現が不可能だと思われていた空飛ぶ自動車や、一流料理店とほとんど同じ料理を作るロボ

ットが、数年後には実用化されようとしています。 

 インターネットなど、急速に情報技術が発展する現代において、小学生から正しい情報を取捨選択し、

吟味し、活用する力が必要となっています。 

 福島町では、小中学校でタブレット型端末やテレビモニターを活用したＩＣＴ教育を積極的に取り組ん

でおります。令和２年度に導入した「ｅ－ライブラリ」は授業での活用と家庭への持ち帰り、朝学習ドリ

ルなど、いろいろな場面で活用されております。 

 令和３年度においても、国庫補助事業を活用したＧＩＧＡスクールサポーターを１名配置し、各学校に

おけるＩＣＴ教育のコーディネーターとして活用してまいります。 

 さらに、教職員への研修機会を設け、ＩＣＴ教育技術の向上に努めてまいります。 
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 （４）基本的生活習慣の定着及びメディアルールの啓発。 

 令和２年度において、「早寝・早起き・朝ごはん」と「メディアルールを考えよう」というパンフレッ

トを保護者に配布し、啓発を行ってきたところです。 

 子どもたちの健やかな成長には、「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」ことが必要不可欠です。基

本的生活習慣をしっかり整え、学習や運動の力の源となる「早寝・早起き・朝ごはん」運動を推進してま

いります。 

 また、インターネットやゲームを長時間行うことで、目の病気や依存症、個人情報の流出など、さまざ

まな弊害が懸念されています。 

 当町では、インターネットやゲームについて、親子で話し合い、ルールを決めて利用する「メディアル

ール」の取り組みを推奨しております。 

 インターネットモラル教育を各学校で実施し、ＰＴＡ研究大会などでも啓発するなど、基本的生活習慣

向上の取り組みをさらに推進してまいります。 

 （５）学校環境の整備。 

 令和２年度に良好な教育環境を長期間にわたって維持していくよう「福島町教育施設等長寿名化計画」

を策定しました。 

 学校で児童生徒が安全に過ごすことができるよう、本計画に沿って施設の維持管理を行ってまいります。 

 吉岡小学校については令和２年度において児童数は１２名でしたが、令和３年度は９名となる見込みで

す。令和３年度においては、吉岡小学校の在り方について、学校、保護者及び地域の方々と協議し、今後

の方向性を見出してまいります。 

 教員住宅については、住環境向上のため白符地区の１棟４戸の浄化槽設置工事を実施いたします。 

 （６）全国中学校相撲選手権大会への準備。 

 令和４年度に当町において開催予定の「全国中学校相撲選手権大会」に向けて、鋭意準備を進めている

ところですが、令和３年６月には準備委員会から実行委員会に組織改編し、作業を本格化してまいります。 

 大会の開催にあたり、多くの役員及び生徒の協力が必要となり、また、宿泊場所等も必要となりますの

で、近隣町の各関係機関に協力を要請してまいります。 

 また、８月に東京都立川市で開催される全国大会に、実行委員会の主要委員を派遣し、大会の運営方法

などを視察してまいります。 

 （７）学校給食。 

 学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に資するものであり、正しい食への知識を習得し、生涯にわ

たって健康の維持増進に努める能力を養う学校教育の柱であります。 

 令和３年度は、地元食材、特に福島町産米の使用割合を高めるため、８４０㎏保管できる精米保冷庫を

購入し、年間を通じて安定して学校給食に提供できるように取り組んでまいります。 

 さらに、安全・安心で豊かな学校給食の提供に努めるとともに、望ましい食習慣を身に付ける食育の推

進を、引き続き図ってまいります。 

４、生涯学習について。 

（１）青少年教育。 

 令和２年度は、コロナ禍の影響で多くの事業を中止する一方、開催できる事業は感染予防に最大限配慮

し実施してまいりました。令和３年度においても引き続き感染予防に最大限配慮し、なるべく多くの事業

を実施してまいりたいと考えております。 

 令和３年２月に実施した「福島学ジュニア～チョコお菓子作り」は、スマホアプリのＬＩＮＥや教育委

員会ホームページを活用し、お菓子の作り方の動画を配信しました。参加者はそれぞれの家庭で動画を見

ながら製作し、出来上がった作品の写真を撮影して返信するという手法を取り入れました。 

 参加者が一堂に集合するのではなく、各家庭に居ながらにして生涯学習活動に取り組む、新たな事業実

施方法であると考えております。令和３年度においても各事業について、最善の実施方法を検討してまい

ります。 

 主に小学生が、様々な体験学習を通して郷土の魅力を再発見してもらう「福島学ジュニア」、リーダー

シップや表現力を育成する「青少年の主張大会」の実施に取り組みます。 

 また、情操教育の一環としては、児童・生徒向けの芸術鑑賞会を近隣町等と連携を図りながら開催いた
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します。過疎地域の子どもたちだからこそ、都市部の子どもたちと同じようにＩＣＴ教育を学ぶことが、

これからの時代を生きる青少年に必要な取り組みであります。 

 令和元年度、２年度に企画課所管で実施していた「プログラミング教室」は、公立はこだて未来大学と

の連携事業であり、参加の児童、保護者から大変好評を得ている事業となっています。令和３年度におい

ては、教育委員会所管に移し、引き続き事業を実施してまいります。 

 令和３年度の友好町の児童生徒交流事業は、夏季に長野県木曽町から中学生が福島町へ、長崎県松浦市

に福島町から小学生を派遣し、友好の絆を深める予定となっています。 

（２）成年教育。 

 潤いのある生活と活力ある地域づくりのためには、町民が芸術文化に接する機会の充実や活動支援を通

じて、豊かな感性や創造性を高めていく環境づくりが必要であります。 

 令和２年度に開催できなかった生活講座、町民文化祭を各文化団体及び町民の皆さまと協働して、開催

に取り組んでまいります。 

 人生の節目である成人式・成人祭については、感染予防に最大限留意しながら、令和２年度に引き続き

８月１３日に同日で実施してまいります。 

（３）高齢者。 

 生涯にわたって豊かで潤いのある生活を送っていただくため開催している高齢者学級については、コロ

ナ禍の影響で令和２年度は開催できませんでした。 

 令和３年度については、参加者の意向を把握しながら、三密を避ける工夫をした学習プログラムの充実

と交流に努めてまいります。 

 （４）読書活動の推進。 

 読書は想像力を磨き、情操豊かな人間性を育む活動です。 

 令和２年度福祉センター図書室では、新型コロナウィルス感染予防のため、自宅のパソコン等から蔵書

を検索、予約できるシステムを構築いたしました。 

 また、図書室から借りた本が、銀行の通帳と同じように記録される、「読書通帳システム」を併せて整

備したところです。令和３年度は、２つの取り組みを広く周知し、コロナ禍にあっても利用しやすい図書

室を目指し、利用の促進を図ってまいります。 

 さらに、読書感想文・感想画コンクールや移動図書の実施、図書室サポーターの充実など、読書活動を

推進してまいります。 

５、スポーツについて。 

（１）青少年教育。 

 令和２年度は、スポーツ活動においても、各種大会、行事の中止を余儀なくされました。 

 令和３年度については、感染予防に最大限留意し開催方法を工夫するなど、できるだけ多くの行事を実

施してまいります。 

「横綱の里」づくりとして、「わんぱく相撲大会」や「千代の富士杯争奪相撲大会」を、関係機関と連携

を図りながら開催し、相撲に親しむ環境づくりに努めます。 

また、学校及びスポーツ団体と連携し、少年少女体力テストや縄跳び大会などを実施し、子どもたち

の体力向上の取り組みを進めてまいります。 

 （２）成年教育。 

 町民が各年代に応じた体力づくりを進めるため、各種大会やスポーツなどに親しめる環境づくりが大切

であります。 

 吉岡地区合同運動会や水泳教室、ふれあいスポーツ大会の開催をはじめ、パークゴルフやソフトバレー

ボール大会などへの支援を行います。また、こうした大会などを通じて、町民の健康づくりはもとより世

代間交流を深めることで、地域の親睦や協働意識の醸成を図る効果も期待されるところであります。 

 （３）南北海道駅伝競走大会。 

 福島町におけるスポーツ最大の行事である「南北海道駅伝競走大会」は、昨年は新型コロナウィルス感

染症予防のため、中止といたしましたが、例年多くの選手が参加し、たくさんの感動を得る大会となって

おります。令和３年度も交通安全に配慮したコース設定と運営を行い、関係者のご協力を頂きながら、１

０月下旬に開催してまいります。 
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 （４）体育施設。 

 各体育施設については、利用団体及び学校との連携を図り、各施設の利用者を増やすための取り組みを

進めるとともに、良好な施設環境の維持に努めてまいります。 

６、文化財等について。 

 （１）文化財。 

 文化財は、郷土福島町を知る上で欠かすことのできないものであり、保存・伝承を次の世代に伝える責

務があります。 

 「松前神楽」については、国の重要無形民俗文化財に指定されたことを記念し、令和２年度に公演会を

開催する予定でしたが、令和３年１０月２日に延期となりました。札幌市の道新ホールにおいて開催予定

の本公演会は広く北海道民に知っていただくことを目的に開催されるものです。当町が本公演会の事務局

を担っておりますので、松前神楽北海道連合保存会と連携の上、公演会の成功に向け準備を進めてまいり

ます。 

 （２）歴史図書。 

 歴史図書編集委員会の皆さんや、本書にかかわっていただいた多くの皆さまのご協力により、「北海道

ふくしま歴史物語」を刊行することができました。本書は、福島町出身の偉大な先輩や、深い歴史、産業

の成り立ちをまとめたもので、小学生から大人まで読むことができるよう、なるべく平易な表現で、ひら

がな表記を多くするなど工夫しております。児童生徒をはじめ、町民の皆さまが郷土福島町に愛着を持つ

よう、歴史講演会、学芸員の出前授業を実施するなど、「ふるさと教育」に活用してまいります。 

 （３）文化財施設の整備。 

 先人が遺した貴重な文化財については、町内関係団体と保存・伝承・公開に取り組んでまいります。 

 また、文化財を保管しております旧吉岡支所、チロップ館両施設とも老朽化が著しいため、将来的な保

存・公開方法について検討してまいります。 

７、むすびに。 

 以上、令和３年度における主な施策の概要を申し上げましたが、福島町教育大綱の「知性を磨き、自主

的で創造性に優れた人を育む」「郷土福島を愛し、文化を育てる情操豊かな人を育む」「互いの個性や文

化の違いを尊重し、ともに力を合わせる人を育む」の３つの基本理念に基づき、教育行政を進めることが

肝要であると認識しております。 

 コロナ禍にあって、教育を取り巻く環境は厳しいものがありますが、町民の皆さまが生きがいを持ち、

楽しく学び続けることができる福島町となるよう、教育行政を推進してまいります。 

 町民並びに町議会の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げまして、令和３年度教育行政執行方

針といたします。 

○議長（溝部幸基） 

 以上で、令和３年度町政執行方針及び教育行政執行方針の説明を終わります。 

 

◎議案第４６号 福島町議会議員及び福島町長の選挙における選挙運動の交付負担に関する条例の制

定について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第６ 議案第４６号 福島町議会議員及び福島町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条

例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小鹿一彦総務課長。 

○総務課長（小鹿一彦） 

 それでは、お手元に１の議案と別冊７をご用意願います。 

まず議案の１ページをお開き願います。 

 議案第４６号 福島町議会議員及び福島町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定に

ついて。 

 福島町議会議員及び福島町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例を次のとおり定める。 
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 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 説明につきましては、別冊７議案説明資料でご説明いたしますので説明資料の 1ページをお開き願いま

す。 

 議案第４６号関係でございます。 

 １、制定の目的及び経過について。 

 公職選挙法の改正により、町村議会議員及び町村長の選挙における選挙運動用自動車の使用、選挙運動

用ビラの作成及び選挙運動用ポスターの作成に係る費用を、公費負担の対象とすることが可能となってお

ります。 

 公費負担の基準を定める条例を制定するにあたり、これまでの当町における選挙状況を勘案し、当町に

適した基準での条例を提案するものであります。 

 ２、制定する条例の内容について。 

 町村議会議員選挙及び町村長選挙に係る、①選挙運動用自動車の使用、②選挙運動用ポスターの作成に

ついて、条例による公費負担の対象とするものであります。 

 なお、選挙運動用ビラの作成も公費負担の対象となりますが、選挙公報の発行によりその役割を果たす

ことから、条例には盛り込まないことといたします。 

第１条については、条例制定の趣旨を規定しています。 

 第２条から第５条は、選挙運動用自動車の使用に係る公費負担等ついて規定しています。 

 第６条から第８条は、選挙運動用ポスターの作成に係る公費負担等について規定しています。 

 第９条は、条例の定めるもののほか、必要な事項は別に定めることを規定しているものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 選挙運動用自動車等、公費負担の対象とその限度額を示した表となっております。 

 まず、選挙運動用自動車として。 

 （１）一般運送契約で、運転手を含む俗に言うハイヤー契約とした場合、１日につき６４，５００円、

５日間で３２２，５００円を限度額としております。 

 （２）アの自動車をレンタルした場合に、１日あたり１５，８００円、５日間で７９，０００円を限度

額としております。 

 また、イの燃料供給については、選挙運動用自動車の燃料代として、１日あたり７，５６０円、５日間

で３７，８００円を限度額とするものであります。 

 次に、ウの運転手雇用契約は、１日に１人に限られ１２，５００円で、５日間の限度額は６２，５００

円となっております。 

 次に選挙運動用ポスターについて。 

 昨年１０月開催の委員会資料では、作成単価及び作成枚数を公職選挙法を準用した形としておりました

が、委員会意見等を踏まえ作成単価等を変更しておりますので、改めてご説明いたします。 

まず１の作成単価につきましては、法職選挙法ではポスター掲示場数のあとにプラスする基準額を国

政選挙の場合、３１万５００円としていたものを、１０万円として掲示場数が３８箇所の場合１枚あたり

の作成単価を３，１５７円とするものであります。 

次に２の作成枚数の限度は、ポスター掲示場数に１．３を乗じた５０枚を限度とするものであります。 

次に３の公費負担の限度額は、作成単価の３，１５７円に作成枚数の限度５０枚を乗じて１５７，８

５０円とするものであります。 

これにより、当町のこれまでの実績をある程度緩和した限度額とするものであります。 

３、施行期日について。 

 この条例は、公布の日から施行いたします。 

 なお、議案の１ページから３ページに条例の全文を掲載しております。 

以上で、提案内容について説明を終わります。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 
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（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第４６号を決することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第４６号は可決いたしました。 

◎議案第４９号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正す                          

る省令等に基づく関係条例の整理について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第７ 議案第４９号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改

正する省令等に基づく関係条例の整理についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 それでは、議案１と別冊７をご用意願います。 

 議案１の９ページをお開き願います。 

 議案第４９号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令

等に基づく関係条例の整理について。 

 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令等に基づく関係

条例の整理に関する条例を次のように定める。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 改正の内容つきましては、別冊７議案説明資料でご説明いたしますので、説明資料の５ページをお開き

願います。 

 議案第４９号関係。 

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令等に基づく関

係条例の整理について。 

１、条例改正の理由について。 

 町の介護サービス事業者や介護保険施設の人員、設備、運営等に関する基準等については、国の定める

基準に沿って条例で定めていますが、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の

一部を改正する省令が令和３年１月２５日に公布され、令和３年４月１日から施行されることから、関係

条例の一部を改正しようとするものです。 
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 ２、整理条例により改正される条例について。 

 今回の省令の施行により改正が必要となる条例。 

福島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例。 

福島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防

サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例。 

福島町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例。 

福島町指定居宅介護支援等の人員及び運営に関する基準を定める条例の４条例となっております。 

３、改正の主な内容について。 

 町条例で定めている当核基準については、国の基準省令に基づいて定めていることから、今回の一部改

正も国の改正省令の内容と同様となっております。 

 なお、町内事業者に関係する主な改正項目については以下のとおりです。 

（１）「福島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例」及び

「福島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例」共通の改正項目として。 

 ①地域と連携した災害への対応の強化。 

 災害への対応においては、地域との連携が不可欠であることを踏まえ、非常災害対策（計画策定、関係

機関との連携体制の確保、避難等訓練の実施等）が義務付けられている介護サービス事業者を対象に、小

規模多機能型居宅介護等の例を参考に、避難等訓練の実施に当たって、地域住民の参加が得られるよう連

携に努めなければならない。 

 次のページをお願いします。 

 以下、②認知症介護基礎研修の受講の義務付け、③外部評価に係る運営推進会議の活用について、基準

の見直しや介護サービス事業者への義務付けを規定しております。 

（２）福島町指定居宅介護支援等の人員及び運営に関する基準を定める条例の改正項目。 

 ①管理者の要件 

 令和３年４月１日以降、居宅介護支援事業所の管理者となる者は、いずれの事業所であっても主任介護

支援専門員であることが条件となるものです。ただし、主任介護支援専門員の確保が著しく困難である等、

やむを得ない事情、理由がある場合については介護支援専門員を管理者とする取扱いを可能としておりま

す。 

 以下、②管理者要件の適用の猶予、③質の高いケアマネジメントの推進、④生活援助の訪問回数の多い

利用者等への対応について、基準の見直しを行っております。 

 次のページをお願いします。 

（３）「福島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例」、「福

島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ

スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例」及び「福島町指定介護予防支

援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準を定める条例」並びに「福島町指定居宅介護支援等の人員及び運営に関する基準を定める条例」共

通の改正項目。 

①感染症対策の強化として。 

 介護サービス事業者に、感染症の発生及び、まん延等に関する取組の徹底を求める観点から、居宅介護

支援について、委員会の開催、指針の整備、研修の実施、訓練等の実施について取り組みを義務付けるも

のです。その際、３年の経過措置期間を設けています。 

 以下、②業務継続に向けた取組の強化、③ハラスメント対策の強化、次のページになります。 

 ④会議や多職種連携におけるＩＣＴの活用、⑤利用者への説明・同意等に係る見直し、⑥記録の保存等 

に係る見直し、⑦運営規程等の掲示に係る見直し、⑧高齢者虐待防止の推進、⑨CHASE・VISIT 情報の収

集・活用と PDCA サイクルの推進について、基準の見直しや介護サービス事業者への義務付けを行ってお

ります。９ページになります。 
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４、施行期日等について。 

 （１）施行期日 

 令和３年４月１日から施行します。ただし、第４条中指定居宅介護支援等基準条例第１４条第２０号の

次に１号を加える改正規定は、同年１０月１日から施行します。 

 （２）経過措置 

 この条例の施行の日から令和６年３月３１日までの間、以下の項目について経過措置を設けます。 

 なお、⑨については、施行の日から当分の間とします。  

 ①虐待の防止に係る経過措置から⑨ユニットの定員に係る経過措置までございます。 

 なお、議案の９ページから８７ページに条例の新旧対照表を掲載しております。 

 以上で、議案４９号の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １０時５５分） 

（再開 １０時５５分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 訂正をお願いします。 

第１４条のところを第１１条と言ってしまいましたので、第１４条に訂正をお願いします。 

○議長（溝部幸基） 

 そのように訂正します。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第４９号を決することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第４９号は可決いたしました。 

○議長（溝部幸基） 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １１時５６分） 

（再開 １２時５５分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 

◎発委第１０号 福島町議会会議条例の一部改正について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第８ 発委第１０号 福島町議会会議条例の一部改正についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

平沼昌平議会運営委員長。 

○３番（平沼昌平） 

 それでは、議会提出議案の１ページをお開きください。 

 発委第１０号 福島町議会会議条例の一部改正について。 

 福島町議会会議条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 令和３年３月８日提出、提出者、福島町議会運営委員会委員長。 

 条例改正に係る新旧対照表は、下記のとおりでございます。 

 それでは、改正の内容を説明しますので、説明資料の１ページをお開きください。 

 改正の理由について。 

 今年２月９日に、全国町村議会議長会の標準町村議会会議規則が改正されましたので、関係条例を改正

しようとするものです。 

 改正の内容について。 

（１）欠席の届出理由について。 

 議員が議会を欠席する場合の理由について、議会活動と家庭生活の両面支援を目的に、「事故のため出

席できないとき」を公務、傷病、出産、育児、看護、介護、配偶者の出産補助、その他やむを得ない事由

に改正しようとするものです。 

 また、議員本人の出産に係る欠席期間についても、従来は、議員が欠席の日数を定めるとしておりまし

たが、産前産後の欠席期間として出産予定日の６週間前から産後８週間を経過する日までの範囲内を条文

に規定するものです。  

（２）請願書の記載事項等について。 

現在は、請願者一律に押印の義務付けを求めおりますが、請願者の利便性を向上するため、押印の義

務付けを見直し、署名又は記名押印に改正しようとするものです。 

施行期日について。 

この条例は、公布の日から施行します。 

以上で、説明を終わります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 発委第１０号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、発委第１０号は可決いたしました。 

 

◎議案第５０号 福島町漁業経営健全化促進資金利子補給条例の廃止について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第９ 議案第５０号 福島町漁業経営健全化促進資金利子補給条例の廃止についてを議題といたし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 川合力哉産業課長。 

○産業課長（川合力哉） 

 それでは、議案１と別冊７をお願いいたします。 

 議案１、８９ページをお願いします。 

議案第５０号 福島町漁業経営健全化促進資金利子補給条例の廃止について。 

福島町漁業経営健全化促進資金利子補給条例を廃止する条例を次のように定める。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 説明については、説明資料で行いますので別冊７、１０ページをお願いします。 

 議案第５０号関係。 

 福島町漁業経営健全化促進資金利子補給条例の廃止について。 

 １、廃止の理由について。 

 当条例は、燃油高や資材高騰・魚価安等の影響から漁業者の資金繰りを円滑にするため、知事の認定を

受けた漁業経営健全化計画に従って償還の円滑化を図る漁業者に対して、北海道の漁業経営健全化促進資

金利子補給金実施要綱に基づく資金を貸し付ける融資期間に対し利子の補給を行うもので、平成２１年度

に制定した条例であります。 

 当条例により対象となる貸付期間は、平成２１年度に貸付を受けたもののみであり、すでに貸付を受け

た漁業者からの償還が終了し、利子の補給が生じないため、条例を廃止するものです。 

 ２、施行期日について。 

公布の日から施行いたします。 

 以上で、議案第５０号 福島町漁業経営健全化促進資金利子補給条例の廃止について、説明を終わりま

す。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 
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質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第５０号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第５０号は可決いたしました。 

 

◎議案第５２号 福島町森林整備計画の変更について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１０ 議案第５２号 福島町森林整備計画の変更についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 川合力哉産業課長。 

○産業課長（川合力哉） 

 それでは、議案１と別冊７をお願いいたします。 

 まず、議案１の１０９ページをお願いいたします。 

 議案第５２号 福島町森林整備計画の変更について。 

 福島町森林整備計画を変更したいので、福島町議会基本条例第１１条の規定に基づき議会の議決を求め

る。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 説明につきましては、説明資料で行いますので別冊７、５０ページをお願いします。 

 議案第５２号関係。 

福島町森林整備計画の変更について。 

 １、変更の理由について。 

 北海道から示された地域森林計画との整合チェックリストを基に内容確認したところ、上位計画である

地域森林計画との差異があったため、地域森林計画に合わせた内容を変更するものです。 

 また、北海道において道有林内に林道の開設計画が追加となったため、開設・拡張計画へ追加するもの

です。 

 ２、変更の概要について。 

 ①立木の伐採の標準的な方法のうち、伐採に係る伐採率について地域森林計画に合わせ修正するもので

す。 

 ②人口造林に関する事項のうち、天然更新に関する事項の天然更新の標準的な方法にかかる注意書きに



- 29 - 

 

ついて、地域森林計画に合わせ修正するものです。 

 ③道有林内における林業専用道開設計画路線を下記のとおり追加するものです。 

 表の下段、道有林のうち、開設桧倉、桧倉川支線を追加するものです。 

 ④森林経営管理制度に基づく事業に関する事項の記載を追加するものです。 

 ３、始期の変更について。 

 令和３年４月１日から適用します。 

 次ページお願いします。 

 ４、計画変更に係る事務スケジュール等について。 

 ３月末日の計画決定に合わせ次のとおり作業を進めております。 

 令和３年２月福島町森林整備計画（案）公告・縦覧（概ね３０日間） 

     ３月北海道知事協議、計画の変更決定です。 

 なお、議案１、１１０ページから１１４ページに現計画と変更後の計画の対照表を掲載しております。 

 また、別冊には変更後の福島町森林整備計画となっておりますので、参考としてください。 

 以上で、議案第５２号 福島町森林整備計画の変更についての説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第５２号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第５２号は可決いたしました。 

 

◎議案第６２号 令和２年度福島町一般会計補正予算（第１０号） 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１１ 議案第６２号 令和２年度福島町一般会計補正予算（第１０号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小鹿一彦哉総務課長。 

○総務課長（小鹿一彦） 

 それでは、お手元に１番の議案のほか、別冊６と別冊７をご用意願います。 
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 まず、議案の１５７ページをお願いします。 

 議案第６２号 令和２年度福島町一般会計補正予算（第１０号） 

 令和２年度福島町の一般会計補正予算（第１０号）は次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出の総額から歳入歳出それぞれ１億６，６９１万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ４６億７，５９８万７千円とする。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限

度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 第３条、地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 まず、第２表債務負担行為についてご説明いたしますので、別冊６の６ページをお開き願います。 

第２表、債務負担行為については２点となっております。 

 まず事項が吉岡総合センター総合管理業務委託に関する債務負担行為で、期間は令和２年度から令和３

年度まで、限度額が３１６万２千円となっております。 

 今回の管理業務委託に係る債務負担行為につきましては、令和３年度が施設管理業者の切替年度となり

ますので、３月中に入札を行い、予め管理業者を決定して、４月１日からの適切な管理を行う為に債務負

担行為をお願いするものであります。 

 次に漁業近代化資金の融資に伴う利子補給に関する債務負担行為で、期間は令和２年度から令和１３年

度まで、限度額は４万２千円となっております。 

 次のページをご覧ください。 

 第３表、地方債補正（追加）は、減収補てん債の新規発効、限度額３７９万９千円、起債の方法及び利

率、償還方法はご覧のとおりとなっております。 

 減収補てん債の新規発行につきましては、地方交付税法との改正に伴う追加で、新型コロナウィルス感

染症の影響により、地方消費税交付金や地方揮発油譲与税等の減収分を補てんする為に発行するものであ

ります。 

 次のページをお開きください。 

 地方債補正の変更でございます。 

 ８ページの定住促進住宅奨励事業債から、９ページの公有林整備事業債まで全部で２８件となっており

ます。今回の変更は、事業費確定による増減等が主なものとなっております。 

 内容につきましては、別冊７でご説明いたしますので、別冊７の６０ページをお開き願います。 

 まず、６０ページにつきましては下から２段目の町道月崎２号線局部改良事業債以外は、全て過疎対策

事業債で、いずれも充当率１００パーセント、交付税算入率７０パーセント、算入方法は元利償還金とな

っております。それぞれ、事業費確定及び国庫補助金の増額並びに過疎債ソフト事業限度額確定による増

減となっております。 

 次のページをご覧ください。 

 ６１ページです。 

 １段目の空家対策等支援事業債につきましては、実績見込から過疎債ソフト事業を増額しております。 

 次の公営住宅建設事業債は、国庫補助金の増額による地方債の減額となります。 

 次の吉野分団器具置場建設事業債から教員住宅設備改修事業債までの５件は、起債区分は過疎対策事業

債で、事業費調整による増額になっております。 

 次の公有林整備事業債２４０万円の減は、実績見込による減額でございます。 

 最後の減収補てん債につきましては、先ほど地方債補正の追加でご説明した通り、新型コロナウィルス

感染症の影響により減収となった分の補てんの為の新規発行となります。 

 次に補正の内容について、まず歳出からご説明いたしますので７４ページをお開き願います。 

 一般会計補正予算（第１０号）の事務事業別説明資料でございます。 

 今回の補正につきましては、主に各事務事業の事業完了による執行残、入札減、支出の精査に伴う不要

額等であります。 

 特に今年度は、新型コロナウィルス感染症の影響により会議やイベント等が中止となったことにより、

旅費などが大幅に減額となっておりますので、内容の説明につきましては、主なものについてご説明いた
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しますので、予めご了承をお願い致します。 

 １款議会費、１項１目議会費の議会運営費で２１０万５千円の減額は、主に旅費で１８５万１千円の減

額で、普通旅費で５２万、視察研修旅費で８９万４千円の減などとなっております。 

 ２款総務費、１項１目一般管理費で１３２万６千円の減は、こちらも町長などの旅費の減額で、普通旅

費で８４万円の減、その他、交際費の実績見込から４１万４千円の減額などとなっております。 

 次のページをご覧ください。 

 ２段目の職員研修費で１５０万８千円の減額も、研修等が中止になったことによる減額であります。 

 ４段目の町勢要覧作成事業費３６０万円の減額は、今年度予定しておりました作成事業が、イベント等

が中止により作成できませんでしたので、新年度に改めて作成することとし、今年度分を全額減額するも

のであります。 

 次のページをお開きください。 

 ２段目の車両管理費で１１８万７千円の減額は、出張等の減少により燃料費で８０万円の減額などとな

っております。 

 次のページの２段目。 

 総合計画審議会運営費と、４段目の福島町総合戦略策定事業費では、いずれも会議の開催数が減った事

による委員報酬の減が主なものとなっております。 

 １番下の高度無線環境整備推進事業費は、９月会議で補正した町内の光ファイバー未整備地区の整備を

目指すものでありますが、新型コロナの臨時交付金が確定したことにより、国庫補助金の増額と地方債と

一般財源を合わせて３，３２８万６千円減額とする財源調整を行ったものであります。 

 次に、８１ページをお開きください。 

 １７目ふるさと暮らし応援事業費の定住促進住宅等奨励事業費で３００万円の減額は、今年度は該当す

る新築の住宅建設が無かったことにより全額を減額するものであります。 

 なお、新年度は数件の新築が予定されております。 

 その次の出産祝金交付事業費は、新生児が当初見込みより増加したことにより３０万円追加するもので

あります。 

 次の１８目人財育成支援事業費１００万円の減は、実績見込みより減額するものであります。 

 次のページをお開きください。 

 ２段目の２０目チャレンジスピリット応援事業費７００万円の減は、実績見込みによる減額で、これま

での交付実績が６件で、申請見込が１件となっております。 

 次の２１目雇用奨励等支援事業費１７０万円の追加は、福島商業高校からの新卒者雇用奨励助成金で２

００万円の増、既存の３年目までの外国人技能実習生受入助成金が１２０万円の減で、今回新たに新型コ

ロナウィルス感染症の影響により、帰国できない４年目の技能実習生に対しての受入事業者に対する支援

金として９０万円を追加しております。 

 なお、この９０万円は新型コロナウィルス対応の臨時交付金対象事業としております。 

 次のページの１段目をご覧ください。 

 ２２目特別定額給付金給付事業費で４８４万７千円の減額は、昨年５月から実施しました１人あたり１

０万円の給付金支給に関して、事業が完了しましたので報酬や職員手当等、不用額を減額するものであり

ます。 

 次に８５ページをお開きください。 

 ３段目の７項１１目森林環境譲与税基金費２３４万８千円の追加は、交付金の確定による積立で、今年

度は危険木の伐採と森林所有者意向調査に充当することとしております。 

 次のページをお開きください。 

 ２段目の３款民生費、１項１目社会福祉総務費の障がい者福祉事業費３７６万４千円の増の主なものは、

障がい者介護給付費の実績見込み等による増額となっております。 

 次のページの１段目をご覧ください。 

 新しい生活様式への移行準備用備蓄品配布事業費１４６万５千円の減額につきましては、新型コロナウ

ィルス感染症予防対策として、全世帯に配布した消毒液などの予防対策用備蓄品配布事業の実績見込みに

よる減額であります。 
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 次に９０ページをお開き願います。 

 １段目の７目後期高齢者医療費で１，３７０万６千円の減は、後期高齢者の療養給付費負担金の確定に

よる減額となっております。 

 次のページの２段目をご覧ください。 

 ２項２目児童措置費で４５８万７千円の減額は、児童手当の実績による減が主なものとなっております。 

 ９３ページをお開き願います。 

３段目になります。 

 ４款衛生費、医療・介護サービス事業者支援事業費で６００万円の減は、町内の医療・介護事業者の感

染予防対策として衛生用備品等の購入に対して支援するものでありますが、実績見込みにより減額するも

のであります。 

 次の妊婦さん支援給付金事業費５０万円増も実績見込みによる増額であります。 

 １番下の介護サービス事業者支援事業費で７００万円の新規追加は、新型コロナの影響を受け、事業収

入の減少が見込まれる介護事業者に対する支援金の追加で、詳細につきましては後ほど担当課長から政策

調書でご説明いたします。 

 只今ご説明いたしました３件につきましては、いずれも新型コロナウィルス感染症対応の臨時交付金対

象事業となっております。 

 次に９６ページをお開き願います。 

 ２段目になります。 

 ９目温泉健康保養センター管理運営費で３４０万円の追加は、新型コロナウィルス感染拡大により影響

を受け、利用者が減少した温泉運営に対し３００万円指定管理料を追加するものであります。 

 なお、この経費につきましては新型コロナウィルス感染症対応の臨時交付金を充当する事としておりま

す。その他、送泉ポンプの修繕費として３０万円を追加しております。 

 ９８ページをお開き願います。 

 下から２段目になります。 

 ６款農林水産業費、１項３目農業振興費の農林業担い手育成事業費で２９１万円の減額は、農林業担い

手支援として１名分予算計上しておりましたが、対象者が居なかった事により全額を減額するものであり

ます。 

 次に１０２ページをお開き願います。 

 下から２段目の水産基盤（漁場）整備事業費で白符地区でのコンブ藻場整備等に係る分で１，９５４万

円の減と、次のページの３段目の水産物供給基盤機能保全事業費で吉岡漁港の岸壁整備等で４９３万３千

円の減額は、いずれも事業主体は北海道で、全体事業費の減額により町の負担金が減額となったものであ

ります。 

 １０５ページをお開きください。 

 １段目の７款商工費、地域経済緊急支援事業費で３３８万６千円の減額は、昨年２回実施しました地域

商品券配布事業の実績見込みによる減額となっております。 

 次の町内事業者向け新しい生活様式準備支援事業費５２３万６千円の減額は、町内の商工事業者を対象

とした新型コロナウィルス感染防止のための準備を支援するための事業費で、こちらも実績見込みによる

減額となります。 

 次のページをお開きください。 

 １段目の福島町元気プロジェクト事業費９７９万円の追加は、今年度行ってきました観光ＰＲ事業等の

元気プロジェクト事業の委託料で１０万円の減、また新たに新年度に向けて、岩部クルーズ乗船者を対象

に特産品などを配布して、観光需要の喚起を図る目的でＧｏＴｏエラベル事業補助金として、昨年同様に

観光協会への補助金として９８９万円を追加計上するもので、この事業を新型コロナウィルス感染症対応

の臨時交付金対象事業として令和３年度に繰り越して実施することとしております。 

 次のページの１番下。 

 ８款土木費、土木総務費から、１１１ページの２段目、新緑公園外維持管理事業費までは入札減による

減額や支出額確定による減額となっております。 

 １１１ページをお開きください。 
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 ３段目の空家等対策支援事業費で５４２万１千円の減額は、主なものは代執行による空家解体工事費と

して２件分４００万円を計上しておりましたが、所有者自ら解体する方向となったことから減額するもの

であります。 

 次のページをお開きください。 

 下から２段目の町営住宅建替事業費で５９２万３千円の減額は、丸山団地建設工事が終了したことによ

る工事費の入札減が主なものとなっております。 

 １１４ページをお開きください。 

 １０款教育費の１段目。 

 教育関係団体・大会参加助成費から５段目の友好市町交流事業費までの減額は、新型コロナウィルス感

染拡大の影響により、各種大会が中止になったことによる減額が主なもので、その他、高校存続対策費で

は入学奨励金や通学補助の実績による減額となっております。 

 次のページの事務局費から１１８ページの学校再開支援事業費までは、事業完了などによる実績見込み

による減額となっております。 

 １１９ページをお開き願います。 

 新規追加事業として２項小学校費、学校教育活動継続支援事業費で２４８万５千円の新規追加でござい

ます。小学校２校の新型コロナウイルス感染症予防対策として、パーテーションや電気温水器等を購入す

るもので、この事業につきましても新型コロナウィルス感染症対応の臨時交付金対象事業として、令和３

年度に繰り越して実施することとしております。 

 詳細につきましてはこの後、政策調書により担当課長からご説明いたします。 

 次のページをお開きください。 

 ４段目の学校教育活動継続支援事業費は福島中学校に係る分で１１２万１千円の追加で、小学校費に係

る分と併せて後ほど担当課長からご説明いたします。 

次の社会教育総務費から１２４ページの、ファミリースポーツ公園管理費までは実績見込み、あるい

は入札減による減額となっております。 

１２５ページをお開きください。 

３段目になります。 

１２款諸支出金、１目繰出金で６４８万７千円の減額は、この後ご審議いただきます各特別会計補正

予算に関連した繰出金の補正となっております。 

次のページをお開きください。 

１３款職員給与費の職員給与費で８０５万３千円の減は、正職員に係る分で実績による減となります

が、給料手当の他、時間外手当で３１３万８千円の減などとなっております。 

次の会計年度任用職員給与費で４６３万３千円の減も、実績によるものとなっておりますが、特に中

学校に配置しておりましたＡＬＴが１学期で帰国し、２学期以降、新型コロナウィルス感染拡大の影響で

後任が決まらなかったことによる報酬の不用額が大きな減額要因となっております。 

なお、今回の補正に関連した委員報酬及び給与等の増減につきましては、別冊６の８４ページと８５

ページの給与費明細書をご参照願います。 

次に、歳入をご説明いたしますので６２ページをお開き願います。 

歳入につきましても、歳出と同様に主なものと新規に追加になったもの等について、ご説明申し上げ

ますので、ご了承のほどよろしくお願いいたします。 

１款町税、３項軽自動車税の環境性能割から、５段目の９款地方特例交付金までは交付額確定及び実

績見込みによる増減となっております。 

１２款使用料及び手数料、３段目４目商工使用料３６９万円の減額は、１節の横綱記念館使用料２５

２万５千円の減、４節の青函トンネル記念館使用料で１１６万５千円の減、いずれも新型コロナウィルス

の影響で入館者が落ち込んだことによるものでございます。 

６５ページをお開きください。右側の説明欄で上から３段目になります。 

１３款国庫支出金、２項１目総務費国庫補助金の５節新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交

付金で５，６２６万７千円の追加は、今回３月補正に係る新型コロナウィルス関連事業に充当するもので、

主な充当先は歳出企画費でご説明いたしました光ファイバー未整備地区への整備に３，３２８万６千円、
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衛生費の介護サービス事業者支援事業に４５０万円、教育費の学校教育活動継続支援事業費に２１８万８

千円となっております。 

１番下、５目土木費国庫補助金、２節社会資本整備総合交付金の住宅建設分で９７９万１千円の追加

は、丸山団地建設と町有住宅整備事業に充当するものであります。 

７０ページをお開きください。 

１７款繰入金、２項１目財政調整基金繰入金で１億５，８７６万３千円の減額でございます。 

冒頭申し上げましたように、今年度は新型コロナウィルス感染症の影響により、様々なものが中止と

なったことから、例年に比べて不用額が多くなったことにより財政調整基金からの繰入れが大幅に減少し

ております。 

今回の補正により、今年度の財政調整基金からの繰入額は３，８８４万円となるものであります。 

以下、繰入金につきましてはそれぞれ実績により減額しております。 

森林環境譲与税基金繰入金につきましては、増額となっております。 

７２ページをお開きください。右の欄の説明欄２段目。 

代執行経費徴収金４００万円の減額は、歳出土木費の空家対策支援事業費でご説明いたしました、代

執行による空家除却が行われなかったことにより減額するものであります。 

２０款町債につきましては、先ほど第３表の地方債補正でご説明いたしましたので、省略させていた

だきます。 

以上で、議案第６２号 一般会計補正予算（第１０号）の提案内容について説明を終わります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

補足説明を求めます。 

鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 それでは、議案説明資料の３４ページをお開き願います。 

 福祉課所管の政策等調書になります。 

 事業計画名は介護サービス事業者支援事業になります。 

 現状の認識は、新型コロナウィルス感染症の影響から、介護サービス事業者では事業収入の減少が見込

まれています。町内介護サービス事業者の経営安定化を図ることで町内介護サービスが維持され、安心し

てサービスを利用してもらうため町内介護サービス事業者への支援が必要です。 

 政策等の発生源として、対象は町内介護サービス事業者です。 

 意図は、新型コロナウィルス感染症の影響下にあっても、継続的に事業を展開していくことができる。 

 事業主体は町になります。 

 事業計画は支援金として、１業者１００万円を定額支援し、前年収入との比較において５～１０パーセ

ント減少した事業者には１００万円を上乗せ、１０パーセント以上減少している事業者へは２００万円の

上乗せを行います。 

 事業年度は、令和２年度で計画額は７００万円、財源は国庫支出金４５０万円と、一般財源２５０万円

を見込んでいます。 

 以上で福祉課所管の説明を終わります。 

○議長（溝部幸基） 

 石岡大志教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石岡大志） 

 次に、４４ページをお願いいたします。 

 教育委員会所管の事業について、ご説明いたします。 

 事業計画名は学校教育活動継続支援事業。 

 現状の認識は、新型コロナウィルス感染症の終息が見えない現状であり、児童・生徒が安心して学校教

育を受けるためには、継続的な感染症対策を行う必要があります。 

 政策等の発生源で対象は、町立小中学校の全児童・生徒。 

 意図は、学校における感染症対策を実施していくことにより、学校教育活動を継続していくものです。 
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 事業計画は、二酸化炭素濃度測定器１４台を始め、タブレット型の非接触型体温計３台、夏場の換気対

策として各学校校舎の網戸など、感染症対策に関する９件の事業でございます。 

 計画額は、令和２年度３７０万円、財源内訳は国庫支出金３４０万円、一般財源３０万円です。 

 なお、国庫支出金のうち１２０万円が文部科学省の学校保健特別対策事業費補助２２０万円が新型コロ

ナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金を計画しており、事業はすべて令和３年度への繰越しで実施を

予定しております。 

 以上で、教育委員会所管の事業の説明を終わります。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

４番木村隆議員。 

○４番（木村隆） 

 ８２ページになります、雇用奨励等支援事業費の中で、外国人の受入事業者支援金９０万円ですけれど

も、上の方の実習生の受入は実績に対して支払うことになりますって、４年目はもう、この２月かそれく

らいで終わる事業者もあると思うんですけれども、これは金額は１人あたりというのはどういう風な換算

で考えればいいんでしょうか。上の事業と一緒でしょうか。 

○議長（溝部幸基） 

 住吉英之企画課長。 

○企画課長（住吉英之） 

 雇用奨励の支援の事業でございますけれども、主な増減の所に書いている、外国人技能実習生受入助成

金こちらにつきましては令和元年度にですね、既に１人３０万円で指定をしているところでございますの

で、こちらは１人３０万円で支給を終わってございます。次の外国人技能実習生受入事業者支援事業、条

例ではなくて、今回は要項でやりたいという事でですね、新型コロナウィルス感染症の関係で３年の実習

を終わって、本来は帰国しなければならなかった方に対しまして、１人あたり１５万円支給するというこ

とで、９０万円ですから今該当になってる方が６人いらっしゃいます。補正の予算が成立できれば、要項

制定して令和２年度中にですね、事業を支出をして完了させたいという風に思ってございます。 

○議長（溝部幸基） 

 よろしいですか。 

そのほか質疑ございませんか。 

３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 歳入についてお聞かせ願いたいと思います。 

 先ほど入湯税の事なんですけども、新型コロナウィルスのことで休んだということなんですが、いつか

らいつまで休んでおったのかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（溝部幸基） 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 温泉の休館についてなんですけども、新型コロナウィルスの関係で休んだのは５月２日から６日まで。 

 ゴールデンウイークにかけて近隣の温泉が全て休んだ時に休んでいます。 

○３番（平沼昌平） 

 それと説明資料の７２ページなんですけども、特定空家除去工事費の実績見込みによる減ということで、

代執行経費徴収金とあるんですけども、個人でやる方が１件出て、これだけの不用額がでたんですけど、

あとどのぐらい残っているのかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（溝部幸基） 

 紙谷一建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 特定空家に認定されてる件数は、全体で７件でございます。 
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○議長（溝部幸基） 

そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

入湯税についてお聞きします。 

４日間コロナウィルスの対応で休んだということなんですけども、これで１７０万円の減ということ

なんですけども単純にコロナウィルスだけでは無いと思うんですけれども、その減になった要因というの

はどういう風に捉えておるんですか。 

○議長（溝部幸基） 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

減収になった原因・要因としてはですね、休んだ期間もありますけども、それ以外にもやはりこの１

年間を通して、コロナウィルスの関係で入湯者が減ってきております。それと、コロナウィルスでは無い

んですが今年２回程、お盆明けに改修の為１週間ほど休んでおります。それと、今年に入ってから悪天候

の為に２日程休んでおりますのでその関係で減ってきたのではないかと思っております。 

○議長（溝部幸基） 

 ３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

説明ですとコロナウィルスだけって感じで取られるような説明だったんですけども、実際にはコロナ

ウィルスで休むよりも、こういう施設的なもので休んでる期間の方が長いという事ですよね。 

それで単純に考えて、まずこれだけの人数が減ったという風に考えられるわけなんですけども、今後

ですね、建て替えとかそういうものも今これから視野に入っていくんでしょうけども、それまでの間の営

業に対するですね、こういう突発的な物に対して分析というのは、例えば、まちづくり工房さんに委託し

てるわけなんですけども、町として施設を委託している会社とどういう分析をしながら今後進めていくの

かという事が、まずお聞きしたいとこなんですけども。ただ壊れました、休みます、っていう事だけでは

無くてですね、そこら辺の分析を今度造るまでの間２３年５月着工という風になってますから、それまで

の、なってますというかそういう記事を謳ってるんですよ。その中で皆さん町民の皆さんも期待している

と思うんですけどもね、そういう分析をどこまで、どうして説明していくかという事。どう考えてますか。

委託業者とどこまで町として考えていますか。 

○議長（溝部幸基） 

鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

今後は後２年３年程建て替えまでございます。その間は、今年はコロナウィルスの関係、今年も令和

３年度もコロナウィルスの関係を引き継ぐかと思います。利用者の方が減ってきているというのは、止め

ようが無いのかなと考えておりますけども、当然、まちづくり工房とも話をして、ＰＲ的なものは続けて

いきますし、改修の方も最低限ではありますけども直していって、利用者に不便のないように営業してい

きたいと考えておりますので、今後利用者を増やすとかという話は工房の方とはしてませんし、難しいの

かなと思ってますけども、現状維持は出来る様にしていきたいと考えております。 

○３番（平沼昌平） 

この現状ですね、なんとか経費をかけないで繋いで行くと、繋いで行く事を利用者に理解してもらわ

なきゃならない、と思うんですね。だからそれをある程度、まちづくり工房さんなり何なり町としてそこ

ら辺の意図を感じてもらわなきゃならないと思うんですよ。それであれば、まちづくり工房さんだけじゃ

なくてそこのまちづくり工房さんに使われている方々にもですね、そこら辺は納得してもらう。直接お客

さんと触れ合うのは職員の方ですからね、そこら辺きちっと町の考え方をですね、やはり、まちづくり工
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房さん何なりを通して、職員の方々に伝わっているのかどうか。 

それからもう１点。 

この間機械が壊れました、そして壊れたので今日は臨時休業いたします。それは防災無線で言いまし

た。いついつ直りました、これ防災無線で言ってません。これってやはり連絡系統というのが人任せだと

って事ですよ。あくまでも町の施設として利用してもらうっている気持ちがですね、私は入って無いのか

なと思ってます。普通であれば、壊れました、いついつ直る予定です、直りました、どうぞ利用してくだ

さい。このぐらいの事は、あっても良いと思うんです。私の聞く範囲では、直りましたという防災無線は

かかってないように聞いておりました。ただ、そこら辺はですね、かかってあったとしても聞き取れない

のか、何回も反復して喋らなきゃなんないものなのか、そこら辺の意図を明確にして行っていただきたい

なと思うんですけども、どうですか。 

○議長（溝部幸基） 

鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 吉岡温泉についてはだいぶ利用者の方にご迷惑をかけて、今年といいますか去年から今年にかけて、突

発的の事故が相当起こっておりまして、なかなか現場サイドも苦慮してますし、当然、委託を受けていた

だいてるまちづくり工房さんでも苦慮している中で、我々はなるべく利用者に迷惑をかけない形で、お知

らせは少し早くしなさい、という事で私の方も指示をしてますし、また当然、入れるようになったらです

ね、なるべく早めに入るお知らせをですね、防災無線なりを使ってやってください。という事は言ってま

すけども、ただ見通しとしてですね、なかなかこう施設なものですから、例えば部品があるとか無いとか、

その辺の情報がですねしっかり行き届かない中で、現場に来て見たら意外とすぐ直ったとか、そういった

時もありますので、多少ちょっと現場も混乱した中でですね周知が遅れたことについてはお詫び申し上げ

たいと思ってます。 

また、先ほどらい、工房さんとの話の事について提言を頂きましたけども、我々としては今、令和３

度で少し予算を頂いてですね、令和５年度の建設を目途にしてございますけども、その辺も少しですね状

況を見ますとかなり酷い、酷いといいますか、だいぶ傷んでいる状況がですね、直近で相当出てますので

その辺も少し考える余地があるのかなという感じもしています。少し前倒しする必要もあるのかなと、た

だ、今まちづくり工房さんにお願いしているのは何とか現場も含めてですね、建てるまでの間繋いでもい

いですから、切り離しでもいいですから、あまりお客さんに迷惑をかけない形で何とか踏ん張ってくれ。

と、いう話を今お願いしてますので、また新年度になりましたら新たな契約等またお話する機会があると

思いますので、我々も確かに現場に働いてる方々が一番やっぱり利用者を接客する機会があります。私も

なかなか最近行く機会がなくて、話す場面が無いんで、今度一度じっくりですね、係の人方、昔から知っ

てる顔でありますので、そういった方々にもですね一応状況等現場を通じて、周知して理解していただく。

そして、やはりほとんど温泉に来てる人、年間６万人ぐらい、今年は少しやはりコロナウィルスの関係で

やっぱり全体見ますと、月にすると少しずつ落ちてて、今５万人いくぐらいの形で推移してますので、そ

ういった中でですね、ほぼ毎日に近いような方々の利用というのがあるんだと思いますので、そういった

方々にしっかり情報発信できるような形は、これからもとっていきたいという風に思っております。 

○議長（溝部幸基） 

３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 是非ですね、現場の声を聞きながらですね、進めていくべきかなと思っております。本当に、中で働い

てる方々はよく工夫しながら、対応していただいてるなという気が感じますし、利用している町内の方々

もですね、ある程度は妥協しながら、妥協という言葉が適切かどうかわからないですけども、状況を知り

つつ、結構利用されてる状況にあると思います。それはそれでいいんですけども、さっきの代執行につい

てお聞かせ願います。 

 代執行が７件あと町として指定しているみたいな感じでお聞きしたんですけども、その方々とですね、

代執行するにあたって、きちっと対象者との連絡ができる状況になっているんでしょうか。それとも、し

ても返答がないとか、代執行にあたっての現在の状況というのはどうなってるんですか。 
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○議長（溝部幸基） 

紙谷一建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

過去に認定した２件については、所有者のご子息の方達と連絡が取れまして、そこについて自己解体

する旨の意思表示を頂いております。後の５件については、今回新たに認定したものですので、今その通

知をだしている最中です。そのうち４件については、向こうの方と連絡今取れまして、中にはそういう状

況が今わかったという方もいますし、将来解体に向けてというのもありますし、特殊なケースでそこにつ

いては自分達の持ち物という認識ではないよとか、そういう部分もありますので、１件１件についてきち

んと判例とか色々の物を調べながら、ケースを１つ１つのケースによって対応していく予定でございます。 

行政特定空家については、行政代執行に至る建物については、あくまでもその財産や生命に影響を及

ぼすとか、町道、道路の閉塞の要件がるものとかについて、代執行を行えるものという事でございますの

で、倒壊した時に影響が無いとかっていう物については、特定空家に認定はしておりますけども、代執行

までに至れるかどうかというのをまだ難しい部分がございますので、そういう物を含めて今１つ１つ進め

ている状況です。 

○議長（溝部幸基） 

３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 ありがとうございます。地元に住んでいるとしょっちゅう目にしてですね、あれなんでしょうけども、

旅に出てる方々の思いというのはやっぱりその、まだまだ新しい家だと思ってる人も居るだろうし、全然

話しにならない人も居るだろうし、そこら辺きちっと対応して行かなければですね、後々大変かなと思い

まして、ちょっとお聞きいたしました。先ほど質疑しなかったんですけども、教えていただきたいなと思

うのは、その下にですね、宝くじ交付金収入とあるんですけども、私ここらへん知恵がないので教えてい

ただきたいんですけど、交付額交付金の決定という物に対して、これはもう増額してるわけなんですけど

も、その算出根拠というんですか、そういうものはどういう風になってるのかお聞かせ願いたい。 

○議長（溝部幸基） 

小鹿一彦総務課長。 

○総務課長（小鹿一彦） 

 この宝くじ交付金に関しましては、ジャンボ宝くじだとかありますけども、今回サマージャンボ、それ

からハロウィンジャンボまでのですね、全国の販売実績に応じて全国宝くじ振興協会の方で全国の自治体

に分配してきます。それは人口割だとか、売上げの割合で、こまい数字ですけども、それでうちが最終的

に３２２万３千円になったと、当初予算では１７０万計上しておりましたけども、昨年ですね宝くじの売

上げが若干例年より伸びたと、俗に言われる巣ごもりというものですかね、そういうのとネットによる購

入もだいぶ増えてるという事で今回配分額が増えております。 

○議長（溝部幸基） 

３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

ありがとうございました。我々、全道議長会が主催する研修会もですね、宝くじの交付金が使われて

いるという事で、やはり全員で宝くじ買わなきゃならないなと、感じを改めていたしました。 

どうも、ありがとうございます。 

○議長（溝部幸基） 

そのほか意見交換ございませんか。 

２番佐藤孝男議員。 

○２番（佐藤孝男） 

 ８５ページの森林環境譲与税の事でお聞きします。今回、補正２００何十万してるんだけど、この譲与

税の交付、交付という国から来るお金の算出方法というのを若干教えてもらいたいと思います。 

○議長（溝部幸基） 

川合力哉産業課長。 
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○産業課長（川合力哉） 

 算出方法ですけども、私有林人工林の面積と林業従事者数、それと基準となる人口、町民の数を足した

金額の１６パーセントになります。 

 すみません。今言った数全てを足した金額になります。 

○議長（溝部幸基） 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １３時５８分） 

（再開 １３時５８分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

○産業課長（川合力哉） 

 すみません。私有林の人工面積プラス林業従事者数プラス当町の人口の割合です。 

○議長（溝部幸基） 

２番佐藤孝男議員。 

○２番（佐藤孝男） 

 この従事者数、森林の所有者というか、これは今、町の方でこれから調査してやると、しようとしてま

すが、まだまだ増える可能性はあるかなと思うんだけど、これはまあ森林所有者というか、自分の土地で

も山に行ってどっからどこまでがその境界がわからないという人がほとんどだと思うんです。それで、か

なりのその時間もおそらく調査する為にはかかると思いますので、この譲与税が増えてくれればいいんだ

けど、きっと増えると私は考えておりますが、これが結構な財源になると思いますので、そちらの早急に

調査というか進めていただければと思ってます。 

○議長（溝部幸基） 

鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

今、産業課長が申しましたとおり数字自体はですね、国の調査ありますよね林業、正式な名称はわか

りませんけども、そういった調査に基づいた数字で割り出していきますので、今我々がやっている所有者

を割り出してですね、数をつかまえた数字が即、譲与税に反映するわけではありませんので、そういった

意味ではですね、先ほど人口という言葉が上がってましたけども、そういった事で譲与税の配布もですね、

都会に有利になってるんですね。都会ほど譲与税が多くいくと、それはちょっとおかしいだろうと、やは

りどちらかという我々のような所の方が、そういった森林に恩恵があるんではないか、まあ恩恵といいま

すかね、そういった物を支えているんだろうという割合になってますので、そこのところは今、国の方で

も少し当初の計画といいますか、交付の割出は先ほど言いました通り、森林面積だったり、従事者数だっ

たり、人口という形になってますけども、そういった基準についてはですね国が調査した物で割り出して

いますので、我々が佐藤さん言うように所有者をいっぱい拾ってきてもですね、すぐ数字に跳ね返るとい

う事にはなりませんので、そこについてはまず理解して頂きたいなと。ただ、我々としても今言ったよう

に、どっちかというと都会の方に有利な積算状況になってますので、我々としてはできれば地方に有利な

形でという事で町村会なりを通じて、きちっと声を出していきたいなと思っております。 

○議長（溝部幸基） 

２番佐藤孝男議員。 

○２番（佐藤孝男） 

 今回の令和元年から令和２年で百何十万もこう譲与税が増えているわけで、だからやっぱりこのように

百万以上がこう多くなっているという事は今後もまだ期待できるのかなと思ってるんだけど、早めに調査

というか、所有者の調査だけは早めにしていただければなと思っております。以上です。 

○議長（溝部幸基） 

鳴海清春町長。 
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○町長（鳴海清春） 

 この増えた理由はですね、若干ちょっと違ってましてですね、制度自体がですね、まあなんて言います

かね、暫定的に譲与税スタートしてるんですね、それを今度税金として頂くようになってですね、それを

配分という事になりますので、この４００何万についてこの５年ぐらいですかね、それぐらい同じような

金額で今度きますので、その後またどういう形になるかは絶対配分ていう形になると思うんですけど。 

○議長（溝部幸基） 

そのほかございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６２号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第６２号は可決いたしました。 

 

◎議案第６３号 令和２年度福島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１２ 議案第６３号 令和２年度福島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 それでは、議案１と別冊６をご用意願います。 

 議案１の１５９ページをお願いいたします。 

 議案第６３号 令和２年度福島町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）。 

 令和２年度福島町の国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７９７万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ７億８，８２５万６千円とする。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 それでは、補正の内容について説明いたしますので別冊６の１０３ページをお開き願います。 

 今回の補正の主な内容は、保険税の賦課実績による納付金の増額及び、事務費等の精査による不用額の

減額、各種交付金等の額の確定に伴う道支出金及び一般会計繰入金の減額でございます。 

 なお、歳入歳出について科目ごとに主な増減が生じた内容を中心に、ご説明いたしますのでご了承をお

願いいたします。 

 まず、歳出からご説明いたします。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項１目同様で１，０９９万円の追加でございます。当初予算では、

仮係数による試算結果に基づき計上しておりましたが、本算定の実績に合わせて増額するものです。 
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その下。 

 ６款保険事業費、１項１目特定健康診査等事業費で１２７万３千円の減額は、実績見込みにより減額す

るものです。 

 次のページをお願いします。 

 ７款諸支出金、２項１目直営診療施設勘定繰出金で１１３万円の減額は、診療所会計において購入した

往診車輌が、道の特別調整交付金の対象外となったことにより減額するものです。 

 次に、歳入を説明いたしますので９７ページをお開き願います。 

 １款国民健康保険税、１項１目国民健康保険税１，１５７万１千円の追加は、令和２年度の賦課実績に

より追加するものです。 

 内訳としては、１節医療給付費分現年課税分で８１９万１千円。 

 ２節後期高齢者支援金分現年課税分で２２５万２千円の追加。 

 ３節介護納付金分現年課税分が６２万８千円の追加。 

 ４節医療給付費分滞納繰越分が５０万円の追加でございます。 

 次に、３款道支出金、１項１目保健給付費等負担金で２１２万６千円の減額は、特別調整交付金等の額

の確定に伴い減額するものです。 

 ２目保健給付費等交付金で２１万３千円の追加は、新型コロナウィルス感染症による国保税減免に係る

特別交付金の国と道の負担割合に変更があった為、追加するものです。 

 ９８ページをお願いします。 

 ４款繰入金、１項１目一般会計繰入金で２２９万４千円の減額は、保健基盤安定繰入金等の確定に伴い

減額するものです。 

 ８款国庫支出金、１項１目災害等臨時特例補助金で２１万３千円の減額は、新型コロナウィルス感染症

による国保税減免に係る国と道の負担割合に変更があった為、減額するものです。 

 その下。 

 ２目国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金で８２万７千円の追加は、国保システムの改修に係る

補助金が確定したことにより、追加するものです。 

 以上で、議案第４０号の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６３号を決することに賛成の方は起立を願います。 
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 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第６３号は可決いたしました。 

○議長（溝部幸基） 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １４時０９分） 

（再開 １４時２１分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 すみません。先ほど佐藤議員の森林環境の税の関係で、ちょっと私あいまいに申しましてたので、正確

にちょっと数字、データを捉えているものがありますんで、お話させていただきたいと思います。 

 森林環境税については、平成６年からですね１人千円の税金が課税されるという事になってます。その

間の５年間につきましては、機構の準備金を活用して、全体で２，３００億円を５年間によって配分する

という形になります。それで、福島町につきましてはＲ元年が２０８万７千円、Ｒ２年については４４３

万８千円、それが３年同じですね、Ｒ４年度に５７４万４千円、Ｒ６年度本格的になった時に７０５万円、

それがずっと同じような形で交付されるという今の所の予定であります。 

○議長（溝部幸基） 

 よろしいですか。 

それでは、前に進みます。 

 

◎議案第６４号 令和２年度福島町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１３ 議案第６４号 令和２年度福島町介護保険特別会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 それでは、議案１と別冊６をご用意願います。 

 議案１の１６１ページをお願いします。 

 議案第６４号 令和２年度福島町介護保険特別会計補正予算（第３号）について。 

 令和２年度福島町の介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、保健事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５３５万７千円を減額し、保健事業

勘定歳入歳出予算の総額を歳入歳出をそれぞれ５億４，３７９万６千円とする。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 それでは、補正の内容について説明をいたしますので別冊６の１２３ページをお開き願います。 

 今回の補正の主な内容は、実績見込みによる介護サービス費等の減額と、財源の調整を行うものです。 

 それでは、補正の内容について、歳出から説明いたします。 

 なお、歳入歳出について科目ごとに主な増減が生じた内容を中心に説明いたしますので、ご了承をお願

いします。 

 １款総務費、１項１目一般管理費で２０９万円の減額は、委託料で事業費の確定により減額するもので

す。１２４ページをお願いします。 

 ２款保険給付費、２項１目高額介護サービス等費１３０万円の減額は、高額介護サービス等給付費の実

績見込みによるものです。次のページをお願いします。 
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 ３款地域支援事業費、１項１目介護予防・生活支援サービス事業費で５３０万円の減額は、介護予防・

生活支援サービス事業費の実績見込みによるものです。１２８ページをお願いします。 

 ４款基金積立金、１項１目介護給付費準備基金積立金で５４１万６千円の追加は、決算見込みにより増

額するものです。 

 ６款諸支出金、１項１目償還金で２３９万８千円の減額は、国庫補助金過年度過誤納還付金で還付金の

額が確定したことにより減額するものです。次のページをお願いします。 

 ２目第１号被保険者保険料還付金３６万 9千円の追加は、新型コロナウィルス感染症に係る保険料減免

見込みにより追加するものです。 

 次に、歳入について説明いたしますので、１１７ページをお願いします。 

 １款保険料、１項１目第１号被保険者保険料で７９７万２千円の減額でございます。 

 実績等の見込みにより、減額するものです。 

 ３款国庫支出金、１項１目介護給付費負担金で２５万５千円の減額は、介護給付費等の実績見込みに伴

い減額するものです。 

 ２項１目調整交付金で１７３万５千円の追加は、国から特別調整交付金を含む金額の内示があったため

追加するものです。 

 ２目地域支援事業交付金２０１万７千円の減額は、保険給付費等の実績見込みにより減額するものです。 

３目事務費補助金で７２万円の減額は、歳出の事務処理システム改修費の確定に伴い減額するもので

す。 

４目保険者機能強化推進交付金８１万７千円の追加は、認知症の支援や重度化防止などの介護予防の

総合的な事業に対しての交付金で、国の内示があったため追加するものです。 

１１８ページをお願いします。 

５目介護保険保険者努力支援交付金８３万円の追加は、町が行う介護予防健康づくりの取組みに対し

ての交付金で、国の内示があったため追加するものです。 

６目災害等臨時特例補助金１８９万４千円の追加は、新型コロナウィルス感染症に係る減免が見込ま

れる保険料の６割が、国から補てんされるため追加するものです。 

４款支払基金交付金、１項１目介護給費交付金で３４万３千円の減額は、保険給付費等の実績見込み

により減額するものです。 

以下、２目地域支援事業支援交付金１４１万２千円の減。 

５款道支出金、１項１目介護給付費負担金１５万９千円の減。 

１１９ページになります。 

２項１目地域支援事業交付金５４万５千円の減。 

７款繰入金、１項１目介護給付費繰入金１５万９千円の減、２目地域支援事業繰入金５４万５千円の

減についても、同様の理由で減額するものです。 

３目その他繰入金で３１５万２千円の減額は、決算見込みによるものです。 

４目低所得者保険料軽減繰入金で６６４万７千円の追加は、低所得者への段階ごとの軽減率が引き上

げられたことに伴い追加するものです。 

以上で、議案第６４号の説明を終わります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 
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 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６４号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第６４号は可決いたしました。 

 

◎議案第６５号 令和２年度福島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１４ 議案第６５号 令和２年度福島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）を議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 それでは、議案１と別冊６をご用意願います。 

 議案 1の１６３ページをお願い致します。 

 議案第６５号 令和２年度福島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について。 

 令和２年度福島町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１４６万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ７，１０６万８千円とする。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 それでは、補正の内容について、ご説明いたしますので、別冊６の１４５ページをお開き願います。 

 今回の補正の主な内容は、令和２年度保険基盤安定負担金の確定及び事務費負担金の精査に伴う後期高

齢者医療広域連合への納付金の減額、事務費の精査による関係予算の調整でございます。 

 それでは、補正の内容について、歳出からご説明いたします。 

 なお、歳入歳出について科目ごとに主な増減が生じた内容を中心にご説明いたしますので、ご了承をお

願いします。 

 ページ下段。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目も同様で１３３万９千円の減額でございます。 

 令和２年度保険基盤安定負担金の確定、事務費負担金の清算に伴い減額するものです。 

 次に、歳入を説明いたしますので１４１ページをお願いします。 

 ３款繰入金、１項１目事務費繰入金で８３万４千円の減額、２目保健基盤安定繰入金６２万９千円の減

額は、いずれも決算見込みによる減額でございます。 

 ６款国庫支出金、１項１目高齢者医療制度円滑運営事業費補助金で１７万２千円の追加は、後期高齢シ

ステムの改修費用に係る補助金について、当初広域連合から納付されるものとして、雑入で計上しており

ましたが、国から直接納入されたため追加するものです。 

 以上で、議案第６５号の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 



- 45 - 

 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６５号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第６５号は可決いたしました。 

 

◎議案第６６号 令和２年度福島町浄化槽整備特別会計補正予算（第２号） 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１５ 議案第６６号 令和２年度福島町浄化槽整備特別会計補正予算（第２号）を議題といたし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 福原貴之町民課長。 

○町民課長（福原貴之） 

 議案と別冊６をご用意願います。 

 議案の１６５ページをお願いします。 

 議案第６６号 令和２年度福島町浄化槽整備特別会計補正予算（第２号）。 

 令和２年度福島町の浄化槽整備特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３３１万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ４，８５６万１千円とするものでございます。 

 第２条、地方債の変更は第２表地方債補正による。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 それでは提案内容の説明をいたしますので、別冊６の１５０ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正の変更は事業費の確定に伴う変更で、下水道事業債では補正前９００万円に対し、

補正後８２０万円に、過疎対策事業債では補正前９００万円に対し、補正後８００万円とし、それぞれ限

度額を減額するものでございます。 

 それでは、補正の内容につきましては、歳出から説明いたしますので１６１ページをお願いします。 

 今回の補正の内容につきましては、実績見込みによる減額でございます。 

 なお、歳入歳出を含め科目ごとに主な増減が生じた内容を中心に説明いたしますので、ご了承をお願い
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します。 

 １款浄化槽整備事業費、１項１目浄化槽施設管理費４３万５千円の減額でございます。 

 主な減額につきましては、浄化槽保守点検清掃委託料で実績により３４万７千円の減額となってござい

ます。次に、２項１目浄化槽整備推進事業費で２８８万２千円の減額でございます。 

 主な減額につきましては、令和２年度の設置工事費が確定したことによる工事請負費の２２６万２千円

の減、また、水洗化改造工事費補助金が実績に伴う減額となっております。 

 次に歳入を説明いたしますので、１５７ページをお願いいたします。 

 １款分担金及び負担金、１項１目浄化槽整備事業費分担金で１０万５千円の減額は、新規設置分１０基

の分担金が確定したことによるものでございます。 

 ３款１項１目浄化槽市町村整備推進事業費国庫補助金で３７万円の減額は、設置工事費に係る補助対象

事業費の確定によるものでございます。 

 ４款１項１目一般会計繰入金で１０２万１千円の減額は、事業費の確定に伴う減額でございます。 

 １５８ページをお願いします。 

 ５款町債、１項１目下水道債で１８０万円の減額は、事業費確定によるものでございます。 

 以上で、議案第６６号の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６６号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第６６号は可決いたしました。 

 

◎議案第６７号 令和２年度福島町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号） 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１６ 議案第６７号 令和２年度福島町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号）を議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鍋谷浩行福祉課長。 
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○福祉課長（鍋谷浩行） 

 それでは議案１と別冊６をご用意願います。 

 議案１の１６７ページをお願い致します。 

 議案第６７号 令和２年度福島町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号）。 

 令和２年度福島町の国民健康保険診療所特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４１万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ９，２５０万８千円とする。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 それでは、補正の内容につきまして説明いたしますので、別冊６の１７７ページをお開き願います。 

 今回の補正の主な内容は、実績見込みによる診療事業収入及び診療費の増額、事務費等の精査による不

用額の整理でございます。 

 それでは、補正の内容について、歳出からご説明いたします。 

 なお、歳入歳出について科目ごとに主な増減が生じた内容を中心にご説明いたしますので、ご了承をお

願いします。 

 １款総務費、１項１目一般管理費で１５８万９千円の減額でございます。 

 実績見込みによる除排雪業務委託料の増額と、事務費等の精査による不用額の減額となっております。 

 ２款診療事業費、１項１目診療費で２００万円の追加でございます。 

 実績見込みにより、医薬材料費を追加するものでございます。 

 次に、歳入を説明いたしますので、１７３ページをお開き願います。 

 １款診療事業収入、１項１目国民健康保険診療報酬収入で２０万円の減額は、実績見込みによるもので

す。以下、２目社会保険診療報酬収入３０万円の減、３目後期高齢者医療診療報酬収入２７０万円増、４

目一部負担金３０万円の増、５目その他の診療報酬収入１１９万円の減、その下、２項１目使用料及び手

数料４５６万円２千円の増については、同様の理由による増減となっております。 

 なお、令和２年度の通院者数は２月末時点で５，１８３人、２月までの診療日数は２５０日でしたので、

１日あたり通院者数の平均は約２１人となり、令和元年度の１日あたりの通院者数１９人から２名ほど増

えております。１７４ページをお願いします。 

 ２款繰入金、１項１目一般会計繰入金４３２万１千円の減額は、決算見込みによる減額になります。 

 ２目国民健康保険特別会計繰入金１１３万円の減額は、診療所で購入した往診車輌が道の国保特別調整

交付金の対象外となったことにより、減額するものです。 

 以上で、議案第６７号の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

 ３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 歳入で若干お聞きします。後期高齢者医療診療報酬これがおかげさまで、このぐらいになったという事

なんですけども、その中で７５歳以上の方、また障がい者の方、それから１割負担から３割までの内訳て

いうのは、お分かりなってますか。 

○議長（溝部幸基） 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 申し訳ありません。そういった内容については集計取っておりませんので、わかりません。 

○議長（溝部幸基） 

 ３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 じゃあこの２７０万円の黒字ってことについての内容的な物は、具体的にはどういう風に聞いてらっし

ゃるんですか。それもちょっと押さえてませんか。 
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○議長（溝部幸基） 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 この中の後期高齢者収入についてなんですが、病院の方としては後期高齢者保険証を持ってる方を集計

しておりますので、その中身、先ほど言ったとおり、障がい者であったりとか、内訳として押さえており

ません。増えた内容という形になりますと、日々の受診者の方が増えたという認識でおりますが、一応、

町内町外でいくと、町内の人が増えておりまして、町外の人が減っているという状態ではあります。 

○議長（溝部幸基） 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １４時４７分） 

（再開 １４時４８分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 全体でまず伸びは、町内で７７パーセント、町外で２３パーセントの伸びがありました。後期高齢者の

部分なんですけども、２月末現在で前年度に比べますけども、前年度に比べて５パーセントほど伸びがあ

ります。その詳しい中身というか表にしたものをですね、後日提出したいと思います。 

○議長（溝部幸基） 

 そのほか。 

１番花田勇議員。 

○１番（花田勇） 

 １７７ページの支出の段の説明資料の中に、臨時看護師報償費９万なんぼになってるんだけども、診療

所には臨時看護師さん、とした人いるんですか。 

○議長（溝部幸基） 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 臨時看護師はおりません。今は３名看護師おりますけども、何か看護師にあった場合に、緊急的に来て

頂く時の報酬として、予算化した。ですから今年はそれがなかったので、減額するという形になってます。 

○議長（溝部幸基） 

１番花田勇議員。 

○１番（花田勇） 

 それじゃあ何かあった場合に、臨時で来れる人があるんですか。いるんですか。 

○議長（溝部幸基） 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 この方という形では特におりませんが、先生とかの伝手をたどってお願いする形にはなるのかな、とお

もってます。 

○議長（溝部幸基） 

 そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 
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○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６７号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第６７号は可決いたしました。 

 

◎議案第６８号 令和２年度福島町水道事業会計補正予算（第４号） 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１７ 議案第６８号 令和２年度福島町水道事業会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 紙谷一建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 議案１と別冊６をご用意ください。 

 議案１の１６９ページをお開きください。 

 議案第６８号 令和２年度福島町水道事業会計補正予算（第４号）。 

 第１条、令和２年度福島町水道事業会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 第２条、予算第２条の業務の予定量を次のとおり補正する。 

 主な建設改良事業。 

 配水管整備事業４，７７４万９千円を４，３０８万７千円とする。 

 メーター改良事業５１０万５千円を４３４万５千円とする。 

 施設整備事業１億７，２００万円を１億５，５６５万円とする。 

 第３条、予算第３条の収益的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。 

 収入、１款水道事業収益、補正予定額２２１万７千円の減、計１億１，８１０万 2千円。 

 １項営業収益、補正予定額１８８万３千円の増、計９，５９２万円。 

 ２項営業外収益、補正予定額４１０万円の減、計２，２１８万２千円。 

 支出、１款水道事業費用、補正予定額４８７万１千円の減、計８，５２４万５千円。 

 １項営業費用、補正予定額４８７万１千円の減、計８，４４５万４千円。 

 第４条、予算第４条本文括弧書中、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１，６４８万４千

円を、１，１６７万５千円に改め、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，６４８万４千円

を１，１６７万５千円に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 次のページをお開きください。 

 収入、１款資本的収入、補正予定額１，７２８万６千円の減、計１億９，８６０万 4千円。 

 １項企業債、補正予定額１，３４０万円の減、計１億５，１４０万円。 

 ２項国庫補助金、補正予定額４１７万６千円の減、計４，１１８万４千円。 

 ３項道支出金、補正予定額２９万円の増、計３４９万円。 

 支出、１款資本的支出、補正予定額２，２０９万５千円の減、計２億１，０２７万９千円。 
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 １項建設改良費、補正予定額２，２０９万５千円の減、計２億４３８万９千円。 

 第５条、予算第５条に定めた起債の限度額を次のとおり補正する。 

 老朽配水管更新事業３，３８０万円、浄水場施設整備事業１億１，４４０万円、配水管移設事業３２０

万円。 

 令和３年３月８日提出、福島町長。 

 補正内容について説明しますので、別冊６の１８７ページをお開きください。 

 令和２年度福島町水道事業会計補正予算実施計画説明書でございます。 

 今回の主な補正内容は、収入及び支出額の確定に伴うものでございます。 

 主な増減のみ、説明いたします。 

 収益的収入及び支出の収入でございます。 

 １項営業収益、１目給水収益が２００万円の増、２目受託工事収益が１１万７千円の減でございます。

次に、２項営業外収益４目消費税が４１０万円の減でございます。 

 次のページをお開きください。１８８ページでございます。 

 収益的収入及び支出の支出でございます。 

 １項営業費用１目原水及び浄水費が６９万３千円の減、手数料の水質検査手数料４０万７千円の減、他

でございます。２目配水及び給水費が２０万円の減で、普通旅費の減でございます。 

 ３目受託工事費が１３万９千円の減で、自己有メーター器改良額確定に伴うものでございます。 

 ４目総係費が８３万９千円の減で、委託料のメーター検診及び料金徴収委託料の確定に伴う８０万円の

減、他でございます。５目減価償却費が有形固定資産減価償却費の減額で３００万円の減でございます。 

 次のページです。 

 資本的収入及び支出の収入でございます。 

 １項１目企業債が１，３４０万円の減で、工事及び委託の実績に伴う起債額の確定による減でございま

す。２項１目国庫補助金が４１７万６千円の減で、美山浄水場前処理施設整備工事補助金の確定に伴う減

でございます。３項道支出金１目補償金が２９万円の増で、塩釜地区配水管移設工事補償金の確定に伴う

増でございます。 

 次のページをお開きください。１９０ページです。 

 資本的収入及び支出の支出でございます。 

 １項建設改良費１目配水管整備費４６６万２千円の減で、主に工事３本の確定に伴う減でございます。 

 ２目メーター改良費が７６万円の減で、貸付メーター器改良工事の確定に伴う減でございます。 

 ３目メーター購入費が３２万３千円の減で、新設分メーターの確定に伴う減でございます。 

 ４目施設整備費が１，６３５万円の減で、美山浄水場前処理施設整備工事の額の確定に伴う減でござい

ます。 

 以上で、議案第６８号の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

 ３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 １９０ページ、施設整備費で減額になってるんですけど、美山浄水場前処理施設整備工事これだいたい

入札というか補正前の金額が１０パーセント減額なっておりますけども、何かこの工事に対しての計画的

な変更とかそういうのがあって１０パーセントぐらい減額になったのか、その辺教えていただきたいなと

思います。 

○議長（溝部幸基） 

 紙谷一建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 新年度にあたって単価の入れ替え等も行っておりまして、予算取得時にはそれはわかっておりませんの

で、ある程度余裕を持った、当初新年度予算をとっております。それと、後は入札減でございます。 
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○議長（溝部幸基） 

 そのほか質疑ございませんか。 

 ２番佐藤孝男議員。 

○２番（佐藤孝男） 

 １９０ページの配水管整備に係るとこについて、この度、美唄市で突然老朽化が大雪というか、雪の重

みで本管が破裂して、そういう記事が載っておりました。 

 そういう中で、突発的なあれは事故であります、あれはその記事を見まして、本町で本管が万が一、破

損した場合の対応というか、美唄では給水車がすぐ出動、出動というか来まして、町民、市民に水を供給

したことでありますが、本町にとりましては、そういう突発的な事故も想定してると思いますが、そうい

うマニュアルという物はあるのかどうか、それをお教えください。 

○議長（溝部幸基） 

 紙谷一建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 美唄の状況はわかりませんけども、全国的に水道事業というのは、設備を作ってから皆さん古くなって、

更新していない水道事業の所に関しては、特にニュース等で見かける通り、水道管が破裂してるとかニュ

ースで出ると思います。うちの水道事業に関しては、皆さんご存知通り、計画的に更新等を行われており

まして、そういう物は無いという認識でございますけども、そこはあくまでも事故なので、１００パーセ

ント無いとは言い切れません。そういう時に対応するという事で、マニュアル等の整備等、色々なマニュ

アルがございますけども、整備等は義務付けられていたりしてる部分もございます。事故の場合には、実

際にマニュアルよりも、職員がそのケース毎現状を確認して、業者を発注して、即座に対応するというこ

とで、やるのが一番だという認識もございますので、そこはマニュアルはございますけども、やはりそこ

に携わる職員の技能、ある程度一定の技能を持った職員がきちんと見てもらえるというのが大事だと思い

ますので、うちの職員に関しては、そこはベテランでございますので、私は安心してございます。 

○議長（溝部幸基） 

 ２番佐藤孝男議員。 

○２番（佐藤孝男） 

 岩部地区で本管が破裂したとか、そういう場合において本町の町民に対して果して今、建設課長が説明

したような対応でいいのかどうか。おそらく想定しない地震とかそういう事も考えられるので、そういう

突発的な事故に対しての対応というか、それもやっぱり必要だと思いますので、そういう点も考えて、こ

れからやっていただきたいと思います。それと、管の老朽化。５年度まで見ますと、取替えている事に載

ってますが、その他に５年後も後も、そういう老朽化の事があるのか、老朽化がまだまだやらなきゃなら

ない事があるのかどうか、それもお教えください。 

○議長（溝部幸基） 

 紙谷一建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 前半の突如起こった岩部地区とかの本管の破損とか、そういう物に関しては、道西地区協議会とかあり

まして、そういう物で道西地区もそうですけども、それ以上酷い物になると全国的な協力体制というのが

出来上がっております。今回の美唄の部分についても、そこの地区の協議会入っていって、ポンプ車とか

水のそういう袋とかを色々そういうのを準備したりというのはございます。うちであった時にも、そうい

った所に協力してもらいながら、そこは解決していくっていうような認識でございます。 

あと、水道管の更新ですね、更新については随時その水道管それぞれについて耐用年数がくる頃に更

新管という事で、一応リストには載ってございます。５年以降もそれは計画的に行っていきますので、そ

れは常に悪くなった物は交換していく永遠に交換していくというような状況であります。 

○議長（溝部幸基） 

 そのほか質疑ございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討議なしと認め、討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６８号を決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、議案第６８号は可決いたしました。 

 

◎日 程 の 順 序 変 更 

 

○議長（溝部幸基） 

 お諮りいたします。 

 日程第１８については、午後６時からの夜間議会において一般質問を行いますので、日程の順序を変更

し、日程第１９ 議案第５１号 福島町総合計画の変更について以降を先に審議して進めてまいりたいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 ご異議なしと認め、日程の順序を変更し、日程１９ 議案第５１号 福島町総合計画の変更について以

降を先に審議して進めることに決定いたしました。 

 

◎議案第５１号 第５次福島町総合計画の変更について 

◎議案第５３号 第８期福島町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の決定について 

◎議案第４７号 福島町ふるさと暮らし応援条例の一部改正について 

◎議案第４８号 福島町介護保険条例の一部改正について 

◎議案第６１号 福島町財政調整基金の積立金の処分について 

◎議案第５４号 令和３年度福島町一般会計予算 

◎議案第５５号 令和３年度福島町国民健康保険特別会計予算 

◎議案第５６号 令和３年度福島町介護保険特別会計予算 

◎議案第５７号 令和３年度福島町後期高齢者医療特別会計予算 

◎議案第５８号 令和３年度福島町浄化槽整備特別会計予算 

◎議案第５９号 令和３年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 

◎議案第６０号 令和３年度福島町水道事業会計予算

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１９ 議案第５１号 第５次福島町総合計画の変更について。 

日程第２０ 議案第５３号 第８期福島町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の決定について。 

日程第２１ 議案第４７号 福島町ふるさと暮らし応援条例の一部改正について。 
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日程第２２ 議案第４８号 福島町介護保険条例の一部改正について。 

 日程第２３ 議案第６１号 福島町財政調整基金の積立金の処分について。 

日程第２４ 議案第５４号 令和３年度福島町一般会計予算。 

日程第２５ 議案第５５号 令和３年度福島町国民健康保険特別会計予算。 

日程第２６ 議案第５６号 令和３年度福島町介護保険特別会計予算。 

日程第２７ 議案第５７号 令和３年度福島町後期高齢者医療特別会計予算。 

日程第２８ 議案第５８号 令和３年度福島町浄化槽整備特別会計予算。 

日程第２９ 議案第５９号 令和３年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算。 

日程第３０ 議案第６０号 令和３年度福島町水道事業会計予算。 

以上、１２件の案件を一括議題といたします。 

お諮りいたします。 

ただいま議題といたしました１２件の案件については、提案理由の説明・質疑を省略し、議長を除く

全員の議員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託のうえ審査することにいたしたい

と思いますが、賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、ただいま議題となっております１２件の案件については、提案理由の説明・質疑を省

略し、議長を除く全員の議員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託のうえ審査することに

決定いたしました。 

 次に、ただいま設置されました予算審査特別委員会に対し、地方自治法第９８条第１項の規定に基づく

検査権を本議会より委任することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、予算審査特別委員会に対し、地方自治法第９８条第１項の規定に基づく検査権を本議

会より委任することに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １５時１１分） 

（再開 １５時１４分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 

◎諸 般 の 報 告 

 

○議長（溝部幸基） 

 諸般の報告をいたします。 

 休憩中に開催された予算審査特別委員会において、委員長に９番平野隆雄副議長、副委員長に５番川村

明雄議員が互選された旨の報告がございました。 

○議長（溝部幸基） 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １５時１４分） 

（再開 １７時５９分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 参画者の皆様には、議会へお出でいただき心から歓迎をいたします。 

休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 
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◎一 般 質 問 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１８ 一般質問を行います。 

 一般質問に入りますが、質問者、答弁者にお願いを申し上げます。 

 質問時間、回数の制限を撤廃しておりますが、限られた時間の中で質問者、答弁者ともに、お互いに理

解しやすく簡潔明瞭に発言していただくよう、お願い申し上げます。 

 一般質問は、４名の議員から提出されておりますので、通告順に従い進めてまいります。 

 それでは、最初に、８番小鹿昭義議員。 

○８番（小鹿昭義） 

 質問事項、町の事業実施による町民還元の成果と、検証の周知について、町長に質問します。 

 この度の町民と議員の懇談会で、町が支援した様々な事業について、町広報等を通してその使い道と成

果の詳細を周知して貰いたいとの意見がありました。何故、様々な公設民営的団体に人的面や、補助金的

な助成を行って要るのか。その経過・成果について、また福島町がんばる地元企業応援条例当等について

も、町の経済対策として成果はどの程度あったのか伺います。 

 当町としても情報公開はしているものの、十分に町民との情報共有が成されていないとも感じました。 

これは行政ばかりでなく、議会としても反省すべきでありますが、今後、町の事業実施による町民還元の

成果と検証の周知について、どう対応していくべきか伺います。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 小鹿議員の質問にお答えいたします。さまざまな公設民営的団体への人的・補助金の支援についてであ

りますが、地方公共団体が交付する補助金については、地方自治法第２３２条の２の規定において「公益

上必要がある場合において補助することができる。」とされており、当町の全ての補助金・助成金はこれ

に基づき議会の承認のもと交付されているものであります。ご質問の福島町がんばる地元企業等応援条例

の町の経済対策としての成果についてでありますが、平成２９年から令和元年度までの条例施行中の施設

投資助成金は、３カ年で延べ３４５件、施設投資の総額は１０億７千万円で、これに対する助成金額は４

億１，２００万円、町内経済循環額は４億９００万円となっており、助成金額とほぼ同額が町内経済に循

環するなどの効果となっております。また、コンブ養殖漁業などの生産拡大や、作業の効率化が図られ、

製造業・建設業・サービス業など幅広い分野において事業継続意欲を促す誘因になったものと検証してお

ります。町が実施する各種事業の検証等については、総合計画登載事業は「政策等調書・総合計画事業推

進管理表」で、それ以外の事務・事業については「事務・事業行政評価」において、実績や事業評価の結

果を公表しているところであります。 

 なお、議会常任委員会や決算特別委員会などを始めとする各場面のほか、例年１２月に開催している町

政懇談会の場においても、全ての事業についてではございませんが、私から町が取り組んでいる事業の状

況について報告させていただいているところであります。また、福島町まちづくり基本条例第２４条にお

いて、町民と町がまちづくりに関する正確な情報を相互に共有することが基本であること、及び第２５条

では情報共有を進めるため、情報の公開及び提供について、町の役割を規定しているところであり、必要

な情報は町づくりに欠かすことができない重要な要素であると認識してございます。情報共有を進めるに

あたっては、町民に最も身近な町広報、ホームページの活用が有効であると考えておりますので、今後も

町民にわかりやすい情報提供に努めるとともに、円滑に情報共有が図られるよう取り組んで参ります。 

○議長（溝部幸基） 

 ８番小鹿昭義議員。 

○８番（小鹿昭義） 

 町長の完璧なる答弁に、私の再質問は無いです。 

○議長（溝部幸基） 

 よろしいですか。 
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 次に、５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 通告に従いまして、一般質問を申し上げます。 

 ふるさと暮らし応援条例等の見直しについて。 

 平成２４年４月１日施行の本条例は丸８年になりますが、定住促進住宅等奨励事業における奨励対象者

のこれまでの内容はどのような実績になっておりますでしょうか。町内の土地建物の売買は、条例に定め

る５００万円や１千万円の規定は現実に沿う実態にありますでしょうか。取得費が低額であっても、この

地にふるさと暮らしを定着させたいという人には、応援する事にしては如何でしょうか。 

また、応援の内容も、中古住宅を求めリフォームして住みたいという人には、改築やリフォームも対

象にしてはいかがでしょうか。 

定年になって郷里福島町に帰って来る人もおりますが、土地建物が親からの相続による取得になった

人がリフォームや改築、新築をしても奨励金の対象にはしておりません。隣町では当町に倣い空き家解体

補助要綱を制定したとお聞きしましたが、解体後の用地の利用制限は１年間としております。当町は新築

等への制限解除はなされておりません。土地利活用の制限期間は短いほど活用度合いが図られると思いま

す。ふるさと暮らしをしたい、親と一緒に暮らしたいという人を含め、１人でも多くする為にも定住に優

しい施策を組み込む方向としたいものであります。 

 年間の新築戸数も少ない現状と思います。空き家解体助成事業と合わせ現応援条例を抜本的に改正し未

来豊かな町に転換するためにも、住みやすい対策への変革を提言いたします。 

 町長の考え方をお聞かせください。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 川村議員のご質問にお答えします。 

 １点目の定住促進住宅等奨励事業の実績については、令和２年度まで２３名の方に交付しており、その

うち新築住宅の取得が１９名、中古住宅の購入が４名となっております。 

 ２点目の土地建物の売買の規定については、新築住宅及び中古住宅の取得いずれにおいても、土地の取

得費用も含んでおり、町内の市場価格などからも妥当なものと判断してございます。 

 ３点目の取得費用の低い方に対する支援及びリフォーム費用に対する支援制度については、以前実施し

た奨励金を活用した方に対するアンケート調査の結果において、現在の取得費用の基準が適正である旨の

回答が最も多かったことから、現時点で見直す考えはございません。 

 なお、ふるさと暮らし応援条例の制定趣旨は、若者や子育て世代の定住を中心に支援することを目的と

している為、ご提言のリフォーム費用への支援については、定住目的以外との住み分けが必要であること

から、実施する場合においては新たな助成制度を構築する必要があるものと考えてます。 

 ４点目の空家除却補助及びふるさと暮らし応援条例の抜本的見直しを含めた提言ではありますが、空家

等除却補助金については、補助の目的として建替え除去を補助対象にしていない事から、直ちに見直する

ことは考えておりません。また、解体後の土地の売買に関しては、明確な規定は設けておりませんが、条

例制定当初から条例の趣旨を逸脱する売買目的での解体を対象としておりませんので、ご理解をお願いし

たいと思います。 

 なお、ふるさと暮らし応援条例については、定住促進を一層推進するため、本３月会議において、既存

住宅の建て替えについても助成対象とできるよう、受給資格要件を拡大し改正案を提案しているところで

あります。人口減少が続く当町において、定住を促進するためには住まいの確保が重要なことから、ふる

さと暮らし応援条例に加え、福島町に住み続けようと思える快適な住環境の形成を目的とした「福島町住

生活基本計画」を策定し、若者・子育て賃貸住宅整備プロジェクトと定住促進住宅整備プロジェクトの２

つの柱で住宅環境の充実を図り、各世代による定住促進に取り組んで参ります。 

○議長（溝部幸基） 

５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 ただいまの答弁いただいた中で、これまで令和２年度まで２３名の方が交付されたという奨励事業の実
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績の内容ですけども、そのうち中古住宅の購入が４人、今の条例からいくといずれも５００万円以上、あ

るいは１千万以上の方だったと思いますけれども、この２３件の方々の新築又は中古住宅の売買で求めた

額はいくらだったのでしょうか。 

○議長（溝部幸基） 

住吉英之企画課長。 

○企画課長（住吉英之） 

 中古住宅の取得につきましては、土地家屋を含めて５００万円以上の方が対象になってございます。 

 それから、１千万円超えると助成額もまた変わってくるというところでございます。そのうち４名の方

のですね、内訳が１千万円以上の方が２人でございます。５００万円以上１千万円未満の方が２人という

ような内訳になってございます。 

○議長（溝部幸基） 

５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 今現在はこの中古住宅の４人、この以外の人は新築という事でよろしいでしょうか。 

○議長（溝部幸基） 

住吉英之企画課長。 

○企画課長（住吉英之） 

 全体２３件、今申し上げましたとおり中古住宅の購入が４件、それ以外の方１９名の方につきましては、

新築という事で結構でございます。全てがですね１千万円以上の新築住宅の取得という内容になってござ

います。 

○議長（溝部幸基） 

５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 この２点目の町内の市場価格から妥当な物っていう風な判断ってことは、今、言う新築は１千万円、中

古は５００万円というのが町内の市場価値から妥当な判断をしているという意味でしょうか。 

○議長（溝部幸基） 

住吉英之企画課長。 

○企画課長（住吉英之） 

 福島町に定住、定着をしていただく場合にですね、住まいを確保する際に、ある程度のですね住宅を建

てたり、中古住宅を購入したりするという事を考えて、この制度を作ったところでございますので、その

際には一定のそれなりの売ったものをですね購入したりするのかなという風に当時は考えてございました

ので、その際に住宅と土地も含めて５００万円程度のものは妥当な線なんではないのかな、という所で設

定をさせていただいたところでございます。それで我々その売買に実例に関しましてですね、調査を企画

サイドではございませんけども、例年税務サイドの方でですね売買の実例なにかをアンケート調査をして

いるところでございますけれども、なかなかこういった所につきましては、回答が著しく回答率が悪いと

いうような状況になってございますので、実態の所につきましては、なかなか掴める調査をかけてもです

ね、限度があるのかなという風に思ってございます。ただ、条例で当初、設定した時の考え方としまして

は、先ほど申し上げた通りでございますので、状況については妥当なところではないのかな、という風に

捉えてはございます。 

○議長（溝部幸基） 

５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 市場価格が妥当という判断をされていたという事で、３点目の奨励金を活用した方にアンケートをした

結果、アンケートの結果を適正な物である。取得費用の基準は、適正である旨の回答が最も多かったとい

う事なんですけども、これは２３名にアンケートを取ったのか、それとも最近の何名かにアンケートを取

ったのか。ここの所はどのようになってますか。 

○議長（溝部幸基） 

住吉英之企画課長。 
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○企画課長（住吉英之） 

 アンケートをですね、実施したのが平成２９年頃でございますので、２３名よりは少ないという実態で

はございます。 

○議長（溝部幸基） 

５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 やはり、５００万円以上１千万円以上このランクの人方にアンケートを取りますと、取得費用の基準が

適正であると言ってもおかしくないのかもしれません。だけど、これ以外の事を考えていらっしゃる状況

にある住民のことを考えますと、果たしてその費用の基準は適正であると、回答するかどうか、いう事を

懸念しますよね。元々、この条例、私これ前の町長時代から今回で４回目になると思うんですけど、予算

を含めて同じような形の質問をしたりしてるんですけどもね、やはりＩターン、Ｕターンでそういう人方

を対象にして、ここで住んでくださいと、中古住宅も買ったら１０パーセント、５００万円で買ったら１

０パーセントの５０万円差し上げますよ、言ってもですね、ＩターンＵターンＪターンの人方が果たして

それだけの財力のある人であればいいけども、そうでない人が多いんではないでしょうか。この土地に来

て、そしてここで暮らすという事であれば、やはり所得だとか、蓄財だとか、そういうものが十分でない

人でないと、こういう大きなお金を出して、新築するという人には少ないお金かもしれないけども、暮ら

そうとする人にはやっぱり大きなお金だと思うんですね、５００万、１千万円というのは。 

 もっと、楽な形で助成してあげる。住んでもらうために。その様な形にしたらいかがでしょうか。とい

う風に単純にそう思うわけですよね。 

 この度は町内会の人方とお話合いしました。毎年１回町民との懇談会、がんばる地元企業等応援条例こ

の３カ年での投資額だとか、そういうものも聞かれました。 

 ８番議員（小鹿昭義）が質問している内容ですけども、やはりこの条例を使った人方が素晴らしいその

これからの企業活動をできる、しかしながら、企業でない人方もいるという一般住民の方への光の当て方

という事も必要でないだろうか。その中で、私が質問しております、ふるさと暮らし応援事業の内容、例

えば定年になって福島町に帰ってくる、そういう人がここに住みたいという事であれば、新築、いや新築

よりも中古物件を求めるかもしれない、あるいは自分の親の家があれば、親の家をリフォームして住みた

いという事を考えると思うんですね、そういう方については、町長、リフォームの場合は別な条例を制定

しなきゃならないという事でございますけど、そうなれば尚よろしいわけですけども、その前に今現在の

ふるさと暮らし応援条例の価格をもっと下げていってはどうかなと。 

 例えば５００万円１千万円ではなくて、北海道の中の自治体にもリフォーム助成している自治体結構あ

りますね。そういう中で５００万円の１０パーセント５０万円、１千万円の１０パーセント１００万円の

助成という恰好、これが町外の人であればその半分ていう、それほど大きな額ではないわけですよね、そ

れと、道内の自治体のリフォームを制度として行っている自治体は、まあ１０パーセントないしは２０パ

ーセント。しかしながらその額が１０万円から２０万円とか３０万とかそういうそれ以上の額もあります

けども、そして限度額を当然おいてる自治体が多い。いう事で広くあまねく、その町の住民として公平な

形で一般住民も暮らすことができると。そのあたりまず町長の方からお願いしたいとお考えをお願いした

いと思います。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 今ご質問いただきましたけども、回答の中でも整理をさせていただいてございますけども、この条例に

ついては２２年度から施行させていただきました。私が職員時代、企画参事の時に制度設計させていただ

きました。それで、本来の目的としては若い人達に、この福島町で住宅を建てて子育てをして頂きたい。

まあ要するに、流出人口を少しでも減らそうという事でですね、なるべく人口を増やす事はできないけど

も、減らす人口を少し鈍化させようということの目的でですね、作らせていただきました。 

 今、議員おっしゃるものについてはですね、若干３つぐらいに組立てられるのかなという風に思ってご

ざいます。我々は条例として今持っているものはですね、若い人達の定住なり、子育て、そしてまた、担

い手という形でですね、三本柱でやらして頂いてございます。今、ご指摘ある点についてはですね、たぶ
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ん退職をされて、ある程度ふるさとに帰って来て、移住目的で住みつきたい。ところに対して支援できな

いかと。あともう一つ、リフォームのことおっしゃいますけども、各全道ここ最近新聞報道を見ますと、

桧山がそういった条例を設けてですね、支援をしてございます。ただ、その目的はですね、あくまでも移

住者を対象にしてるのでは無くて、地元の大工さんその方々の経済誘発て言いますかね、目的はあくまで

も地元大工さんがリフォーム手掛けた場合に、３０万円助成するとか、そういった形でありますので、ま

ったく目的がですね、ちょっと違うんではないのかなと。そういった事で、先ほど答えもお答えさせてい

ただいたのは少し目的毎に、すみ分けをしていかなければならないのかなという風に思っております。 

 ただ政策を打つにあたっては財源が伴いますので、我々もですね、私２２年考えた時、第１弾、第２弾、

第３弾まで本当はあったんですけども、まだ第１弾しかやりきれておりませんけども、ただやはり、この

第１弾でもですね、相当な財源を使わせていただいております。そういった中で、今、過疎のソフト充当

する形で使わせて頂いておりますので、この過疎のソフトの財源が上限いっぱい、町としては使わせて頂

いておりますので、新たな条例施行となりますと、また町の一般財源を使って、政策を打つ形になります

ので、その辺の理解が今後きちっと整理できるのであれば、新たな政策を打つという事もあるんだと思っ

てございますけど、ただ今の状況を考えますとですね、現在の条例で十分適用できているんではないのか

なと思ってございます。ただ、これからですね色んな形で、今コロナウィルス拡大されてから、まあコロ

ナ後を見据えてという形で地方にだいぶ人の流れが移るという傾向もございますので、そういった中で新

たな政策として、そういった人たちを取り込むのに必要な政策があるんであれば、新たな制度を設けてや

る、という事は１つの考え方としてあるのかなと思ってございますけども、現段階では今、町でやってる

条例を持ってですね、当分は行きたい、というのが私の考えであります。 

○議長（溝部幸基） 

５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 町長申し上げますように、その１つの条例だけではすまないものですから、どうしても、すみ分けって

いう事から考えると、リフォームの場合は別な条例制定をすべきだと、いう風に私もそう思います。 

 しかしながら、今現在あるＩターンＵターンの人方５００万円の中古住宅を買うっていう事は、件数と

してあると思うんですが、あると思うけども、今答弁もらったように、この９年の中でそんな多い件数で

はないわけですよね、ですからこれがもっともっと多くなればいいんでしょうけども、条例の目的が果た

されていくと思うんですけども、年間２．５件程度の平均値という事はどうなんですかね、多いと言える

のか、少ないと言うのか。そこのところやっぱり考えますと、中古の場合は土地を含めても５００万円以

下にして、５００万円以下からずっと上までやればいいわけですから、限度額を設ければいいわけですか

ら上は、だから例え２００万円であっても３００万円であっても私は低い方がいいんですけも、そういう

中古の住宅土地の取得、そういう方にも何らかの助成といいますか、１０パーセントいう事を考えますと

ね、できるんでないのかな。と、ずっと５００万円のまま頑なにして下げないというのはどうなんだろう。

下げてみてどういう結果になるか、あまり件数が多過ぎて大変だ、というような事になり得るのかどうか、

であれば、企業努力されて、この３年間でもって行ってきたがんばる地元企業等応援条例、それと比べて

見ても額的にはそれほど馬鹿みたく多くなるような額ではないんでないかと、上限をいれた場合ですね、

それが現在の条例に対しての私は現在の福島町はそういう状況だっていう風に判断してるものですから、

非常に低い額で取引きされてると、５００万円超えるなんて事は本当に珍しい位、いう風に判断しており

ます。入ってくる住民のこと、それからここにずっと住んでいきたいという人方、そういう人のことを考

えると、やはり今の条例でも少し直すべきではないかと思います。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 先ほどから申し上げてますけども、条例制定の目的がですね、若い人達の定住を目的にする、子育てと

いう形で作らせていただいておりますので、あの私あまり若い人達が中古物件を買ったということは、あ

まり聞いてないかなと、私の同級生も今回定年してから故郷に帰ってきて、中古物件を買いましたけども、

その方々はやはり、定年をむかえて、それなりに蓄えがあって買ってますので、町の支援まで必要として

ないのかなという気がしてます。また若い人達が先ほど来、金額的な問題もありますけども、今、福島町
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で新しい家を建てていると地元の業者使っても２千万円以上の建築物を建てている方がおります。また町

外になりますと、ハウスメーカーなどになるとまだまだ高い金額であります。そういったところをですね、

我々としては、しっかり応援してあげたいというのが思いとしてありますので、そういったまずは大きい

所をきちっと応援して行きたいという思いであります。 

 それともう１つ、申し上げてますけども制度そのものをすみ分けしなければ、今我々は若い人達の定住

を目的地に今この条例を作ってございますので、議員はどちらかというと、移住、福島町に新たに移り込

むとか、そういった方々を応援した方がいいんではないのかな、という考えではないのかなと思ってます

ので、そこについてもし必要であれば、新たな条例を設けて、そういった需要も見込みながら、どういっ

た制度設計が必要なのかという事を組み立てる方が私は正しいんではないのかな、と思ってますのでそう

いった需要が議員通してそういう声が多いんであれば、我々にしっかりとですね教えていただければ、ま

たそれに沿ってですね、新たな助成が必要なのかどうかを町の方としても判断材料にさせて頂きたいなと

思っておりますので、そういった所を潤沢な財源があればですね、色んな手当てをしてあげたい所ではあ

りますけども、やはり限られた財源の中でまず優先順位をつけながら町としては政策をうたせて頂いてご

ざいますので、現行の先ほど来、件数が少ないからどう、という話もありましたけども、来年度は多分４、

５件もう予約が入っているという建設課の情報で新築があるという話も聞いてございますので、そういっ

たものを補助するだけでもですね、結構な金額になりますので、我々としては今の制度の中で少し推移を

見守りたいという風に思ってございます。 

○議長（溝部幸基） 

５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 今の条例を整理するだけでも中々、町長と私の考え方が平行線にならないような感じですね。 

 まあ今の条例Ｉターンという人はどういう人、Ｕターンという人はどういう方、Ｊターンというのはこ

ういう方です。って言う条例に定めておりました、そういう人方がここに来て、果たして家を求める財力

のある人が来れば問題ないんでしょうけどもね、そうでない方の場合はここに該当しない、例えばホーム

ページを見て条例を見て、行きたいけど福島町に行けない、っていう事になってしまうと思うんですね、

まあ、新築する方っていう事はある程度聞いてる面もありますけども、やはりローンを組んで、そして将

来的に払っていけるそういう条件下にいる人方いう風に考えております。 

 やはりこの応援条例、もう一度今現在で考え欲しいなというのが１つです。 

 今福島町で、中古物件が売買されている額はそんな５００万円までいかない額で取引きされているとい

う事が、そういう状態だっていう事もですね調べてほしいなという風に思います。 

 あともう１つは、今回これからの審議になる条例、空家等の絡み、条例の制定一部改正もありますけど

も、それによってここに帰ってきて親と一緒に暮らす、ところが親が亡くなった、相続しなきゃならない、

相続することによって解体費用が何かしらの補助がもらえなくなるという事が、今回補正改正により可能

になるという事で、よろしいですね。 

 空家解体事業とこのふるさと暮らし応援事業と表裏一体な面もあるのかなというふうに思ってるんです

ね。それでリフォームの問題が当然そこに入ってくるものですから、福島町に戻ってくる人方に対してリ

フォームという恰好の手だてがあれば、なおここに定住してもらえる可能性が強い。また、ここから出て

行かないようにというのはおかしいかもしれませんけども、定住を継続してもらうためにリフォームも、

という形で縛るとはいう訳ではありませんけども、そういう事に繋がっていくんでないかと思うんですけ

れども、いかがですか。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 空家の関係と一緒じゃないかという考えでございますけども、私は全く別ではないのかなと。 

空家についても町長就任して制度を作らせていただきましたけども、その時も２つ考えました。 

今、隣近所で空家になっていて台風シーズンになると、とても怖くてしょうがないという方々がですね、

なんとかできないかとか、町で何とかしてもらえないかとか、そういう声を聞いてまず空家の除去を１つ

したらどうだろうと、もう１つは、議員おっしゃる通り空家を活用できないかと、いう事の方策に対して



- 60 - 

 

支援できないかと、ただ色々考えた時に、我々空家の活用については従来も空家バンクという形でこれま

で色々やってきましたけども、総務省が言ってるようにですね、空き屋の活用については都会とやっぱり

こっちは違うのかなと、なかなかビジネスチャンスが少ない中で、空き家を活用しながら事業を展開する

というのが都会のどちらかというと空家活用であります。ただ、町内においては中々、空き家を活用する

にあたってもですね、例えば仏さんがまだ残ってるとか、色んな形でですね中々活用できないでこれまで

きている経緯もありますので、私就任した時はですね、今困っているものを中心に除去しようと、それに

対して補助金をだいたい１件壊すのに大体１５０万円ぐらいかかりますので、その半分程度助成できない

かという事で、この制度を作らせていただきました。 

 それが私の想像したよりですね、活用が今進んでおりまして、予算も大分使わせて頂いております。 

これについても、過疎のソフトを充当させて頂いてございますので、そういった中で、議員の質問の中に

土地も活用できないかという事でありますけども、私はですね、その活用する売買はできるような土地で

あればですね、本来、自主的に壊すのが筋でありますので、町の支援を頂いてですね、壊して土地を売買

するってことは、私は制度として、よろしくないんだという風に思っておりますので、当然そこのところ

については、町として制約をつけさせて頂く、そして、できればその空き地については隣近所の雪捨て場

に使わせていただくという、補助金を頂いて壊した分、公共にも協力していただきたいというのが、私の

そもそもの条例制定の狙いでありますので、そこのところは先ほども言いました通り、目的に応じて、や

はりすみ分けをしないとですね、何もかにもごっちゃにして制度を作りますと、当然どっかに歪みができ

ますので、私はそれはよろしくないんだと思います。やはり、そのものにそって必要であれば取る、先ほ

ど言いましたリフォームについても、管内の状況、道内の状況を見てもですね、やはり地元経済を回すた

めにですね、なるべくハウスメーカーさんに行くよりは、地元の大工さんを使ってですねリフォームをし

て頂く、その為に助成をするというのが一般的でありますので、あくまでも移住者に対してリフォームを

助成してるっていうのが僕は意外と少ないんではないのかなと思ってます。 

 ただ、やはり考え方としてはこれから色んな形で、コロナも見据えとるとですね、田舎暮らしを今、方

向がですね、都会から田舎に向かってる人達が多くありますので、そういった人達を受け入れるための方

策としては、新たな制度というのは必ずしも作り得ないんではないのかなという風に思ってございますの

で、もしそういったもののですね、今後色々見据えた中で、福島町としてそういう方向性の中で支援をす

るんだ、という意思を持った中でですね、新たな制度を作る方が私は良いんだと思ってます。ただ先ほど

来何度もいいますけども、今、町は比較的そういったものにですね、支援っていいますか、子育ても含め

て予算を使わせて頂いておりますので、全体予算のバランスの中で、そういった新たな政策を打てるかど

うかは、今後明日以降、また予算特別委員会ありますので、そういった中でまた全体バランスの中で我々

は持続可能な町を次の世代に繋ぐ役割を持ってますので、そういった中で必要な物については、積極的に

私は打っていきたい、そのように思ってます。 

○議長（溝部幸基） 

 ５番川村明雄議員。 

○５番（川村明雄） 

 私は、例えば自分の建物を取り壊して、他町に転出してしまうという場合は解体の補助の対象になると、

ってことは、底地が自分の所有でなければですね、そのようになると出て行くのに６０万円の助成が貰え

る、という恰好が現実としてあると、そして町ではその土地を規制している年度が１年間、７年後になれ

ば売買できますよ、って町長言うのは確かに正しいかもしれないですよね、それを壊せるような費用は出

せるでしょうって事になるとは思うんですけども、まあ１年間、隣町は１年間経過するといいですよと、

という事になってるんですね、こっちの方もそのように可能であるかどうかわかりませんけども、そこの

ところ研究して欲しいなと、検討して欲しいと思うんです。うちの場合は規定が無いから５、６年経てば

なんとかなるんでないかっていう事になるんですね、だけどそれも定かではないわけですから、そこの所

の財産の利活用っていうものをですね、町内の個人の財産かもしれないけど、町内の中で大きく見た場合

は町内の財産にもなり得るという風に思います。 

 それからもう１つ、リフォームの問題。これは別のすみ分けとして、制度設計していかなければならな

い事は私わかってますけれども、十分ですね、道内の状況等を聞いて、今コロナで大変建築屋さんもです

ね、大工さん方も大変だと思うんですね、そういう中で今現在住んでいる方でも、これからもずっと老後
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住んでいきたいという方については、やはり何かしらのそういうリフォーム対策費用を助成できるような

形に研究して欲しいという風に思います。その辺の回答をお願いします。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 まあ色々と意見の違いはありますけども、先ほど来申し上げました我々としては、もし必要は、そうい

った需要が多くあればですね、新たな制度は作っていきたいと思いますし、リフォームについても、先ほ

ど来申し上げましたとおり、地元の経済循環という形の中でですね、必要であればという感じは受けてお

りますけども、ただ我々はですね、しっかり地元経済については、既存の予算の中でもしっかり回すよう

な手立ては私は十分しているつもりでありますので、そういった中で十分対応できているんではないのか

なと思ってます。ただやはり先ほど来、定年して故郷に帰る、またあの福島町で何か仕事を起業してです

ね、例えば道半ばで３０代４０代で帰る方、そういった人は反対に財政的に豊かで無いという言い方は失

礼かもしれませんけど、そんなに蓄えの無い中でたぶん行動をとられるんだと思ってますので、もし必要

であればですね、そういった方々が多く例えば福島町、まあ反対にそれを呼び込む為のそういう制度も必

要なのかもしれませんが、現段階ではまだ今我々としてそこのニーズについてしっかり捉えきれてござい

ませんので、またそういった中でですね、色々これからまた我々第６次の総合計画とか色々な場面がこれ

からたぶんあると思いますので、そういった中でですね多様な意見を頂きながらですね、新たな制度が必

要であれば、それは躊躇なく、私はどちらかといえば作るタイプではありますので、そういったものにつ

いて考えていきたいと思います。ただ、現段階では私の判断としては今の制度を持っても十分対応しきれ

ているんではないのかなという風に思ってございますので、そこについては少しご理解いただきたいなと

思ってます。 

○議長（溝部幸基） 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １８時４８分） 

（再開 １８時４８分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 

○議長（溝部幸基） 

 紙谷一建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 川村議員の隣町では１年の期間を設けてという話がございましたけども、私の確認した中ではそれは１

町のみで、後は建替えを前提にした解体は認めていないという事で確認とっております。なので、福島町

についても、空家特措法が国の空家特措法がやはり一番大きな法律それから基づいて、今回のそういう空

家助成、解体助成とかも作っておりますので、そこは同様な考えで、そこについては基本的に建て替えを

前提とした解体については、認められないとは考えております。 

○議長（溝部幸基） 

 よろしいですか。 

 次に、４番木村隆議員。 

○４番（木村隆） 

 通告に従いまして、朗読させていただきます。 

 新型コロナウィルスのワクチン接種について。 

２月１７日より医療従事者等の先行接種が始まりました。道南においても２月１９日国立病院機構函

館病院で接種が始まりました。接種の順番としては、１，医療従事者等、２，高齢者（2021 年度中に 65

歳以上）、３，基礎疾患を有する方・高齢者施設等で働く方、４，１６歳以上の一般接種となっておりま

す。以下の点について伺います。 
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 ①医療従事者等の先行接種について。 

 医療従事者の先行接種は各都道府県が準備を進めることとなっており、これは対象者については当町の

場合、診療所を始めとする大規模医療機関以外の医療従事者（Ａ）と救急隊員や警防要員をはじめとする

自治体職員等（Ｂ）に区分けされます。 

（Ａ）の接種場所は、医療関係団体等が事前に提携した協力医療機関。 

（Ｂ）の接種場所は、都道府県が事前に提携した協力医療機関となっておりますが、具体的に該当となる

協力医療機関は渡島管内では、それぞれどこなのかお伺いします。 

 また、現時点で当町の医療従事者等は、いつ頃からワクチン接種が可能と想定されているのか伺います。 

 ②高齢者接種について。（当町は約 2,000人） 

 高齢者接種については既に１月会議において関連予算は可決されており、準備が進められていると思い

ます。医療従事者等との同時並行になる可能性が高く、日程調整等の混乱が懸念されております。 

（１）ワクチン接種は無料であるが任意接種であります。 

 何パーセントの高齢者の接種を当町は見込んでおりますか。 

（２）当町のワクチン接種のスタートはワクチン確保の状況から、いつ頃になると通達、予想されており

ますか。また、接種券配布は３月下旬（当初予定）より遅くなることも考えられますか。 

（３）接種方法は集団接種なのか個別接種なのかお伺いします。 

（４）集団接種の場合、会場はどこになるのか。また、医師・看護師には通常営業行っている中で、どう

協力を仰ぐのか。 

（５）接種の予約方法はどのようにおこなうのか。 

 （集団、個別それぞれの予約方法、1月会議記載の専用電話回線） 

また、インターネットでの予約は今後可能なのかお伺いします。 

（６）寝たきりなど自宅や介護施設から出ることが難しい高齢者に対しての接種は可能なのか伺います。 

（７）接種後自宅に戻ってから発熱など副反応の症状が出た場合に、誰がどのような対応をとるのか。 

（８）基礎疾患を有する方などは万全を期すためにワクチンを接種しないという考えもあると思います。 

 打たないと判断した方への差別があってもいけません。混乱無く冷静にワクチン接種に向き合うことが

できるよう積極的な情報発信が必要と考えますが、見解をお伺いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 木村議員のご質問にお答えします。 

 １点目の医療関係者等への優先接種についてですが、当町の優先接種の対象となる医療従事者等は３４

人、救急隊員等で２４人を見込んでおりますが、接種場所となる医療機関については、３月１日時点で北

海道から正式な通知が無く、現在調整中との事であり、接種時期についても現時点では明確なスケジュー

ルは示されておりません。 

 ２点目の高齢者への接種についてですが、現在、厚生労働省からワクチン接種時期等の具体的なスケジ

ュールが示されておらず、これまで示された情報も日々変更されるなど、町におけるワクチン接種のスケ

ジュールも具体化できない状況にあります。一方、河野ワクチン担当大臣はワクチンについて４月２６日

の週には全市町村に対し１箱ずつ配送する旨の発言をしており、また、６５歳以上の高齢者向けの接種に

関し、対象となる全国約３，６００万人分を全国自治体へ６月末までに配送するとしておりますので、当

初のスケジュールから相当ずれ込むものと考えております。 

 なお、接種券については、３月中の配布に向けて作業を進めており、接種体制などに関しても町内医療

機関との協議を順次進めておりますが、国からの情報が極端に少なく、対応に苦慮しているのが実情であ

ります。最初に、ワクチンの接種率に関してですが、当町のインフルエンザ等の予防接種における実績等

を勘案し約７０パーセントを見込んでございます。次に、接種方法等については、できるだけ短期間で接

種を完了したいと考えていることから、土日等の集団接種と平日の個別接種を併用して行う事を検討して

おり、集団接種会場として総合体育館を想定してございます。 

 また、在宅や施設入所している高齢者への接種については、「かかりつけ医」による在宅接種及び施設

での接種を想定してございます。なお、接種後への副反応等への対応ですが、接種後１５分から３０分程
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度、接種場所で待機して頂くことを想定しており、その後、自宅等で気分が悪くなった等の病状があった

場合は、医療機関へ連絡して頂くか、重篤の場合は救急車を呼ぶ等の対応になるものと考えてございます。 

 次に、予約方法等についてですが、全国の事例を参考に検討を進めておりますが、インターネットを利

用した予約等の対応については、町内の接種体制から現時点では考えておりません。 

 最後に、積極的な情報発信についてですが、町は基本的に感染予防の観点からワクチン接種に関する情

報については、適宜、町広報や町ホームページ及び防災無線等によりお知らせしてまいりたいと考えてお

りますが、これまでも新型コロナウィルス感染者への誹謗中傷などの問題が指摘されている事から、情報

の取り扱いに関しては慎重かつ配慮をもった周知に努めてまいります。 

 追加ではありますけども、答弁書にはございませんけども、３月２日に厚生労働省健康局健康課予防接

種室からワクチンの保存に使用する超低温冷蔵庫について、３月８日本日になりますけども、やまゆりク

リニックに配送される旨の通知がありました。本日無事納品が完了したという報告を受けてございますの

で、あわせて報告をさせていただきます。 

○議長（溝部幸基） 

 ４番木村隆議員。 

○４番（木村隆） 

 今このワクチンについては、当初はアビガンという薬がですね、安倍首相がアビガン、アビガンとずっ

と言っていたんですけども、最近は全くアの字も出て来なくなってしまいまして、未だに国内メーカーの

ものは承認されていない状況です。この医療従事者等のワクチン接種については、この３月５日に北海道

では２万５千回分、今日８日２万５千回分は追加されて、今５万回分、全道８１箇所の医療機関でスター

トしております。５万回分と言っても医療従事者等が１６万人おりますので、３２万回分必要ですのでま

だまだ足りないような状況です。８１箇所を調べますと、渡島管内道南では函病さん、八雲さん、江差と

いう事で、感染病棟、感染症病棟がある所が公表になっております。 

 もう１つは、コロナの患者の治療を行った病院、これは非公表なもんですから、道南では一番近い所で

はおそらく木古内さん辺りが該当になっているんでないかなと、思っております。 

 １点目の再質問になりますけども、２月２６日ですね北海道議会の本会議の方で、鈴木知事がですね医

療従事者等の接種については、全道の１，１５２の医療機関で今後打つ事が可能、という風に発表いたし

ました。ですから、全道で１，１５２の医療機関ですから松前の国保病院とか、木古内の国保病院とか、

そういった所も可能になるんでないかなと私なんか思っております。 

 今ほど町長、冷蔵庫の方が町内のやまゆりさんにも入ったという事で、もしかしたら町内でもですね 

、こういった医療従事者等のワクチン接種ができるのではないかな、という風に考えたりもするんですけ

ども、その後、課長なり町長なりの方で例えば道の方から１，１５２施設の情報ですとか、福島町さんで

どうですかという風な紹介なんかは、あったでしょうか。 

○議長（溝部幸基） 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 ただいまの１，１５２箇所ですか、その中に町内の医療機関も入るかどうかという事なんですけども、

先月、道の方からは基幹病院に対してのなんて言うんでしょう、連携医療機関というのの協力できるかっ

ていう調査が来てました。それで、町内２箇所の医療機関については、協力はできますという事で返事は

しております。ただ、それが完全に確定したかと言われるとまだ調整中という事になりますので、そこは

まだ全道で打てる場所のリストはこちらの方には正式にはまだきておりません。 

○議長（溝部幸基） 

 ４番木村隆議員。 

○４番（木村隆） 

 医療従事者等がわざわざ函館にまで行って打つよりは、町内で打てる方が時間的にも体力的にも楽にな

るだろうと思いますので、その辺は道の管轄になりますからこの辺で１問目の質問は終わりたいと思いま

す。 

 次に、高齢者等のワクチン接種になります。 

大臣の方が、４月２６日の週には市町村に１箱づつ配送するという事で、１箱といいますと大体回数
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で９８０回分くらい、人数でいいますと４９０人分ぐらいのワクチンが届くという事で、おそらく５月下

旬とかそれぐらいには町でもどうなんでしょうかという感じはしますけども、それにしても答弁には無か

ったんですが、予約方法がですね、まだちょっと迷っているのか、どうなのか少しお聞きしたいと思いま

す。予約の窓口をどこにするのか。例えば、これ七飯のホームページなんですけども、七飯町さんはまあ

個別接種にしても、集団接種にしても、町が窓口で、そこで電話なりＷＥＢ予約して、どこにしますかっ

て決めてもらう。町の場合は、今迷ってるみたいですけども、インフルエンザみたいに個別接種は病院に

して、集団の場合は町にするのか、その辺もう少し決まっている事があれば教えていただきたいと思うん

ですね。特に括弧書きで書きましたけれども、１月に専用電話回線という予算取ってありますけども、こ

れ自体はどういう風な役割をするのか、大きな町だとコールセンターみたいな形ではありますけども、そ

の相談窓口なのか、予約のための電話回線なのか、そういった面も含めてですね、もう一度再質問をしま

す。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 私の方から大まかな所を答弁させていただいて、こまい所については担当課長の方からお話させていた

だきたいと思います。議員おっしゃる通り、今本当にワクチンのですね、町村にどのくらい届くというの

が全く情報が無い中で、先ほど言いました１箱来るという話についてやりましたけども、実際１箱来てだ

いたい打てる数が５００人、まあ４８０人ちょっとぐらいですから、それに応じてですね我々は今あくま

でもですね、ある程度高齢者に全体に行きわたるだけのワクチンが届くという想定でですね、集団と個別

をちょっと考えてますけども、その事についてもですね、この国からのワクチン配給状況がどうなるかに

よってですね、全くですね形態が変わってくるのかなという気がしてございます。例えば、今１箱しか来

ないという事になりますとだいたい今８０歳以上の方で６００人ぐらい居るんですね、そうすると今度年

齢分けして集団接種をやるのか個別をやるのかまた変化が生じてくるんだと思ってます。我々はあくまで

も、満度にワクチンが対象者にきて、集団で例えば地域割りしながらやって行くという頭の中での手段を

考えておりますけども、今の状況からすると国からの情報が全然来ない中で、かなり変化しなければなら

ないのかなと思ってますので、そこについては柔軟にですね、どういった形でも対応できるような形で医

療機関とも打合せをさせていただいておりますので、そこについてはですね今確定という事では無くて、

今考えられる最善の方法として集団と個別をやる、その受付けとしては役場の方にですね、クーポン券を

配る段階にですね意向調査みたいなのをできれば、やっぱりですね打ちたいという方と、やはり打ちたく

ないという方がいらっしゃいますので、先ほど言いましたその接種率７０を見込むにしても、どの程度の

町内に打ちたいという方があるのかですね、そういったものも出来れば取れればより次のステップに進み

やすいのかなという風に思ってますので、そういった事も含めてですね、まだまだ今あまりにもワクチン

の配給に対する国のスケジュールがですね示されていない、また遅いという我々もあのテレビでですね大

臣が言った後にですね、書類が来るという状況でございますので、本当に現場は混乱してございますけど

も、我々としてはしっかり混乱しないでですね、準備だけ怠ることの無いように今やってございます。 

 今こまい所については、担当課長の方から少し補足をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（溝部幸基） 

 鍋谷浩行福祉課長。 

○福祉課長（鍋谷浩行） 

 補足説明させていただきます。予約方法についてなんですけども、書いてる通り悩んでいる最中ではご

ざいます。ただ、先ほど町長言ったとおり、接種券６５歳以上に送る際に中に希望というか、返信用の封

筒と一緒に接種を希望するかどうかのアンケートではないですけども、紙を入れて送り返して頂いて、全

体の人数を把握するという方法をとっている先行事例の調査もありますので、そちらの方をうちの方とし

て採用した方が、最初のとりまとめが早いのかなという風に考えております。 

 先ほど木村議員言った通り、１月の補正予算で電話専用回線の予算頂いております。専用回線自体は引

かせていただきました。専用回線と言うか、電話番号を一つ貰っただけなんですけども、基本的にワクチ

ンの管理は町の方ですることになりますので、今現在考えてる予約にせよ、管理にせよ、それは全て役場

の方で一元的にやる形になると思ってます。 
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 ただ、医療機関で接種する場合、特に施設とか、在宅接種する場合ですね、こちらの方で日程が押さえ

きれない部分があるので、そういう場合になった時は医療機関の方で調整していただいて、それをこちら

に言っていただいて、予約という形になるのかなと考えております。 

○議長（溝部幸基） 

 ４番木村隆議員。 

○４番（木村隆） 

 今の町長の答弁を聞いてですね、ちょっと言い方を変えます。 

という事は１箱来ても駄目なんだよ。と、ある程度３箱４箱２千人分打てるだけの確保量が目途が立

たないとスタートしないという形なんでしょうか。それともとりあえず、１箱来たら順次区分けしてでも

進めていくという形なんでしょうか。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 我々の考えとしてはですね、少しでもやっぱりリスクの高い人達から打つのがベストと私は思ってます

ので、先程来申しましたとおり国からどういう形で来るかがですね、少しでも見えた段階でですね、例え

ば１箱しか当座は来ないんだという事であれば、先程来申し上げました通り８０歳以上の方をまず優先的

に打つとかですね、そういった方法ができると思いますし、また１週間して２箱が来るのであれば順次変

えていくとかですね、また一気に３箱来るようであれば全体がケアできますので、当然、集団接種の中で

地域ごとに順次打っていく方が一番良いんだと思います。我々はやはり、高齢者が９０歳、８０歳が比較

的疾患を持ってる人もそうですけども、そういったものも含めてですね全体把握人数を捉えてございます

ので、その中で国から出されるそのワクチンの配送スケジュールに沿って、柔軟に常に変化できるような

形で、とっていきたいと思います。何も全体をケア、来るまで待って保管するつもりもありませんので、

なるべくやはり９０歳を超えた人についてはなるべく早く、希望する方には打った方が私は良いと思って

ますので、ある中で、まずどう対応できるかという事は柔軟に考えていきたいという風に思ってます。 

○議長（溝部幸基） 

 ４番木村隆議員。 

○４番（木村隆） 

わかりました。だいたい１回目の質問で大まかな流れもわかりましたし、なかなか動向も変わってく

ると思いますので、逐次ホームページですとか、広報だとかまだ町の方は何も出てませんので近隣町も情

報開示をどういう風な打ち方するとかですね、決めて進んでる所もありますので、準備とは少しずつ早く

して頂いて、情報提供していただきたいなと、そういう風に思います。今日はこの辺で終わりたいと思い

ます。 

○議長（溝部幸基） 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １９時１１分） 

（再開 １９時２３分） 

 

○議長（溝部幸基） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 一般質問を続けます。 

 

○議長（溝部幸基） 

 ３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 通告に従いまして、一般質問を行います。 

 令和２年度町民と議員との懇談会を受けて、国道沿いの除排雪のあり方について。 

 北海道開発局の委託業者が早朝より国道を除雪して下さる事に多くの町民の方々が感謝している。 
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また、本年度は例年にない積雪の中、それら作業に従事される方々の気苦労も大変なものと考えてお

ります。毎年の様に町政懇談会、或いは議会懇談会に於いて日向地区、三岳地区の方々から除雪の在り方

に対して要望を聞きます。 

道路用地ギリギリに建物を建てている方々もあり、そこで生活している方々の意見は、統一性が有り

ます。 

１点目、歩道の排雪をロータリーで行って頂くのだが玄関前にも排雪した雪を置いて行かれる事があ

る。 

 ２点目、排雪した雪が高くなり、国道に出る際も危険で何とか出来ないのか。 

 ３点目、歩道から出入りするために除雪車の通過後に雪を掻くのだが、また勢いよく次の除雪車が来て

除雪してくれる事により再度、玄関前を除雪する事になる。等、大まかにこの様な事案に対しての対策要

望が出されております。町としても開発局に対して提案・対策要望等を常に言われていると思いますが、

毎年の事の様な気がいたします。 

住民の方々も、高齢化になり日々の除雪作業に対して感謝しつつも、苦情も多くなってきております。

開発局の除排雪に対しては一定の作業ルールで国道の安全確保を根幹に行っておられると思いますが、対

象周辺に住む方々の利便性や、他地区と同様に町として考える事も必要な時期に来ているような気がいた

します。 

例えば、専属に生活路の確保や交通安全の観点から町内業者を配置する事やロータリーでの積雪の高

さの在り方を国道沿いの住宅並列箇所とそうでない箇所を地域の方々と協議した中で、開発局に対して除

排雪体制の在り方など積極的に提言・協議し、地域の方々と情報を共有し理解を得ていくこと、また、町

として独自に対応する事も検討されるべきではないかと思いますので、お伺いします。 

 更に、吉岡地区の流雪溝の投雪口の在り方については、周辺住民の高齢化もあり、除雪体制・処理の在

り方等を併せて、利用住民の方々の意向を聞く時期にきていると考えます。 

 その点についても、あわせてお伺いしたいと思います。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 平沼議員のご質問にお答えいたします。 

 国道２２８号線の除排雪に関しては、基本的に函館開発建設部江差道路事務所の所管となっており、町

では町内会要望や町政懇談会での意見、要望を受け、例年春に行っております函館開発建設部への事業説

明の際に、国道の除排雪及び草刈りなどの要望を行っております。また、昨年はそれに加え、町内懸案事

項の要望のため江差道路事務所町に対して、直接地域の実情を説明し、実施に向けた要望を行ってござい

ます。 

江差道路事務所からは、国道の維持管理の予算が減少傾向となっており、除排雪に関しても限られた予算

と時間の制約の中で基準に基づき行っており、現行の除排雪方法を大きく変更することは、困難性がある

との回答を受けております。ただ、地元要望も十分承知しており、町と連携を図りながら改善に努めてま

いりたいとの意見もいただいております。 

 町では、高齢化により年々国道周辺の町民の除雪作業が厳しくなってきており、引き続き、国や道に対

して除排雪の改善に向けた要望を継続してまいります。 

 なお、町独自の新たな対応を考える時期に来てているのではとのご提言ですが、私も町政懇談会での意

見を聞いていて同様の考えを持っております。しかし、国の管轄権の問題や、今年の町の除排雪経費の状

況を考えると、単独での予算措置に関しては難しいものがあると考えております。 

 吉岡地区の流雪溝の在り方については、流雪溝が整備されてから相当の年数が経過し、周辺住民の年齢

も当時の状況と大きく変化しており、今後、町内会などと意見交換をする場を設けて、新たな方向性を早

期に確立してまいります。 

○議長（溝部幸基） 

 ３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 まず、函館開発建設部江差道路事務所の所長様はじめ職員の方々、そして直接作業にあたってる皆様に
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は、冬・夏の国道の管理には町民一同、感謝を申し上げているものと思います。 

 また、当町としても町民懇談会等を受けて毎年この除雪に対して、この懸案としているものをまた周辺

住民の方々もその道路事務所の方に言っていただいている事にですね、付近周辺住民の方々も感謝してい

ることだと思います。もっとこの話し合いの状況をですね、やはり付近住民の方々に、私はこう言ってあ

げても良いのかなと思っております。それでまた、この函館開発建設部江差道路事務所の方々もですね、

町の要望を受けて、一定の理解を得ながらも予算がない、そういうまた時間の制約の中でですね、なんと

か改善に向けた考えを持っておられると、町長の今のご答弁を聞いてですね、やはり全くその考えていな

いんじゃなくて、一応の要望事項を、ていうか事案をですね、納得してくださってることについては、私

は有り難く思っておりますし、できればそういう状況に進んで行ってもらいたいなとも思っております。 

 また、流雪溝を使った除雪はですね、これはかなり想像以上に力仕事でして、積雪量によるんですけど

も、朝５時か６時頃ですね道路の雪をショベルカーで押していくわけなんですけども、その道路の脇に降

ったばかりの雪だったらまだ良いんですけども、重機で押していった雪というのは、やはりその圧雪にな

りましてかなり重たいという事もありまして、かなり難儀している状況です。また、高齢化に伴ってです

ね、隣近所やはり朝からちょっと除雪できないという事になると、どうしてもやっぱり住民感情で隣近所

の雪を集めてですね、排雪してくれるわけなんですけども、なかなか付近住民の方々も私が見る限りでは、

だんだんやはり今年なんか特にそうなんですけども、雪疲れしてるというか、そういう状況の中でどうし

ても隣の雪じゃなくて自分の所の雪をやっても疲れてしまう、いう様な事が見られます。これはもう昔か

らですね、隣の家が例えば高齢者が多かったら我々の場合は、もう体が動く場合は隣の家の玄関位は掻い

でやると、いうのは地域性の特性、特性というか、まあご近所付き合いなんですけども、流雪溝に運ぶと

いう行為がだんだんキツクなってきている。その中でやはり地域の絆というのか、そういうのがだんだん

緩み始めているというか壊れはじめて、だからそういう風になる前にやはり流雪溝に関しては、特にも早

めに今の状況を確認した中でより良い方向性を教えてもらおうと、私は話し合うべきではないのかなと思

っております。それで答弁の中にですね、町独自にやはり新たな対応という事も述べられております、町

政懇談会を受けて新たな対応を研究していくという意見は、やはり町長も思っておられてくれただけでも

良いのかなと思いますけども、まず簡単に考えればですね、国道付近の雪は町独自でですね排雪すればこ

れ一番良いわけです。けども、そうはいきませんよね。先ほど答弁にあったように、やはり国道の維持管

理する基準にまず合わなかったりですね、あと安全性で好ましくないという事もあると思います。 

 また町としてもですね、今現時点で除雪している経費プラスα国道の除雪の経費という事になるとです

ね、とてもとても大変な事だと思っております。だからできないという事じゃなくて、そういう事もまず

新たに考えられるわけですけどね。それからその除雪する業者についても、今現時点ではなかなか人手不

足が発生しておりますし、大変な事だと思います。ざっと考えても、新たな場所は新たな業者がやるって

いう事には、なっていかないのかなと思っております。 

 しかし、だからといってできないというわけでもないしですし、なんとか知恵を出し合って考えていか

なきゃならないなと思うわけなんです、当然その国道を管理する函館開発建設部の江差道路事務所の方々

も予算はないし、時間もないし、だけども一応要望は考えていかなきゃなんないよ、ていう意思を持って

おられるというのであれば、やはりその進め方についてなんとか町と協議していく手法を今後取らなきゃ

なんないじゃないのかなと思うんです。ただ町としては、開発建設部の方にですね、お願いします、要望

します、という事だけではもう済まなくなってきている状況でないかと。町がこのぐらいしますから、道

路事務所さんこのぐらいしてくださいよ、という様な提案の仕方がですね、付近住民に住んでる方々の要

望をある程度理解して和らげていけるような除雪体制が私はできるんではないのかなと思うんです。例え

ばですね、私はここに三岳地区に住んでるわけでもございませんし、日向地区に住んでるわけでもござい

ません。ただ車で通るだけでありますけども、例えばの話で笑われるかもしれませんけども、日向地区に

あってはですね、最近なんか先ほど町長がご答弁で言ってましたけども、空き家が結構目立って空き地が

結構あるわけなんですけども、また国道を挟んで海が近い、という点を考えればですね、全部をですね国

道に置いて行った雪全部を投げるっていうんじゃなくて、やはり玄関前なり車の出入りする所等はですね、

私はこの小型のフォイルローダーでですね、ちょっと取ってやるぐらいのそのものが出来ないのかな、

常々思っております。特にもですね、家の前とか車庫の前に雪をドンと山のように置いて行かれて、例え

ばなんかあったらどうしよう、どうするんだろうかなと思うんですね、全く左右見通しがつかない、特に
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も頭で入って車を停めている方はバックする時は命がけですよね、そういう事を考えた時に、ちょっとし

たその時間的には別にずらしたとしても、ちょっとしたそういう配慮というか、そういうものが当然必要

でないのかなと私は思うんです。それから、町が管理しているバス停以外のバスが止まるバス停ですよね、

今年なんかは雪の多い今年なんかは完全に埋まってました。それで役場職員の方々がですね、スコップを

持ってですね、その場所を除雪しているわけですよ、これは本当に役場の職員の人って何でもやらなきゃ

なんないなと思ってるんですけども、いや大変だなって、よくそのバス停の位置がわかるな、いう位スッ

ポリ埋まってました。ですからそういう面もですね、これは生活に密着した場所であるわけですから、な

んとかかんとかですねそこら辺も考えていけないかなって思っております。 

反対に三岳地区にあってはですね、なんか私達あの議員懇談会の時にお聞きしたんですけども、町内

で結構大きいロータリーを持っている方、また小型のフォイルローダーを持っている方、こう色々いらっ

しゃるみたいで、一番こうお話を聞いて感じたのは、１回目の排雪の時はまあ我慢できると、１回目それ

を綺麗にして、だけど２回目はしっかり置いて行ってくれると玄関に、この雪で殺されるという様な話を

こう、もう挨拶をする冒頭、挨拶する前からもうそれを言われるわけですよ、懇談会に来られた方は。 

だからかなりもう溜まっているわけですね、その不満が。ですからやっぱりこういうのう聞いて、それか

らよく話を聞いてみて町内にはそういう機械を持っている方もいる、ていう事になると、町内で町内会で

その地区で何とかそういう方々の協力を得ながらですね、対応できないかっていう点がですね感じた次第

なんです。勿論ボランティアなんてそういう甘いもんではありません、勿論有料でですね、やっていくと

いう様な事、一番最初に言ったようにこれも新たに除雪をする事に対して新たに箇所が増えるという事だ

から当然除雪の経費が増えるっていう風に感じますけども、これはやはりポイント的にやっていくという

事と、少し私は町全体で町民の方々、また町内会、それから役場等ですね、１回この除雪の在り方ってい

うものを考えていかないと毎年毎年たった２カ月かあっても３カ月のこの雪でですね、この５年先１０年

先の福島町の予算がこの雪で春の雪解けと一緒にですね、消えてしまうわけですね、だからきちっとです

ね予算、除雪の経費の在り方というものも、これ見直す時期にきてるんじゃないのかなと、このように思

うんでそこら辺も踏まえて町長今どうお考えになってるか、お聞きしたいなと思います。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 我々も町政懇談会行きますと、やはり一番要望の強いのはですね、日向地区・三岳含めて国道沿い。特

に三岳の方はそれでも少し道路幅がありますのであれですけども、特に日向の方は山背の方も含めてです

ね、背後地が無い中で、やはり排雪、自分の余地の排雪も大変な中でですね、たぶん国道の除雪をした雪

がですね、たぶん歩道の所を綺麗にした所を置いていくという、そしてまた硬くなってですねなかなか高

齢者の方では難しくなっている状況があるのかなという風に思っております。そういった声が確かに一番

多いのが本当でありまして、私は少し２点ほどあるのかなと思ってるんですね。たぶん今言ったように自

宅前に、自宅前と言いますか、自宅の前から国道に出るにあたって、せっかく朝早く起きて除雪したのに

そこにまた雪が置かれていくという状況で、また除雪をしなきゃないという事が１点あるのかなと。あと

年中通してですね、年中と言っても冬の間ですね、今年は特に雪が多かったもんですから、そして寒くて

溶けないという形で、歩道と車道の間にですねかなり雪が高く積まさって、それを排雪してくれないかと

いう声がこの２つではないのかなと。ただこの排雪については日々の事ではなくて、やはり玄関前のその

日々のものを何とかしてほしいという声が多くあります。排雪については私も今回あまりにもですね、ち

ょっと酷い状況がありましたし、町内会からもお話がありましたので、所長の方に直接電話をさせていた

だいて、迅速に対応していただいたという経緯がございます。 

 江差道路事務所についてもですね、先ほど言いましたとおり我々要望したことについてはですね、的確

に私は比較的早めに対応してくれているのかなという状況です。ただ、なんせやはり予算のかかる物につ

いてはなかなか全てクリアできるかというと難しいものがありますので、そこについては本当に我々もど

ういう形が良いのかという事だと思うんですよね、今単純に考えられるのは、その国道の排雪した後を個

別に小さい機械を持ってこまめに処理していくというのが一番理想的なのかなと思いますけども、ただそ

れについてはたぶん開発建設部の方では、当然そこまではやれない、要するに、あの開発さんの方はやは

り道路の国道の交通を第一優先にまず考えていきますので、いち早く２２８号線知内までの間をきちっと
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除雪する事が使命としてありますので、そこのところを掻いて、こまめにこう行くという事にはならない

んだと思ってます。また、我々と話してもそういった事を常々声を高くしていますので、そこのところは

厳しいんだと思ってますので、当然そうすると町が独自の政策の中でやる事がいいのかという話になりま

すので、ただその個別の所まで行政が入る事が果たして平等性からいっていいのかという概念も出てくる

んだと思います。確かにその地形によっては、そういった不便に遭遇しない地区もあります、我々の所も

そうでありますけども、自分でその分自分の敷地についてはしっかり自分の労力で除雪をしているわけで

ありますけども、ただやはり高齢化していく中でですね、なかなかこれが自分の力だけではできない事を、

まあ要するに公助、共助の話ではありませんけども、そういったものをどうやれるかという事の工夫はで

すね、どこかの時点でしていかなければ、早晩そこは崩れてくるんだという風に思ってございます。あの

私、就任して管轄が国だからどうだから町だからという区分けだけでは今処理できない問題が結構あるん

ではないのかなという事で、あの実は月崎の幹線の中にですね、これまで町内会でやっていただいた草刈

りなんかはですね、やはり各町内会が出来なくなって、町の予算を頂いて少し行政が手を染めてるという

事例もありますので、そういったものがですねじゃあ簡単に国道の排雪を町ができるかとなると、なかな

かこれまた予算の事を考えると厳しいんではないのかなと思ってます。これまでの２０年間の予算、排雪

の予算もずっと私データーとして取って見ておりますけども、あの今でもやはり当初予算５千万、さらに

通常であれば３千万補正して８千万円の中でも、かなり厳しい状況であります。今年は特に１億２千万を

超える状況の中で、これから国の補助金が手当て出来れば別でしょうけども、無ければ丸々一般財源とい

う形になりますので、それにプラス応分の金を出せるかという事になると、私はちょっと町民の理解がす

べからく、いただけないんではないのかなって、地区の理解は頂けるでしょうけども、そういったものも

ありますんで、ただ、だからといって全く考えないという事ではなくてですね、何か知恵を出し合ってで

きるものを１つでも２つでも、やっぱり地域と相談しながらこれからやっていく事も１つの方策としては

あるんではないのかなと思ってます。 

 また、流雪溝につきましては本当にやはり当時の状況、私はあの最初、流雪溝できた頃はですね、すん

ごいその吉岡地区は除雪が綺麗だなという事をいつも通ってたなかで感じておりました。取りも直さずそ

この皆さんが綺麗に排雪をしていた、ただそれが今なかなか高齢化して出来なくなっている状況がありま

すので、そこについては町内会としっかりですね、何ができて、何ができないのかという事を少し整理し

た中で、できない事について行政として支援できる方法は何かという事を模索していきたい、そのように

思ってございます。 

○議長（溝部幸基） 

 ３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 先ほどというか町長今おっしゃいましたけども、確かに自助共助公助この３点セットでですね地域はこ

う成り立ってきております。ところがですね、高齢化にもなってきますと、それぞれ自助と共助の隙間が

空いてきます。また、その自助と共助のそのお互いを助け合う隙間を埋める為にはやはりこの行政の手助

け公助が必要になってくるわけで、どこら辺でそこら辺の手の差し伸べ方が、どの辺で納得してもらえる

か、これが私は鳴海町政の腕の見せ所でないのかと思っております。これ全く要望事項できません、開発

局に行っても出来ません、私達が言っても出来ません、こういう事ではお話にならないんで、その答弁書

に最初にあるように、やはり緊急事態を感じて町長も電話してくださってる、それに伴って開発局の方も

緊急に道路を広げて頂いている、迅速な対応だと私は思います。けどもやはり現実としては、確実に高齢

化になってきて自助ではなかなか難しい、という状況をどう克服していくかっていう事を考えると、やは

りどうしてもそこには公助の手助けが私は必要になってくると、このように思うんです。それは全部が全

部公助でやってくれって言ってる事でもないと思います。自分の自助で自分の力である程度分けたものを

ですね、生活の支障が出てくる前に、ちょっと除けてもらうとか、それで十分助かると思います。ですか

ら、やはりそこら辺十分、周辺住民の方々に寄り添った会話というか対応というか、そういうものが十分

してるんでしょうけども、何か今ひとつ伝わってないような気が私ども議会で町民の皆さんの話を聞いた

中では痛切に感じました。それから新たに除雪、例えば私がさっき言ったような手法で新たに業者をまた

配置するとか、新たに除雪の範囲を延ばして除雪経費を増やす、というようないずれにしても公助の手助

けを借りるとこになればそういう事になると思うんですけども、やはりですね、これ私が言って良いもの
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か悪いものかわかんないですけど、除雪業者に対しての幸いうちの場合は除雪業者というのは町内の業者

の方々が、本当に朝早くからこの人達寝てるんだろうかと思うくらい朝早い段階から一生懸命頑張っても

らってます。これ町内の業者です。町内の業者は福島町というものに対して想いれがあるからそういう朝

早くですね出て来てもくださいます。１日に雪の多い時には何回も同じところを掻いでくださるようにし

てますけども、その中で今言ったように、共助と公助のその在り方というものをつまり除雪業者に対して

の支払いのルールとか稼働体制ていう事も併せて、一生懸命頑張ってもらってるのは頑張ってもらってる

んですけども、やはり町内の業者という事で夏場やっぱりそれなりに町もですね、色々とお互いに助けあ

ってるわけですから、そこら辺やっぱり助け合う所は助け合ってこれから行かないと、やはりその高齢化

的なもので、それからどうしても冬場だけ福島に居られないと、どうしても暖かい所に行くとか、高い建

物の上に雪掻きが必要の無い所に住むとか、一時的にでも人口が流れてしまう、そのまま戻ってこないと

いう事になると大変な事になりますんで、やはり町内業者とですね、稼働体制とか、賃金体制とか、てい

うものをですね建設課長も 1つこういう質問が町議会議員から出たんだという事のせいにしてもいいです

から、やっぱり考えていかないとこの自助共助公助的な３点セットが確実に福島町を蝕んでいくと目に見

えて、だんだん税収が減った中で、雪は相変わらず年々例えば多くなるという場合は様々な行政サービス

をですね削ってでも除雪しなきゃならないか、どこが分岐点になるのか、そういうとこら辺をそういう場

面に来てから考えるんじゃなくて、やはりどうしてもそこにお金を注ぎ込む事によって、行政サービスが

減ってしまえば更に人口流出なり、高齢化の方々のですね医療体制ていうのも崩壊してくるわけですから、

そこら辺を十分考えて、やはり現状と将来ビジョン的なものをですね検討していって欲しいなとこのよう

に思うんです。これからはもう、町長その地域住民の方々と除雪とかそういう面ではですね、ある程度や

ってあげますじゃなくて、説得するような政策もこれからは私は必要でないかなと、このように思うんで

す。 

それから流雪溝ですけども、私はですね、今年も私の知ってる人で、流雪溝の蓋の所に雪を持っていくの

にあばら骨を折った人もおりました。ですから、これも笑いごとになるくらい、本当に折ったの？という

感じで、毎年ですね蓋を開ける時に尻餅ついて、なんて言うんですか骨を折ったとか、いう様な事が実際

に起ってるわけなんで、そこら辺ですね十分考えていかなきゃなんないのかなと思っております。そうい

う点で、町長これからはやっぱり納得してもらうような政策づくりというか、そういうものも必要と併せ

ていかに上手にバランス良く地域住民の方々の除雪体制を構築していくかって事についてですね、町長も

私も同じ様な考えを持ってますって言う言葉がここに書いてあるから、きっと町長のことだから凄いグッ

ドアイデアが出てくるのかなと思って楽しみにしておりますんで、今からでも言っていただければなと思

います。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 除雪については、財政健全化をやった時にですね、これまで１０センチのものを１５センチにしたとい

う経緯があって、私就任してからですね、１０センチに戻させていただきました。やはり住民にとって一

番その雪というのは厄介な物でありますので、なるべくそこの所をしっかり対応したいという思いで、そ

れからはやはり業者さんも本当に朝早く、夜中３時、今年はもう夜中１時から稼働した事を私も記憶して

ございます。本当にそういった思いもあってですね、防災無線で少し町民の思いを和らげるわけではあり

ませんけども、除雪業者も一生懸命やってるという言葉を入れさせていただいて、少し周知をさせていた

だきました。本当に１０センチにしてから建設課長よく言いますけども、苦情がかなり少なくなったとい

う様な話も聞いてございますので、ただなんせやはりその分、除雪経費は従来から考えますと、先ほど言

いましたとおり、ちょっと雪が降れば８千万という声を聞くようになってございます。そしてまた、今、

単価も相当高くなってます。運転手さんの単価、さらには重機の単価が高くなってますので従来から比べ

るとですね、雪の量に比べて除雪経費がかさんでるという状況でありますので、そういった物については

少し我々としても町民の理解を得ながらバランス良い政策を打っていかなければ、ならないんではないの

かなと思ってございますので、なるべくあの我々としてはですね、しっかり町民の方々に情報発信はして

いきたいと思います。ただ、少し我々これから心配しなければならないのは、業者さんもなかなか高齢化

していく、また業態が小さくなっていく様な形の中で、今までの体制を維持できるかという事も少し我々
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の近い将来の心配事でもありますので、そこのところについては昨年度、最低保障の関係だとか、色々と

整備をさせていただきましたので、そういった中でなるべく今の業者さんに、今年はまた新規参入してい

ただいた異業種の方ではありますけども、参入していただいたという事もありますし、福島町は他の町に

比べてどちらかというと色んな業者さんが、大工さんだったり、加工屋さんだったり、そういった方々も

ですね、重機を用意して除雪に参画して頂いておりますので、そういった方々もなるべく支援体制の支え

になっていただけるのかなと思いますので、そういった事を逐次また広げていってですね、なるべく今の

体制からレベルを下げる事の無いように、我々もしっかり対応していきたいという風に思ってございます。

そして、流雪溝については本当に、あのやはり時代と共に変化している事にですね、やはり私は躊躇なく

変更して良いんだと思ってるんですよね、やはり当初は皆さんがやりきれるという中で流雪溝がベストと

いう形を選択してますけども、今の状況の中ではやはりやりきれてない方々が結構出て来ているわけです

んで、じゃあどうするのかと、極端にいくと流雪溝を使わないでですね、普通の排雪道路にするんだとい

う事も１つの選択肢であるんだと思います。そこのところについては、しっかりと町内会の中でじゃあや

りきれる範囲なのか、方向転換した方がいいのかという事をしっかりテーブルについてお話をして、その

中に解決策が私は見い出せるんだと思ってますので、そこの所についてはしっかりと我々の方でも対峙し

ていきたいと思います。ただ国道については、本当に我々も管轄外の中で、要望を強めていったりそうい

った事をこれまでもしてきましたけども、なかなか自分達が手を染めるという事までは、思ってでも出来

ないのが現実でありますし、ただこれからはそうは言ってもですね、色んな形を変化させていかなければ

ならないし、また先ほどありましたとおり、役場職員も色んな事で考えてはいるんですけども、今言った

対案が無い中で、春が来て雪が解けると少し忘れがちになりますので、是非それを忘れない形で住民の

方々、やはりこの３カ月４カ月、相当今、特に日向の方々の苦労というのは私も常々声にしてますし、聞

いておりますし、目にしてますので、そういった所については、何かしらの対応ができるのか開発さんと

連携しながらやる方法しかありませんので、我々としてはまずはしっかり開発さんに迅速な対応していた

だく、また、これまでに出来ないものについても追加で予算を取ってきて頂くとか、そういう側面的なも

のも含めて、継続的に地域の方々が満足する方向に１つでも２つでも進めれるような対応をしていきたい、

そのように思ってございます。 

○議長（溝部幸基） 

 ３番平沼昌平議員。 

○３番（平沼昌平） 

 ありがとうございます。流雪溝できた当初は私も大変うらやましく思っておりました。これが夢のイン

フラかと、思っておりました。だけど融雪溝とは本来、重機が入れない所に設置しながらその利便性を活

かして、インフラをなんとか確保して、その道路なり生活路を確保する為のものでありますけども、吉岡

地区の場合はですね、これはショベルも入れますし、それなりの対応も意外と比較的しやすいのかなと、

ただそこに居る町民の方々、地区の方々の意見を聞かない事には、今町長がおっしゃる様に、もう蓋して

しまって全部ショベルというように思ってでも、なに余計な事言ってるんだと、いう話になり兼ねません

ので、十分やはりその地区の方々とじっくり話をして良い方向を導き出していただきたいなと思います。

それから国道に関してはやはり引き続き、町の地区の実態というものと、それから開発、除雪の仕方等に

ついてですね、町も本当にしつこいくらいなんでしょうけども、要望していってもらいたいなと思います。

本当にあの日向地区の皆さんも、三岳地区の皆さんも国道を除雪してくださる事に本当に感謝しておりま

す。感謝しておりますけども、やはりその中でも何とかならないのかと、いうことで私達、懇談会で話も

伺いましたし、受け取りもしましたので、やはりそういう話を伺った以上、聞かなかった訳にはいかない、

聞いたふりもできない、いう事で今回質問させていただきましたので、どうぞ国道に関しても流雪溝に関

してもですね、是非接点を持った中でその地区に住んでる方々、それから対応する業者の方々と接点を持

ってですね、町が間に入って十分協議して頂ければなと思い、質問を終わります。 

○議長（溝部幸基） 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 ありがとうございます。我々も町政懇談会の中で縷々要望は頂いてございます。ただ、あの私も議員の

方の要望事項見させて頂きますと、やはり我々より要望しやすいのかなという事で、結構除雪の関係が多
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く出てましたので、是非またそういった機会にですね町民のご意見を頂いて、行政と議会がしっかりと町

民要望に応えていくように我々もしっかり対応して参りたいと思いますので引き続きよろしくお願いいた

します。 

○議長（溝部幸基） 

 以上で、一般質問を終わります。 

 

 

 

◎延 会 の 議 決 

 

○議長（溝部幸基） 

 お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 ご異議なしと認め、本日はこれで延会することに決定いたしました。 

 

◎休 会 の 議 決 

 

○議長（溝部幸基） 

 さらに、お諮りいたします。 

 予算審査特別委員会の議案審査等のため、３月１５日まで休会にいたしたいと思いますが、ご異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 ご異議なしと認め、３月１５日まで休会とすることに決定いたしました。 

 

◎延 会 宣 告 

 

○議長（溝部幸基） 

 本日は、これで延会いたします。 

 どうもご苦労様でした。 

 

（延会 ２０時０７分） 
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        議案第61号 福島町財政調整基金の積立金の処分について 

                                （予算審査特別委員会報告） 

  日程第３  同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

  日程第４  同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

  日程第５  諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 

  日程第６  令和３年度定例会開会中の正・副議長及び常任委員の出張承認について 

 

◎会議に付した事件 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

  日程第２  議案第47号 福島町ふるさと暮らし応援条例の一部改正について 

          議案第48号 福島町介護保険条例の一部改正について 

        議案第51号 第５次福島町総合計画の変更について 

        議案第53号 第８期福島町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の決定について 

        議案第54号 令和３年度福島町一般会計予算 

        議案第55号 令和３年度福島町国民健康保険特別会計予算 
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        議案第59号 令和３年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 

        議案第60号 令和３年度福島町水道事業会計予算 

        議案第61号 福島町財政調整基金の積立金の処分について 
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  日程第６  令和３年度定例会開会中の正・副議長及び常任委員の出張承認について 

 

◎出席議員（１０名） 
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◎出席説明員 

 町 長  鳴 海 清 春      副 町 長  工 藤   泰 

 総 務 課 長  小 鹿 一 彦      企 画 課 長  住 吉 英 之 

 産 業 課 長  川 合 力 哉      会 計 管 理 者  西 田 啓 晃 

 町民課長兼吉岡支所長  福 原 貴 之      福 祉 課 長  鍋 谷 浩 行 

 建 設 課 長  紙 谷   一      認定こども園福島保育所園長  吉 能 佳 織 
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 議会事務局主査  中 島 和 俊      議会事務局書記  秋 本 文 子 
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（開会 ９時５８分） 

 

  ◎開 会 ・ 開 議 宣 告 

 

○議長（溝部幸基）  

おはようございます。 

３月８日に引き続き会議を開きます。 

本日の議事日程及び諸般の報告は、お手元に配付のとおりでございますので、ご了承願います。 

直ちに本日の会議を開きます。 

 

  ◎会 議 録署 名議 員の指 名 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 ３番平沼昌平議員、４番木村隆議員を指名いたします。 

 

◎議案第４７号 福島町ふるさと暮らし応援条例の一部改正について 

◎議案第４８号 福島町介護保険条例の一部改正について 

◎議案第５１号 第５次福島町総合計画の変更について 

◎議案第５３号 第８期福島町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の決定について 

◎議案第５４号 令和３年度福島町一般会計予算 

◎議案第５５号 令和３年度福島町国民健康保険特別会計予算 

◎議案第５６号 令和３年度福島町介護保険特別会計予算 

◎議案第５７号 令和３年度福島町福島町後期高齢者医療特別会計予算 

◎議案第５８号 令和３年度福島町浄化槽整備特別会計予算 

◎議案第５９号 令和３年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 

◎議案第６０号 令和３年度福島町介護保険特別会計予算 

◎議案第６１号 福島町財政調整基金の積立金の処分について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第２ 議案第４７号 福島町ふるさと暮らし応援条例の一部改正について。 

 議案第４８号 福島町介護保険条例の一部改正について。 

 議案第５１号 第５次福島町総合計画の変更について。 

 議案第５３号 第８期福島町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の決定について。 

 議案第５４号 令和３年度福島町一般会計予算。 

 議案第５５号 令和３年度福島町国民健康保険特別会計予算。 

 議案第５６号 令和３年度福島町介護保険特別会計予算。 

 議案第５７号 令和３年度福島町後期高齢者医療特別会計予算。 

 議案第５８号 令和３年度福島町浄化槽整備特別会計予算。 

 議案第５９号 令和３年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算。 

 議案第６０号 令和３年度福島町水道事業会計予算。 

 議案第６１号 福島町財政調整基金の積立金の処分について。 

 以上、１２件の案件を議題といたします。 

 ただいま議題といたしました１２件の案件につきましては、先般の本会議において、予算審査特別委員

会に付託されたものであります。 

 休会中に審査を終了しておりますので、その結果の報告を求めます。 

 ９番平野隆雄予算審査特別委員会委員長。 
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○９番（平野隆雄） 

 予算審査特別委員会の審査結果の報告をいたします。 

 ただいま議題となっております１２件の案件につきましては、去る３月８日開催の令和２年度福島町議

会定例会３月会議において、休会中に審査すべき事件として本委員会に付託されたものでございます。 

 去る３月９日・１０日の２日間、慎重に審査の結果、計画の決定、変更２件、条例の改正２件、積立金

の処分１件、令和３年度各会計予算７件の計１２件の案件について、本委員会としては、いずれも全会一

致で原案のとおり可決すべきものといたしました。 

 審査の経過、採決の結果等につきましては、諸般の報告（第２号）に記載のとおりでございますので、

ご覧願います。 

 以上、甚だ簡単ですが、予算審査特別委員会の報告を終わります。 

○議長（溝部幸基） 

 予算審査特別委員長の報告が終わりましたので、報告に対する質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

ただいま議題となっております１２件の案件につきましては、原案のとおり可決すべきものとの予算

審査特別委員長の報告でありますので、報告のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、１２件の案件は可決いたしました。 

 

◎同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第３ 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 議案の１７１ページをお願いいたします。 

 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について。 

 次の者を固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、議会の同意を求めるものであります。 

 令和３年３月８日提出。 

 氏名、岡観要。年齢７３歳。 

 岡観要氏について、若干補足説明させていただきます。 

 同意第２号関係資料にありますとおり、現在、妙蓮寺院主をされ現在に至っております。 

 また、平成２年１月から平成１８年９月まで福島町選挙管理委員会補充員。 

 平成３年５月から平成５年３月まで福島町社会教育委員。 

 平成１８年１０月から平成２０年９月まで福島町教育委員を歴任しております。 

 また平成１９年４月から総務省行政相談委員、並びに平成２７年５月から固定資産評価審査委員会委員 

を務め現在に至っております。同氏は住職はもとより行政相談委員を通じて高い見識を持っており、固定

資産評価に大切な公平公正な判断を持ち合わせており、また人柄については、皆さんご存知のとおり温厚

で誠実かつ実直な方でございます。この度は再任ということでのお諮りになりますけども、固定資産評価
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審査委員会委員の選任に同意くださるようお願いを申し上げ、簡単ではありますが、提案に当たっての説

明とさせていただきます。よろしくご審議お願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 同意第２号について同意することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、同意第２号は同意することに決定いたしました。 

 

◎同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第４ 同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

議案の１７３ページをお願いいたします。 

 同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について。 

 次の者を固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、議会の同意を求めるものであります。 

 令和３年３月８日提出。 

 氏名、野村隆浩。年齢６０歳。 

 野村隆浩氏について、若干補足説明させていただきます。 

 同意第３号関係資料にありますとおり、野村氏は福島町に来て日が浅いわけではありますけども長らく

室蘭地区の組合に勤務され、福島町に来るまでは専務をされております。 

 そして現在は、福島吉岡漁業協同組合に勤務され現在に至っております。 

 また、福島町に来てからは平成３１年２月から健康づくり推進協議会委員。 

 同じく４月から地方創生推進会議委員を務め現在に至っております。 

 野村氏につきましては、先ほど言いましたとおり、長年漁業協同組合勤務を通じて高い見識を持ってお

り、固定資産評価に大切な公平公正を判断を持ち合わせており、また人柄については温厚で誠実かつ実直

な方でございます。この度は新任という形でのお諮りになりますが、固定資産評価審査委員会委員の選任

に同意くださるようお願いを申し上げ、簡単ではありますが、提案に当たっての説明とさせていただきま

す。よろしくご審議お願いいたします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 
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 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 同意第３号について同意することに賛成の方は起立を願います。 

（１番を除いて賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 １番を除いて起立多数であり、同意第３号は同意することに決定いたしました。 

 

◎諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第５ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 鳴海清春町長。 

○町長（鳴海清春） 

 同じく議案の１７５ページをお願いいたします。 

 諮問第２号 人権擁護委員の推薦について。 

 人権擁護委員に次の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求

めるものであります。 

 令和３年３月８日提出。 

 氏名、川合正子。年齢７０歳。 

川合正子氏について、若干補足説明させていただきます。 

 諮問第２号関係資料にありますとおり、昭和４６年４月に八雲マリア幼稚園勤務にされ、昭和４８年４

月から９月の期間、七重浜保育園に勤務されております。 

 当町では、平成１０年４月から平成１３年８月まで総合開発審議会委員。 

 平成１４年７月から平成２９年３月まで社会福祉法人福島幸愛会評議員。 

 平成１８年１０月から平成２２年９月まで教育委員会教育委員を歴任し、現在は福島町ごみ減量化推進

員、子ども読書活動推進委員及び子ども・子育て会議委員、並びに人権擁護委員を務めていただき現在に

至っております。 

人柄につきましては、優しく思いやりがあり、かつ誠実であります。人権擁護委員の推薦にあたって答

申くださるようお願いを申し上げます。 

 以上、簡単ではありますけども、提案にあたっての説明とさせていただきます。 

よろしくご審議お願いします。 

○議長（溝部幸基） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 討論なしと認め、討論を終わります。 

 採決を行います。 

 お諮りいたします。 
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 諮問第２号 人権擁護委員の推薦については、原案のとおり川合正子氏を人権擁護委員として適任であ

る旨の意見を添えて答申することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（溝部幸基） 

 起立全員であり、諮問第２号は原案のとおり答申することに決定いたしました。 

 

◎令和３年度定例会開会中の正・副議長及び常任委員の出張承認について 

 

○議長（溝部幸基） 

 日程第６ 令和３年度定例会開会中の正・副議長、議員常任委員の出張承認についてを議題といたしま

す。 

令和３年度定例会開会中、議会において出席派遣を要する諸行事、慶弔、会議、研修、陳情等につい

て、正・副議長、議員常任委員等を出張させたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 （「異議なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 ご異議なしと認め、ただいまお諮りしたとおり承認することに決定いたしました。 

なお、出席派遣する議員等については、その都度、議長において指名することにいたしたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

  （「異議なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 ご異議なしと認め、その都度、議長において指名することに決定いたしました。 

 

◎休 会 の 議 決 

 

○議長（溝部幸基） 

 お諮りいたします。 

 本定例会３月会議に付議された案件の審議をすべて終了いたしましたので、会議条例第１０条の規定に

より、令和２年度定例会を休会いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（溝部幸基） 

 ご異議なしと認めます。 

令和２年度定例会は、本日で休会することに決定いたしました。 

 

◎休 会 宣 告 

 

○議長（溝部幸基） 

 これで本日の会議を閉じます。 

 長期間の審議、どうもご苦労様でした。 

 

（休会 １０時１３分） 
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